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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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一章　月の姫たち、灰の者たち

二章　秘密の姫たち、企む者たち

三章　誓う姫たち、弄する者たち

四章　笑う姫たち、惑う者たち

五章　憂う姫たち、潜む者たち

六章　すべてのことは海の中







　一章　月の姫たち、灰の者たち







　夜の時刻が訪おとずれた。

　笹ささ良らは今日も、見知らぬ異界の海アルバシュナを渡わたる海かい賊ぞく船の上にいた。

　舷げん縁えんに寄って、星をちりばめた賑にぎやかな空をぼんやりと見上げる。

「こっちの世界にも、天の川があるんだ」

　白く煙けむる光の帯は『日本へ帰りたい』っていう切実な思いをつかの間忘れさせるくらい、美しい。無数の瞬またたきを映す闇やみ色の海面も、もうひとつの空のようだ。

　あるいは、川を流れる星々が広い海に滔とう々とうと注がれているようにも。水平線の位置さえわからない。

「銀河鉄道、見えないかな」

　次元を超こえる機関車がどこかに走っていないかと、目を凝こらす。

　幻まぼろしの汽笛の音が耳の奥に響ひびいた。力強く回る車輪と、噴ふき上がる蒸気。黒く輝かがやく車両。星を蹴け散ちらし、天の涯はてまで一直線に突き進む。車窓から顔を出す自分の姿を空想すると、知らず知らずのうちに胸が躍おどった。

　もしも乗車できたら、両親や兄の総そう司じが待つ故郷に戻もどれるかもしれない。

「ササラ」

　ささやかな願いは、笹良を呼ぶ男の声に搔かき消された。一筋の冷たさがにじむ、甘く気け怠だるい声だ。振ふり向くと同時に、夜よりも濃こい影かげが頭上に落ちてくる。

　最初に見えたのは、船灯に照らされた鮮せん烈れつな青い髪かみだった。次に、月を盗ぬすみ取ったような、奇き麗れいな金の瞳ひとみ。角度によっては海色にも映るという珍めずらしい瞳だ。

「ガルシア」

　小声で彼の名前を呼ぶ。

　海賊王ガルシア。楽しげに笹良を見下ろす長身の彼こそが、このごつくて小こ汚ぎたない海賊船の主あるじだ。年齢は二十代半ばあたりだろうか。エキゾチックな雰ふん囲い気きがあり、人ひと懐なつっこく、時々野や蛮ばん。

　ガルシアには「調教前の優美なけだもの」という危険な表現がよく似合う。

　食べる気もないのに可哀かわい想そうな獲え物ものを仕留め、引き裂さき、血肉を転がして遊ぶけだもの。そういう無む邪じや気きな残ざん忍にんさを隠し持っている。

「ところで、俺の『冥めい華か』。不思議なのだがね、なぜおまえは俺を見る時、そうも眉み間けんに皺しわを寄せて警けい戒かいする？」

　彼は少し厚みのある色っぽい唇くちびるを微び笑しようの形にすると、笹良の身を囲うように舷縁に両手をつき、目を眇すがめた。些さ細さいな動作のどれもがつやめいているせいで、見つめ返すのにいつも多くの勇気が必要となる。

　その密ひそかな苦労を、ガルシアはとっくに察している気がした。

「なぜ警戒するのかって……そんなの、胸に手を当てて考えてみればすぐにわかることじゃないか。仲間に凄すさまじい制せい裁さいをしたり笹良を海の中に投げ込んだり、やりたい放題だ」

　笹良は日本語で答え、彼の心臓の上を人差し指で軽くつついた。

『冥華』呼びも本心では不服だ。王の華はな。それってガルシアの所有物という意味だもの。

「こら、おまえの言葉はわからないぞ」

　彼は自分の胸と笹良の指をちらっと見下ろし、笑えみを深めた。

「教えない……っていうより、異世界語にうまく言い換かえられないよ」

　どういう仕組みか知らないが、聞き取りは完かん璧ぺきなのに話すほうはさっぱりだった。

「わからぬと言っているのに。だがしかめ面つらも愛らしいな？　ササラ」

「そういうあからさまな噓うそにたやすく靡なびくと思っているなら、大おお間ま違ちがいだ」

　これも日本語で言い放つ。彼から、脳を痺しびれさせる甘ったるい香りがした。完全に理性を奪うばわれてしまう前に身体からだの向きを変え、華はなやかな銀河へと視線を戻す。

　どこにも汽車は見えなかった。わりと本気で落ち込んでしまう。まだ帰れない。

　なにをすれば帰ることができるんだろう。夜を何度繰くり返せば……。

　ガルシアは縁ふちから手を離はなすと、笹良の背後でなにやらごそごそと身じろぎを始めた。

「横を向かれてしまうとは、やるせない。年とし頃ごろの娘むすめの心を射止めるのは大変だ」

「乙女おとめの心はダイヤ製なので貫つらぬけません」

「なんだって？……なあ、俺の気き紛まぐれな姫ひめ様さまは月と星、どちらがほしい？」

「答えたら、空から取ってくれるの？」

　できるわけがない。意味のない質問だ。さっきの自分の空想と同じくらいに。

　溜ため息いきをつきそうになった時だった。

　ガルシアは背後に立ったまま、両手を笹良の顔の前に回してきた。

　かちゃっと、小さな金属音が響く。左手には月の形、右手には星の形に宝石を埋うめ込んだ可愛かわいらしい腕輪がそれぞれあった。

　宝石類に疎うとい笹良であっても、その二つが恐おそろしく高価に違いないということは簡単に察しがつく。

「おまえは暇ひまさえあれば俺の座る椅い子すの下で丸くなるか、さもなければ憂ゆう鬱うつそうに空ばかり眺めている。そうまで月が恋こいしいか、星が恋しいか。では、手元にあれば天を羨うらやむ必要などなくなるだろう？」

　返事に困った。日本行きの銀河鉄道を探していました、と正直に言うのはさすがに躊躇ためらわれる。あんまり夢見がちな望みだからだ。

　とはいえ、子どもっぽいと、頭ごなしに否定したくない気持ちもある。

　十四歳ってそういうところ、難しい。大人はもっと諦あきらめがいいんだろうか？

　悩なやんでいると、ガルシアは軽く拗すねた。

「俺をあまり切なくさせないでくれ」

　なに？

「これほどおまえに熱心に見つめてもらえる星月夜が憎にくらしい」

　むしろそんな言葉をさらりと言えてしまう海賊王が憎らしい。

「これが人であれば、いくらでも始末できようが。さすがに相手が悪すぎる」

　夜空の星月まで殺さつ戮りく対象なのか？

「薄はく情じような天の主たちなど忘れて、こちらをお向き」

　嫌いやだ。

「そら、どちらがいい？　欲張りな姫様は、両方をご所しよ望もうか？　つけてやるから手を出せ」

　ガルシアは密やかに笑うと、強ごう引いんに笹良の向きを変えた。

「本当にほしくないんだけれどなあ……。笹良にこういう高級品は似合わないよ」

　決して宝石が嫌いなわけじゃない。きらきらしたアクセサリーは子どもの頃から大好きだ。それでもどうしたことか、最近はちっとも心が動かない。

　困惑を強めて、ガルシアを見上げる。わざわざ用意してくれたのに、いつまでも冷たく拒きよ絶ぜつし続けるのは少し気が引ける。

「……宝石より、ガルシアの瞳のほうがよっぽど価値があると思うし」

「なんだ？　ササラ」

　笹良の手首に腕輪をはめていたガルシアが、ふと動きをとめ、首を傾かしげた。

　見み惚ほれていたとバレたくない。慌あわてて顔を背そむけるも、勘かんのいいガルシアはなにもかもお見通しというように、くすっと笑った。

「おまえ、さては俺の目が好きだな？」

「違う」

「認めないのか？」

　当たり前だ。大きく頷うなずいて肯こう定ていしたというのに、ガルシアは心地ここち良よさそうに明るい笑い声を上げ、笹良の頰ほおを軽くつまんだ。

「意地っ張りで、かわいいやつだ。粗そ暴ぼうな海賊とも渡り合おうと、この小さな唇で噓をつく」

　からかう体勢に入った海賊王を懲こらしめるため、軽く脅おどすことに決めた。

「じゃあ、もしもガルシアの瞳がほしいって言ったら、くれる？」

　スプーンでアイスをすくうように、くりっと目玉を抉えぐる身振りを交え、日本語で尋たずねた。

　驚おどろかれるかと思いきや、ふいにガルシアは恍こう惚こつとした表情を浮うかべ、その場に勢いよく膝ひざを落とした。啞あ然ぜんとする笹良の手を恭うやうやしい仕草で取り、自分の頰に押し当てる。

　笹良は彼の青い髪を戸と惑まどいとともに見下ろした。

「それでこそ俺の冥華。物の値打ちを知っている娘だ。光るばかりの石ころには魅み了りようされず、生きた者の目を抉りたがる。さあ、いいぞ。おまえにこのガルシアの目をくれてやろうよ」

「えっ」

「多くの朝と夜を眺めた目だ。美しいのも醜みにくいのも、恐るべきものも善よきものも。おまえに、やる」

「冗じよう談だんだってば。いらないよ！」

　困った海賊王だ。仮に、本気でナイフを瞼まぶたに突き刺さしたとしても、抵抗する素そ振ぶりすら見せないんじゃないか。その痛みさえ新しん鮮せんに感じて面おも白しろがるに違いない。

「そ、それより！　この腕輪はどこで手に入れたの？　もしかして手作り？……って異世界語でなんて言うんだろ。ええと……これ、どこ？　なに？」

　青い頭をてぬてぬと軽く叩たたいて立ち上がるよう促うながすと、ガルシアはかなりつまらなそうな顔をした。そんなに目を抉ってほしかったのか。

「この腕輪の出所が気になっているのか？　なに、不思議なことでもあるまい。ハディの持ち込んだ木箱に入っていた」

「ハディ……」

　その名前を耳にし、笹良は息を吞のんだ。ハディというのは、もとはガルシアの船に乗っていた海賊の一人だ。

　のちに独立し、自分の船を持った。先の嵐あらしで船が破損し、あてどもなく海上をさまよっていたところ、ガルシア率いるこの海賊船と偶然の再会を果たしたのだという。

　彼の姿を脳のう裏りに描えがく。神父を思わせる紳しん士し的な海賊だった。笹良を陸の貴人と勘違いし、騎き士しへの手て土産みやげがわりに攫さらうばかりか、かつて仲間であったはずのガルシアを暗殺までしようとした。

　それが、昨日の出来事だ。

　記き憶おくが鮮あざやかに甦よみがえる──。
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　ハディの船に誘ゆう拐かいされたあとのことだ。

　笹良はガルシアの海賊船に戻るため、思い切って海の中に飛び込んだ。

　その直後、ハディの船からいきなり爆発音が響いた。原因は火薬。ガルシアの側近の一人であるジェルドが密かに潜もぐり込み、仕し掛かけていたのだ。

　ただし一部湿し気けっていたので、沈ちん没ぼつは免まぬがれた。

　海賊船から小こ舟ぶねを降ろしたガルシアが、波間にぷかりと浮かぶ笹良とジェルドを直々に迎むかえにきた。笹良たちを回収したその小舟はすぐに海賊船へと引き返した。

　甲かん板ぱんに足を下ろし、小さく息をつく。

「ここに、戻ってこられた」

　髪の先からいくつも雫しずくが滴したたり落ちた。それをぼうっと見つめ、再び小声で「戻ってきたんだ」と呟つぶやく。海なんて大だい嫌きらいだし、ガルシアたちを信しん頼らいしているってわけでもない。

　けれども、陸を目指すハディのそばにいるよりも、ガルシアたちと一いつ緒しよにこの黒くて汚い海賊船の上にいるほうが、よほどしっくりくる。その思いを強く意識すると、なぜか胸が震ふるえ、走り出したい気分になる。

「王、ハディの野郎を捕つかまえますか？」

　好戦的な声を発したのは、笹良の横で濡ぬれた上着をしぼっていたジェルドだ。

　彼はそれを無造作に肩かたに引っ掛けると、舷縁から軽く身を乗り出し、ハディの船を冷ややかに見み遣やった。ジェルドの外見は二十代前半といった程度だ。派手でオシャレな青年。

　陽気で話しやすいけれど、その姿に惑わされると痛い目に遭あう。彼もまた『海賊』なのだ。

「たとえあいつが王の下にいたとはいえ、こういう薄うす汚ぎたない裏切りは見過ごせねえ。全身の皮を剝はいだあと、海に突き落としてやる。冥華だってさ、許しがたいと思うだろ？」

　ジェルドは今にも舌なめずりしそうな獣けものじみた表情を浮かべると、うずうずとした様子でガルシアの返事を待った。彼の横顔を見て、ぞくっとする。

　もしも笹良が自分の意思でハディの船から飛び降りていなかった場合、裏切り者と誤解され、ジェルドに制裁されたんじゃないだろうか。攫われたのが、笹良自身のせいじゃなくともだ。これが海賊の……ガルシアたちの恐ろしさだと思う。

　敵と見なした者にはひとかけらの慈じ悲ひも与あたえず、過激な手段で報復する。

「こいつに賛成だ。捕まえましょう。あの陰いん気きな男は確かに虫が好かねえ。襲おそうなら堂々と襲ってきやがれというに」

　ジェルドの言葉を支持したのは、レゲエ風ヘアのヴィーという海賊だ。褐かつ色しよくの肌はだに、きらめく金きん髪ぱつ。薄い空色の瞳。ジェルドの兄だと聞いているけれど、外見はまったく似ていない。

　ヴィーのみならず、こっち側の甲板に集まってきた他ほかの海賊たちも皆みな、似たり寄ったりの残ざん忍にんな顔を見せた。

　ガルシアは冷めた微笑で彼らを見回すと、ふと眉まゆをひそめて海上に向き直った。黒こく煙えんを立ち上らせているハディの船は、ここの位置からたぶん数百メートルの距きよ離りだ。

　追つい撃げきを防ぐべく、ハディたちは必死に帆はん走そうを試みているようだった。

「切り込むのなら、もう少し追って砲ほう弾だんを撃うちますか。この距離ではぎりぎり届くかどうか」

　ほぼ催さい促そくに等しい問いかけを投げたのは、ゾイという怜れい悧りな海賊だった。

　魔ま物もののようにいかつい外見が大半の海賊たちの中ではかなり異色の側近だ。物静かで知的。

　普段は宥なだめ役に回っている彼までもがジェルドに賛同したことに、驚きを隠せない。

「待て。……ゾイ、単眼鏡はあるか？」

　船にも大きな望遠鏡が設置されているけれど、手っ取り早く確かめるには単眼鏡が便利だ。ゾイが懐ふところから赤茶けた革かわ製のシンプルな単眼鏡を取り出し、すばやくガルシアに差し出した。

「──残念だが、撤てつ退たいだ。皆、索さくにつけ。下手回し！」

　単眼鏡を覗のぞくと、ガルシアは淡たん々たんとした声こわ音ねでそう命じた。なんでだろう？　皆の意見を受け入れて、てっきりハディにとどめを刺しにいくんじゃないかと思っていたのに。

「見せて、見せて」

　背伸びをしてガルシアから単眼鏡を奪い取る。

「……？　なにか、ずっと向こうに黒い点が見える？」

　ハディの船の、さらに向こう側だ。こっちに接近している気がした。よくよく見ようと革の筒を目元に食い込むほど押し付けた時、横からさっと手が伸びてきた。

「あっ？」

　単眼鏡を奪った犯人は、ヴィーだ。

　彼は海上を確かく認にん後、いきなり荒あらっぽく舌打ちし、海賊たちを振り向く。

「くそったれ──おい、ぐずぐずするんじゃねえ、のろまども!!　位置について帆ほを張れ、回頭するぞ！」

「ヴィー？　な、なに？」

「海上騎士団がいやがる！　絞こう首しゆ台だいに吊つるされたくなかったら死ぬ気で船を走らせろ！」

　ヴィーの怒ど鳴なり声に、海賊たちがわっとめまぐるしく動き始めた。

　唯ゆい一いつ、ジェルドだけが不満そうに足を踏ふん張っている。

「ええっ、ハディを捕まえずに尻尾しつぽを巻いて逃にげろっていうのか？　王を殺そうとして冥華まで攫った野郎だぞ。騎士団がなんだってんだよ、全員ぶち殺せばいいだけの話だろ！」

「馬ば鹿かが。騎士団船の帆と船体を見てみろ」

　立ち去りかけていたヴィーは、意固地なジェルドの胸に単眼鏡をぐいっと押し付けた。

「本船じゃないようだが、あの手の縦帆は悪天候でもよく走りやがる。悪いことに風の向きが変わってきた。ここは色気を出すべきじゃない。あれが『視し船せん』なら、おそらく近くに本船がうろついてやがるはずだ」

　単眼鏡を降ろしたジェルドが、怒いかりのこもった顔でハディの船を睨にらみつけた。それから足音荒くこの場を離れ、帆走の準備に加わる。

　笹良はしばらくの間ぽかんと彼らの仕事ぶりを眺めた。我に返り、慌てて海上を窺うかがう。

「さっき単眼鏡で見た小さな黒い点が、海上騎士団の船なんだよね？」

　腕を組み、考え込む。陸の騎士と、海界を支配する海賊たちは長きにわたり対立している。猫ねこと鼠ねずみのように追いつ追われつの緊きん迫ぱくした関係……のはずが、近頃はそのバランスが崩くずれ、どうも奇き妙みような案配なのだとか。

「これって偶然？　とは思えない。この海域にもともと騎士団船がいたんじゃない？　あの黒煙に気づいて近づいてきたのかも。そうだ、ハディの船には騎士団メンバーがいたはずだ」

　情報を整理してみる。ハディは、騎士団と通じていた。

　陸の身分がほしいって、本人がそう言っていたから間違いない。

「それで、先の嵐で彼の船だけじゃなく騎士団船のほうにも被害があった。ハディは騎士団の人を助けて自分の船に乗せたんだよね。だとしたら、ええと、その騎士団たちを探しに、別の船が来たって感じかな」

　そこまでぶつぶつと呟いて顔を上げた時だ。ガルシアと視線が合った。どきっとする。どうやらガルシアは右往左往する船員たちには関心を払はらわず、冷静に笹良を観察していたらしい。

「残念だ」

「え？」

「おまえの言葉がわかれば、楽しそうだなと」

　心臓がばくばくとし始めた。一歩後退するも、すぐさまガルシアが詰つめ寄る。

「おまえは見た目よりも愚おろかな娘ではない。だからこそ不可解なのだが、なぜハディの誘さそいに乗らず、俺の船へ戻ろうとした？　あいつはおまえを陸の令れい嬢じようと思い込んでいた。騎士に引き渡し、点を稼かせぐつもりでおまえを攫ったはずだ」

　ごくりと息を吞む。ガルシアは一ひと筋すじ縄なわじゃいかない。

　試ためされていたのはハディだけじゃなく笹良もだったってことだ。全身の皮をぺりっと引き剝がされる自分の姿を想像し、寒気がした。

　海賊たちは容よう赦しやしない。本当にその残忍な行こう為いをする。グランという隻せき眼がんの海賊が実際に背中の皮を引き剝がされ、折せつ檻かんされていたのだから。

「恋しい陸に戻る機会を得られたかもしれぬだろうが」

　笹良は吐と息いきを落とした。笑顔でそんな噓を言うんだから、たまったものじゃない。

「……その機会を火薬でぱっと吹ふき飛ばしたのはガルシアたちじゃないか」

「なに？　ササラ。不満そうな顔も愛らしいがな、おまえの言葉はわからないと言っているだろう。秘密を持つのは楽しいが、持たれるのは好きじゃない。そろそろ機き嫌げんを損そこねるぞ？」

　こっちこそ次し第だいに腹が立ってきた。

　なんでこういうあまのじゃくで野蛮で噓つきで……目を逸そらせないほど魅み力りよく的な海賊王と出会ってしまったのだ。

　ガルシアがひたすら憎らしいだけの嫌な海賊だったら、躊躇うことなくハディの案を受け入れて陸を目指したのに。

「なあ、なぜだ？　陸が恋しいのではないか？」

　ひねくれた海賊王だ。うん、って頷いたら絶対にお仕置きするくせに！

「──この真っ黒な海賊船を真しん珠じゆみたいにぴかぴかに磨みがき上げるまで、どこにも行かないって決めたの！　汚すぎ！　海賊たち全員、玉のようにつやっとした美肌に変えてやる！」

　という大噓を怒りまじりに身振り手振りで伝えると、ガルシアに「百年かかるぞ」と腹を抱かかえて大笑いされた。どれだけ不衛生なんだ、海賊め。
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　不毛な会話を繰り広げつつも、笹良たちを乗せた海賊船は首しゆ尾びよく騎士団船から遠ざかることに成功した。

　ジェルドだけは最後までハディを逃のがしたことを残念がっていたけれど、皆でこうして無事に生きていられるんだから、よしとしないと。

　これが、昨日の出来事だ。命いのち懸がけの逃走劇。そこまでのスリルなんて少しも求めていないのに、なぜこうなったのか。笹良は溜息を落とし、意識を目の前の現実に戻した。

　月と星の腕輪。銀河鉄道の乗車券だったら嬉うれしかったのに。

「この装そう飾しよく品ひんは気に入らないか？」

　ガルシアは笹良の手首にはめた腕輪を見下ろすと、苦笑した。

「ものは悪くないが、改めて見ると洗練された意い匠しようではないな。ふうん……ジェルドに手直しさせるか？　あれは腕がいい。飾り物をいじるのが好きだから」

「意外に親ばか海賊王……」

「なに？」

「な、なんでもない。そういえば、ジェルドが笹良になにか作ってくれるって言ってたから、これはこのままでいいよ」

　ジェスチャーでそれを伝える。

　昨日、不機嫌だったジェルドを慰なぐさめたのは笹良だ。ジェルドのためではなく、彼に八つ当たりされて涙なみだ目めになっていた可哀想な下したっ端ぱ海賊たちのために。

　ジェルドと過ごした時間を思い出し、ついにやにやしてしまった。

「どうした？　なにかおかしいことでもあったか」

「ジェルドって本当に手先が器用だった。皆が食べ終わった林りん檎ごの芯しんや魚の骨を使ってね、海賊船の模型とか作っちゃうんだもん。それがすごく味があってかわいいんだ。……ええと、林檎、骨。作る。船」

　心から褒ほめるとジェルドはあっさり機嫌を直し、他にも様々なものを作ってくれた。「冥華に褒められた！」とわざわざヴィーを探して報告したり。わんこ海賊だな。

「ジェルド、すごい。上手。面白い」

　片言で昨夜の感動を伝える。同意してくれるかと思いきや、ガルシアはなぜか急に、ツンとした冷たい表情を見せた。

「ガルシア？」

「まあ、俺とてそれなりに器用だが？」

　へぇー、そうなんだー、としか答えようがない。なにかを作っている姿を見たことがないし。

　ところが、明らかにガルシアは笹良のもう一声を待っている。

「……。ここでジェルドと張り合わなくても」

　日本語で呟いたのに、どういう意味合いなのか、バレてしまったようだ。

「張り合ってない」

「親ばかなのに、自分がのけ者にされるのは我が慢まんならないの？　ガルシアってば……」

　あっ、不ふ貞て腐くされ始めている。

「不ふ愉ゆ快かいだ。おまえはいつも俺をぞんざいに扱あつかうくせに、他の者には優やさしくする。いったい誰だれの冥華だ？　言ってみなさい。誰の？」

　ガルシアはこういう他愛たわいもない話の時にはずばずばと発言し、感情的な態度さえ取ることだってある。あくまでそういう素振りなだけだとわかっていても、ほだされる。

　胸がしくしくと痛む。残ざん酷こくな本ほん性しようを知っているのに、不意打ちでかわいげを見せる海賊王。

「嫌いになれないって、つらい。気持ちを引っ搔き回さないでほしいのにな」

「あぁ、また！　俺の悪口を言っているだろう？」

「言ってないよ」

「ごまかそうとしてもだめだ。許さないぞ。どうしてやろうか、ササラ」

　顔をしかめるガルシアに、笑いかける。

　銀河鉄道に一刻も早く乗り込まないといけない。強い焦あせりが生まれる。

　まごまごしているとこの鮮烈な青に、身も心も囚とらわれてしまいそうだった。
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　海賊船は航路を変え、騎士団船との遭そう遇ぐうを徹てつ底てい的に避さけて進んだ。そうは言っても、目的なく海上をさまよっていたわけではないらしかった。

　星降る夜の宴えん会かいでガルシアが告げた「もうすぐ」という言葉の意味がわかったのは、その数日後のことだ。肌を焦こがす夏の太陽が、中天からやや西へと傾かたむき始めた頃。

　笹良はこの時、船せん尾びの揺ゆり椅子にだらりと腰掛けているガルシアの足元に座って、うとうとと微睡まどろんでいた。

　甲板で索具や破れた帆の補強に勤いそしんでいた船員たちの歓かん喜きの声に、叩き起こされたのだ。

「な、なに？　まさか騎士団が現れた!?」

　慌てて飛び起き、周囲を窺う。海賊たちの誰もが作業の手をとめ、舷側から身を乗り出していた。海上を熱心な瞳で眺め、はしゃぎ始める。

「皆どうしたの？　ねえ、ガルシア？」

　彼らの異様な熱ねつ狂きようぶりの原因はなんなのか。理由を尋ねる意味で、じっとガルシアを見つめる。

「船がな」

　ガルシアは手にしていた日誌から顔を上げ、揺り椅子の上で足を組み直すと、悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮かべて言葉少なに答えた。笹良は首を捻ひねった。

「騎士団船じゃないの？　逃げなくていいのかな」

　鈴すず生なりの海賊たちに倣ならい、舷側へ寄って恐る恐る海へと視線を投げる。そこで、単眼鏡を覗いているジェルドを発見した。彼の手から笑顔で単眼鏡をもぎ取り、海上を確認する。

「なんか赤いものが浮かんでる……ってあれ、屋や形かた船!?」

　海面を漂ただよう赤屋根の船を指差して、ガルシアを振り向く。

「ガルシア！　変な船が近づいてくる！」

「心配しなくてもいいぜ、冥華。あれは楽しい船だ」

　答えたのは、隣となりに並んでいるジェルドだ。

「楽しい？」

「そうそう、楽しい。危険じゃないよ」

　笹良は慎しん重ちように皆の表情を窺った。

　ほとんどの船員が落ち着かない様子で舷縁に張り付いている。

　悪いが、かなり不気味だぞ。筋肉と刺青いれずみと髭ひげに覆おおわれた巨きよ体たいの男たちが、揃そろいも揃ってぽわんと可か憐れんに頰を染めているじゃないか。

「本当に警戒しなくていいんだ？」

　ゆるゆると近づいてくる船の派手な装飾に多少の引っかかりを覚えたものの、皆の興奮に感化されたらしい。笹良も次第にそわそわしてきた。

「あー、でも冥華にはちょっと刺し激げきが強いかもな？」

　意味深にそう呟くと、ジェルドはにんまりと笑い、軽快に指を振った。

「……嫌な予感がしてきた」

　彼の目が、なんだか妖よう艶えんな色合いに変わっている。人懐っこい子犬のような時もあれば、急に非情な態度を取ることもあるし、こういう大人びた顔も見せたりする。

　海賊って知れば知るほど複雑で、謎なぞめいている。

「あれ、なんの船だと思う？」

　思わせぶりに質問されたが、異世界の住人である笹良がわかるはずもない。

「娼しよう船せん、だよ」

　ジェルドの端的な説明に、舷側に群がっていた船員たちが一斉に沸わき立ち、甲板を踏みならしてリズムを取った。暑苦しいまでの彼らのときめきぶりに、ぽかんとしてしまう。

「しょうせん？……って、なに？」

　わからない。無理やり日本語に当てはめるなら商船……交易船のことだろうか。

　異国語は基本、頭の中で勝手に翻ほん訳やくされ、映画の字幕のように言葉が浮かぶ。

　ところが未知の名詞の場合はその機能がうまく働いてくれない。結果として発音しか摑つかめないという難点があるのだ。

「ガルシア、しょうせん、なに？」

　揺り椅子から立ち上がったガルシアに近づくと、苦笑されてしまった。

「女を乗せた船さ」

「あれ、でも前に、女性を船に乗せるのはよくないってカシカが言ってなかった？……女、船、だめ、違う？」

「ただの女ではない。娼婦を扱う船だ。それと、奴ど隷れいもな」

「娼婦……？　えっ、奴隷!?」

　ようやく船の正体を悟さとり、啞然とする。密かにこの会話を聞いていた船員たちが、下品な感じの笑い声を上げ、互いを肘ひじでつつき合う。

「それで皆、こんなに喜んでいるの!?　さ、最低！」

　娼婦ってことはつまり──オトナ的極楽ごくらくタイムを男性に与える女性たちだ。

「海賊たち、喜びすぎ！　信じらんない!!」

　少しは欲望を隠してほしい。

「冥華、すげえ顔！　純じゆん粋すいだなあ」

　いつの間にか忍しのび寄ってきていたジェルドが笹良の顔を横から覗き込み、ぷっと笑った。

「純粋さの問題じゃないってば！」

　顔に熱がたまるのがわかる。それがさらにジェルドの笑いを誘うってことも。

「海賊たち全員に、理性って文字を千回書かせたい……っ」

　自分が特別無む垢くだなんて思わないし、クラスには「経験済み」と豪語する大だい胆たんな子だっていた。だからそういう方面の知識が皆かい無むってわけでもない。どきどきするような秘密めいた話も、嫌いじゃない。オトナの世界を覗くのって、楽しいことだ。

「ただ、こうまで明け透すけなのはどうかと思うだけで！」

　拳こぶしを握にぎり、誰にともなく叫さけぶ。海賊たちのにやにや笑いが腹立たしい！

「潔けつ癖ぺきだねぇ」

　ジェルドのからかいに、笹良はぐっと息を吞んだ。

「かっわいい、顔が赤くなってる」

「ジェルドの馬鹿ー！」

　悪態をつくしかない自分がもどかしかった。

　だがちょっとはこっちの気持ちも考えてほしい！

　露ろ骨こつに「女性」がほしいって態度を取られると、いてもたってもいられないような複雑な感情が芽生えるのだ。知識のあるなしとはこれって別問題じゃないか。

「純愛を信じたい年頃なのに」

　拒絶と嫌けん悪おがじわじわと胸に広がった。八つ当たり気味にガルシアを睨む。

「長旅では娯ご楽らくが乏とぼしくてな。こういった気晴らしを与えてやらねば立ち行かぬのさ」

　ガルシアの説明に、激しく同意する船員たち。一いつ致ち団結している。これまでの日々の中で、一番強い絆きずなを見た気がした。そこまで嬉しいのか。

「機嫌を直せ、ササラ」

「知らない！」

　ガルシアの言い分は、頭では正しく理解できている。こういう楽しみを禁じてしまうと皆の不満が募つのって暴動が起きかねない。力で従わせるばかりじゃなく、時には甘い飴あめも必要だ。

「受け入れろ。わかるな、『冥華』？」

　風に踊おどる自分の髪を片手で無造作に押さえ、ガルシアが笑う。

　笹良が本気で嫌がっていると気づいているだろうに、少しも迷わず強要する。

　その印象的な姿を苦しい思いとともに見つめた。

　ガルシアもまた笹良をじっと見下ろす。月と海を抱いだく珍しい色合いの瞳。可哀想な獲物を引き裂き、転がそうと企たくらむけだものの眼まな差ざしだ。

　奇麗で優しいだけなら、囚われたりなんかしない。

　ぞくっとするような気紛れな怖こわさがあるから引きつけられてしまう。そう感じるのは笹良だけじゃないんだろう。きっと他の海賊たちも同じ思いを持っているに違いなかった。

「……ガルシアも、女の人が来て嬉しい？」

「なんだって？」

　異世界語で質問し直す勇気はない。もしも頷かれたら、立ち直れない気がした。

「なんでもない……」

　小声でごまかし、とぼとぼと舷側のほうに戻る。

　気持ちの切り替かえもままならないうちに、豪華絢けん爛らんな娼船が近づいてきた。

　海賊船と接舷後、気の急せいた船員たちによって乗り移るための丈じよう夫ぶな縄なわばしごが海面に降ろされる。船体の高さに差があり、向こうに板を渡すことができないからだ。

「皆、いつのまにか勝負服に着替えているし」

　誰もが緊きん張ちようと期待に満ちた顔をしていた。女性らの関心をひくために身なりを小奇麗に整えたと知り、非難する気力も失うせた。

　ガルシアやヴィー、ギスタといった幹部クラスあたりは普段通りの恰かつ好こうだ。そのことにほっとする。彼らまで娼船の到来に浮かれていたら、心底落ち込んだかもしれない。

　きらきらとした華麗なドレスをまとった女性たちが甲板に降り立った瞬しゆん間かん、船員の喜びはピークに達した。

「けだものたちめ……」

　それにしてもだ。彼らがこれほどはしゃぐ理由が、わからないでもない。

「まばゆい」

　妖美、って言葉がぴたりと当てはまる成熟した体つきの女性たち。圧あつ倒とうされてしまう。

「笹良が皆に子ども扱いされてきたのって、仕方ないかも」

　ばっちりとメイクしていて、仕草がなまめかしくて、眼差しはどれも流し目って感じで。ふわっと漂う甘い匂におい。豊かな胸むな元もとを強調する腰こしをしぼった艶あでやかなドレス。ドレープを生む裾すそには、ロマンチックなレースがふんだんに使われている。

　目がチカチカした。はぁ、と見み蕩とれるくらいの華やかさだ。

　欲望に忠実な海賊たちは、笹良には一度も見せたためしがないような恭しさで、女性陣じんを歓かん迎げいした。

　この美女軍団の中でもとびきり奇麗な人が、笹良の横で腕を組んでいるガルシアを見つめ、ふっと唇を綻ほころばせた。二十代半ばあたりだろうか。赤みを帯びた長い髪をサイドだけまとめ、残りはゆったりと背に流している。首元の透けるような白さがまた、色っぽい。

　ガルシアと顔見知りなのか、その人は他の海賊の視線には応こたえず、真っ直すぐにこちらへ近づいてきた。

「わたくしの王、ご機嫌はいかがでしょうか？」

　わたくしの、王!?

　笹良は愕がく然ぜんとした。彼女の艶つやっぽいグリーンの瞳はガルシアだけを捉とらえている。その甘い瞳が撫なでるように細められるのを見て、鳥肌が立った。

「ルーアか。以前よりも美しさに磨きがかかったな」

　ガルシアの挨あい拶さつに、ルーアと呼ばれた美女は嬉しそうに頰を染めた。素す直なおに喜びを示すルーアは、同性の目から見ても健けな気げで心惹かれるものがあった。

　だからこそ余計に胸がもやもやして、情けない気分になる。

「なんだろう、この感情」

　笹良は顔をしかめ、片手で胸を押さえた。

　くすりと笑う声がして顔を上げると、ジェルドがおかしそうな表情で笹良を見ている。ちなみにジェルドってば、いつの間にか銀髪美女の腰に腕を回しているじゃないか。手が早い！

「幾いく日にちほどの、月射止めを？」

　ルーアはそんな台詞せりふを口にした。浮うわついた空気に包まれていた船内が、一いつ瞬しゆんしんと静まった。

「ツキイトメ……」

　どうしてか、こんな言葉だけは理解できてしまう。

　たぶん何日、女性を海賊船に留とどめるのかって訊たずねたのだ。

「そうさな。──十日程度でよいか、おまえたち」

　ガルシアの返事に、海賊たちは狂喜乱舞した。

　笹良は、目眩めまいがとまらなかった。
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「海上の王、このたびは海の月たちのみでよろしいですかね」

　突とつ然ぜんしゃがれた声が聞こえて、笹良は慌てて視線を巡めぐらせた。
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　女性の手を借りて、ぐしゃぐしゃな長い髭を垂らした老人が縄ばしごを渡り、ガルシアのほうによろよろと近づいてくる。趣しゆ味みの悪いきんきらな海賊服をまとった小こ柄がらな老人だった。ちょっと不気味な雰囲気がある。

「誰だろ？」

　笹良の呟きに答えたのは、隣に立ったヴィーだった。

「娼船の長おさだ。……大人しくしておけ」

　こっちをちらっと見下ろすヴィーの手を、眉間に皺を寄せつつも握っておくことにする。これでなにが起きても安心だ。それから長に再び顔を向ける。

　片目は白く濁にごり、顔はしわくちゃ、おまけに乱らん杭ぐい歯ばで黄ばんでいる。海賊フックのように片腕が鉤かぎ状の義手だ。

　人を見かけで判断するのは悪いと思うが、正直、あまり友達にはなりたくない。ある意味、海賊船に最も相応ふさわしい外がい貌ぼうの持ち主かもしれない。

「そうだな、たまには奴隷も仕入れるか。活いきのいいのはいるか、ドルイ？」

　ドルイという名らしい長に尋ねると、ガルシアは舷縁から海側へと垂らしている縄ばしごに近づいた。ふと思い出した様子で笹良を振り向く。

「ササラ、おまえも付き合うか？」

「どこに？　それに、奴隷って？」

　警戒してしまう。どういう意味の、奴隷なんだ。

「おや……海上の王、その子は？」

　出目金のように眼球が飛び出し気味のドルイが嗄かれた声を発し、笹良をじっくりと眺め回した。怖え！

「珍しい色の娘ですな。お売りなさるか？」

「売る!?」

　初対面の相手を商品扱いするって失礼だ。俄が然ぜん闘とう志しが湧わいた。ドルイをむっと睨みつける。ほう、とドルイは興味深そうに頷き、ガルシアに視線を返した。

「いや、この娘、売り物ではないな」

「さて」

「海神の贈おくり物よ」

「海神と？」

「そうとも。冥めい界かいの女め神がみ、俺の冥華なのさ」

　ガルシアはいつものように笑って不ふ真ま面じ目めな説明をすると、ドルイをどつこうと企む笹良をひょいと抱だき上げた。

「なにするの！」

　ばたばたっと手足を振り回し、抵てい抗こうを試みたが、呆あつ気けなくガルシアに動きを封ふうじられてしまう。

「落ちるぞササラ。海に」

　それは嫌だ。慌ててガルシアの青い頭にしがみついた時、強きよう烈れつな視線を複数感じた。ぎょっと周囲の人々を見回す。

　ガルシアの余計な戯ざれ言のせいで、一気に注目度を上げてしまったらしい。誰もが好奇心まじりにこっちを観察しているが、ルーアの驚きよう愕がくを映す目が一番つらい。

「それは無念。高値がつきそうな娘でありますのになあ」

　ドルイの一言に、またぞろ反はん抗こう心が湧く。

「乙女の価値はプライスレスって知らないのか！」

「……どこの言語ですかね、こいつは」

　ドルイは興味津しん々しんという態度で身を乗り出した。すると一連のやりとりを見守っていたらしいヴィーが大きく舌打ちをした。

「しつこいぞ。王の物に手を出すのか？」

「とんでもない」

　こらヴィー、王の物とはなんだ？　笹良は笹良のものだ。

「ドルイ、遊んでいないで早く奴隷を見せろ」

　ガルシアは笹良を甲板に降ろすと、苦笑しながらドルイを促した。ドルイは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに頭を下げ、「ええ、活きのいい奴隷をたんと揃えておりますよ」などと商しよう魂こん逞たくましい様子を見せて舷縁に近づいた。再び女性の手を借りて娼船に戻っていく。

「ササラ、おまえもおいで。他の船を見るのも悪くはないだろう」

　笹良は渋しぶい顔をした。胸のざわめきが少しもおさまらない。そのせいか、気持ちがやけに刺とげ々とげしくなっているようだ。こういうのは、好きじゃない。

「……いい。グラン、行く」

　遠えん慮りよする、笹良はグランのところへ行く、と伝えたつもりだった。

　療りよう養よう中のグランの具合を知りたいし、彼に尋ねたいこともあるし、それに──ガルシアたちが奇麗な女性と戯たわむれている姿はあまり見たくない。

　淡あわい寂さびしさを抱えながらも皆に手を振り、ガルシアのそばを離れようとした瞬間、強い力で引き止められた。

「来い」

「んむ」

　恨うらめしい思いでガルシアを見上げる。嫌だよ。

「なにを拗ねている？」

「わ、わかっているくせに、訊きくなんて」

　怒りに似た強い感情がこみ上げてきて、声を荒らげそうになった。それをなんとか寸前で堪こらえる。

　甲板には船員の他に女性たちもいる。ただでさえガルシアに絡からまれて注目を浴びている状態だ。これ以上悪目立ちしたくない。せめてもの反抗に、ガルシアをきつく睨む。

「従わないのか、冥華？　俺の言葉よりも優先すべきものが、おまえにあるだろうか？」

「ガルシア……？」

　ひやりとするような視線を返された。見えない糸で、きゅっと心を縛しばられたように苦しくなる。笹良の怯おびえを感じ取ったのか、彼はすぐにいつもの腹の底を窺わせない微笑を作った。穏おだやかな手つきで背をさすってくれる。

「意地っ張りな俺の冥華。さて、どうしたものか、おまえが見せる大たい抵ていの我が儘ままは愛らしいと思うが、時々ふっと許せぬと感じてしまう」

　ガルシアは、誰にも聞こえないよう笹良の耳に唇を近づけて囁ささやいた。返事は無用とばかりにすっと身を起こし、悠ゆう然ぜんとした態度で笑いかけてくる。

「他の男のもとへ行きたいだって？　妬やかせすぎると、牙きばを立てたくなるのだが」

　笹良は奥歯を嚙かみ締しめ、俯うつむかないよう身体に力を入れた。

　少しも妬いてなんかいないのに特別扱いしているような発言を平気でして、心を搔き乱そうとする。

「反抗されたのが、ただ気に食わなかったんだよね？　それで時々、本気で許せなくなる？」

「なんだって？……こら、そういう顔をしてもならぬよ。俺のもとにいろ。どこへも行くな」

　ガルシアの整った顔を凝ぎよう視しする。見蕩れたわけじゃなかった。

　心のない微笑って無表情以上に、冷たい。そう思った。

　どっちがましだろう。たとえ好意じゃなくとも確かに感情が込められている眼差しと、柔やわらかいのに一いつ切さいの執しゆう着ちやくがない眼差し。

　ガルシアを知ることは、自分の存在の重さがどの程度かと量っているみたいだ。

「ガルシアって酷ひどい。本当は笹良のことなんて使い捨ての道具程度にしか考えてないじゃん。わからないけれど……、わからないけれど、ガルシアにとってどのくらい利用価値があるの？」

　日本語で問いかける。この世界の人には決して通じない言葉だ。

　皆の驚いた顔を見回すと、自分が魔ま法ほうの呪じゆ文もんでも唱えたような気分になる。

「ここでは笹良の感覚のほうがおかしいんだよね。もし、普ふ通つうに会話ができていたとしても、きっとなにも変わらないんだ」

　むしろできなくてよかったのかもしれない。今以上に心を痛めつけられていただろう。

「なにを言いたい？　ササラ」

　こんな時だけガルシアは本気で興味を示す。それは未知の言葉に対する好奇心だ。

　ガルシアじゃなくたって大半の人は謎めいたモノに関心を持つ。

　やっぱりなにも特別じゃない。

「なんでこんなに胸がちくちくするの？　海賊なんか好きじゃない、ガルシアなんてとくに悪人中の悪人だし、残酷だし……執着されないほうがいいはずなのに」

「ああ、俺の名を言っただろう？　おまえ、わざとその不可思議な言葉を使って俺を焦らしているのか。悪い娘だ」

　ガルシアは吐息混じりに笑って、人差し指の背の部分で笹良の顎あごを軽く持ち上げた。

　いつもであればここで闘とう争そう心しんを燃やし、元気に張り合っただろう。今は目を閉じてもう一度、そばを離れたいとお願いする以外にない。

「今気持ち的にいっぱいいっぱいで、そういう時に自分の価値のなさを知らされると、本当につらい。たとえるなら笹良の存在って、林檎の芯？　美味おいしい実を食べちゃって、あとはぽいっと捨てるだけみたいな。自分で言って傷ついたし！　それに、ガルシアが他の人といると、なんでかぐらぐら、不安定な階段の上に立っているような心地になる。マジ泣きしそう。それってやばいよ。だからね……グラン、行く。ガルシア、一緒、嫌」

「ササラ──」

　目を閉じて聞いたガルシアの声は身が竦すくむほど冷たかった。とん、と突き放されたように。

　勝手な行動は認めないってことだ。

　笹良は、ぱっと瞼を開き、わざと不承不承納なつ得とくしたという顔を作った。ニセモノの執着心であっても、まだそれを壊こわす勇気がない。

　いつまでもガルシアの誘いを断れば別の方面にも被害が出そうだし。胸中でもっともらしく言い訳をする。

「ガルシア、寂しい？　それなら、いる」

　仕方ない、そんなに寂しいなら付き合ってやろうじゃないか、と本音を隠してふてぶてしく譲じよう歩ほの姿勢を見せる。

「はいはい。ようやく従ってくれるのか。おまえのご機嫌伺うかがいは一騒そう動どうだ。さあ、俺とおいで」

　ガルシアは腰に手をあて、呆あきれた笑みを見せた。

　それに「んむ」と重々しく頷き返す。

「でもこのはしごを一人で降りる度胸はないよ。海、落ちる。だめ！」

「ほら、抱き上げてやる。……俺を従者代わりにするなど、おまえくらいだぞ」

　ガルシアはそう笑って、笹良を担かつぎ上げると、身軽な動作で縄ばしごを降りた。

「ヴィー、ギスタ。おまえたちは残って、女の相手を。ゾイ、おまえはついてこい」

　娼船に無事渡ったあと、ガルシアが大きめの声を出してヴィーたちに指示を出す。それをぼんやりと聞きながら、笹良は向こうの甲板に目を向けた。

　戸惑いを覗かせているルーアと視線がぶつかった。彼女はとっさにという様子で、作り物の微笑を見せた。つられて笑い返したけれど、やけに悲しくなった。

　笹良の周りにあるのは、作り物とニセモノばかりだ。

「──頑がん張ばらなきゃ」

　頑張れって言葉は、時々重くて嫌い。

　それでも、負けるな、前を向くんだって気合いを入れた時、最初に心に満ちる強い声はやっぱり「頑張れ」なのだ。使い方を間違えると、自分自身を攻こう撃げきしてしまうことにもなりかねない諸もろ刃はの剣つるぎでもあるけれど。

　握った手にぎゅうっと力を入れ、勇気をかき集めて自分を鼓こ舞ぶする。

「頑張る。銀河鉄道を見つけるまで」
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　笹良たちは赤い屋根の派手な娼船内に足を進めた。

「海賊船も怪あやしいけど、こっちもかなり変わってる。この世界って、面白い船が多い」

　船体の上に、ぽんと長屋のような平たい小屋が載のっている感じだ。

　そこには入らなかったので、どういう用よう途とで使われているかは不明なものの、とりあえず見た目は豪華。

「ガルシア、それ、なに？」

「ああ、船の構造が気になるのか？　娼船は通常の船とは一部、造りが異なるんだ」

「ふうん」

「そら、そこに操そう舵だ室がある。その横に置かれているのが滑かつ車しや装置。場所を取る古い型だが、俺は新型よりも味があって好ましいと思う。しかしゾイがな、あんな不恰好な古くさいものは嫌だと言い張って設置を認めてくれない。ひどい話だろう？　船長は俺なのに……」

　ガルシアの恨めしげな視線を、ゾイは無表情で受け流した。意外にゾイって強つわ者ものだ。

「ああ、見ろササラ。それ。あの鎖くさりを巻いてまず進行方向を決定する。鎖は操舵輪と船の底の螺子ねじに繫つながっている。その螺子も今ではもはや造られていない特殊な型でな」

「海賊王は船具マニアか……」

　嬉き々きとして語ってくれるのはいいが、次第に理解不能な内容になってきたぞ。

　船の総体積と使用する比石の量、風力による進行速度の相乗効果について説明されても困る。笹良は船乗りには向いていない。

「あれ、この娼船って結構船体が深い？　速度を重視した造りじゃないってことか。でも海賊船のほうが深さも長さもあるのに、なぜか速いんだけど。なんでだろ。使われてるパーツが違うのかな。……それにしてもこっちの船って派手！　船尾灯の飾りとか電でん飾しよく看板っぽい」

「どうした？」

　不思議そうにするガルシアをちらっと見上げ、また考えに沈む。

　上甲板の船首側にトイレらしき一角があるようだ。調理場の類たぐいはまた別の場所に作られているのだとか。前部と後部に船内へ続く昇しよう降こう口が設けられている。

　笹良たちは後部側の昇降口を利用した。狭せまいけれど掃そう除じが行き届いている。海賊船のぼろくて小汚くて古めかしい造りとは大違いで、泣けてくる。

「こっちの船、奇麗！」

「ササラ、視線が痛い」

　海賊船は全体的に黒いけれど……シンボル的にダーク色で統一というより、長年の汚れが染しみ込んでいるだけではないかと実は疑っているのだ。

「目に見えて悪あく臭しゆうが立ち上りそうな汚さ。想像を絶する不衛生さ！　そんな刺激ほしくない！　やっぱり笹良がアルバシュナに来たのって、海賊船を一隻せき残らず磨き上げるためなんだ」

「……俺の船に火を放ちたいというような目つきはやめてくれ。わかった、あとで船員に船を片付けさせよう。さあ、俺のかわいい姫様、機嫌を直せ」

「適当に答えない！」

　海賊たちの中で「掃除」「清潔」という文字はあらゆる言葉の一番下に押し潰つぶされ、可哀想に瀕ひん死し状態なのだ、絶対！

　ただガルシアやヴィーあたりは笹良が毎度強く訴うつたえていることもあって、肩をすくめつつも着替えをしてくれるようになった。

「他の海賊たちときたら……同じ服を何日着続けているんだ。雑ざつ菌きんの巣になってる！」

　衛生面で一番評価できるのはゾイだ。笹良たちの後ろを歩く彼に顔を向け、にっこりと笑いかける。ゾイは怪け訝げんそうな顔をした。

　彼だけは笹良が小こ姑じゆうとのように口くち煩うるさく働きかけずとも、普段から身なりを小奇麗にしている。全員、見習ってほしい。

「うう、いけない。海賊船の汚さについて語るとどうしてもエキサイトする」

　前方を進むガルシアが振り向き、愛あい想そ笑いを見せる。

「微笑んでもごまかされないよ。これからも皆がどんどん清潔になるよう、厳しく調教してやる！」

　少しびくつく海賊王の背を見つめて誓ちかう間に、下甲板に到着したようだった。

　通つう廊ろうはひどく狭い。ここはどうやら居住区域らしい。香こう水すいの匂いがややきつく感じられた。女性たちがきっとこの区画に寝ね泊とまりしているんだろう。

　物資の限られる海上生活で、清潔を保つには工夫が必要だ。当然、頻ひん繁ぱんな入浴も不可能のはず。香水で体たい臭しゆうを隠しているに違いない。

「それでも海賊船より断然奇麗だ。まずはこのレベルを皆に徹底させないと！」

「さっきから冥華はなにを興奮している？」

　ゾイが背後から話しかけてきた。

「娼船。奇麗。海賊船、ここ、違う。汚い。奇麗、する。掃除！」

　非常に珍しいことだが、ゾイがぽぬっと優しく笹良の頭を叩いた。表情までも柔らかい。この点だけはゾイと意見が一致したようだ。同志がいるって心強い。

　二人で海賊王に無言の圧力を送りながら、下層部へと降りていく。

「どこに向かっているんだろ？」

　大抵の場合、下層部には食料を保管する貯ちよ蔵ぞう室、重心を保つための水みず樽だるや砂袋、穀物を積んだ倉庫などの雑多な部屋があるはずだ。

　奥まった場所へ進むうち、なんとなく空気がよどみ、異臭が漂い始めた。排はい泄せつ物の臭においが長い歳月をかけて重く沈んだ感じ。笹良は眉をひそめた。

「こちらですよ」

　血が乾かわいたような奇妙な色の扉とびらの前で、先頭のドルイが足を止めた。暗く不ふ穏おんな気配。上部の華々しさが噓のようだ。

　ドルイはじゃらじゃらと鍵束を鳴らし、解かい錠じようした。取っ手部分に鉤状の義手の先せん端たんを引っ掛けて扉を開ける。みしみしという変な音がした。

　ここに死神を立たせ、「地じ獄ごくの入り口へようこそ」などと口上を述べさせたらきっと迫力満点の怖さに違いない。脳のう裏りにロンちゃんの姿がよぎった。寒々しさにぶるりと身を震わせ、ガルシアの腰にしがみつく。

　彼はちらりと笹良を見下ろすと、宥めるように背を叩いてくれた。

　ドルイは薄闇が満ちている船室に一歩踏み込み、内ない壁へきにかけられていたランプに火を灯ともした。それでやっと室内の様子が見て取れるようになった。

「ぎゃっ！」

　笹良は思わず叫んだ。

「なに、この部屋!?」

「騒さわぐな、ササラ。……どれも足あし枷かせ付きなのだから襲ってはこぬよ。安心しなさい」

「そういう問題じゃないってば！」

　とっさに言い返しながら、呆ぼう然ぜんと彼ら──囚われの人々を凝視する。

　奴隷。さっきのガルシアの言葉が頭を掠かすめる。

「奴隷……、本当に人間を監かん禁きんしてるの!?」

「平気だと言っているだろう？」

　でも、この人たち、表情や色しき彩さいがない。

　室内に何人いるだろうか。二十二、三人？

　船室は天井も低くて空間に広がりがない。不自由な狭い部屋にこれだけの人数が押し込められているというのに、なぜか中央の空間だけはぽっかりと空いている。

　その理由はすぐにわかった。

「ここから逃げ出せないようにしてる」

　壁から伸びている頑がん丈じような鎖は、彼らの足枷に繫がっていた。全員が薄汚れた壁を背にして座っているのは、鎖の長さが短いためだ。

「……灰色だ」

　恐ろしさがこみ上げる。あたたかな温度が感じられない。

　色彩がなく見えたのも、囚われの彼らが一切の衣服をまとっていないことが原因だった。

「全員、裸はだか」

　抵抗する気力を打ち砕くだいて服従させるためだ。それに気づき、息苦しくなる。

　ガルシアはどうしてこんなむごい現実をわざわざ見せようとしたんだろう。

「この人たちのように怯えさせて、言うことをきかせるため？」

　ひどいよ、ガルシア。

　目を瞑つぶり、ガルシアの衣ころもから手を離す。下がろうとしたのに、彼は少しの抵抗も許してくれなかった。笹良の腕を摑むと、強引に室内へと足を進め、「ふうん」と面白そうな声を漏もらす。

「使えそうなのが数人はいるな」

「ええ、そうでしょうとも。どれもよく働くはずです。仕入れたばかりで活きがいい」

　ドルイは調子のいい追つい従しようの声を上げた。嫌いだ、この人！

「ゾイ、おまえ、一人を選べ」

　ガルシアの柔らかな声音に、心の表面がざらつくのがわかった。この壮そう絶ぜつな光景を前にして、なにも感じないのか。普通の神経じゃない。

「そうですね、ではこの男を」

　見ていられなかった。わりとまともだと思っていたゾイさえも、物のように人間を品しな定さだめして買おうとする。本当にこのアルバシュナでは、笹良の考えのほうが異常なんだ。

「海上の王は、どれを選びなさるか？」

　ドルイの試すような口調がとても気に障さわる。

「そうさな。正面の男にするか。それと、その隣も。若いし、体格もいい。長く持つだろう」

「お目が高い」

　ドルイは深く感心すると、懐から携けい帯たい用の筆を取り出した。ガルシアやゾイが選び出した男たちの頰に、それでしるしを付ける。

「せっかくだからな──ササラ、おまえも選んでよい」

「え？」

「気に入った者はいるか？」

　耳を疑い、啞然とガルシアを見上げる。

「笹良にまで、こんな……こんな非道な仕打ちの共犯者になれっていうの？」

「そら、見定めな」

「この人たちを、見定めろって……」

　選んだら、どうなる？　選ばれなかった者は、どうなる？

「ガルシア」

　できない。反射的に大きく首を横に振る。身体の深い場所から拒絶が湧く。

　必死にガルシアを見上げても、ただ微笑を返されるだけだった。

「笹良がこういうことを一番嫌がるって、ガルシアは気づいてる。それなのに、強要するの」

「どうした、ササラ。身振りで示せ」

　胸いっぱいに汚お水すいを注がれた気分だった。ガルシアは面白がっている。こっちの動どう揺ようや恐れを興味深く観察している。

「これってなんの罰ばつ？　さっき素す直なおに従わなかったから？　月と星の腕輪を喜ばなかったから？──ハディの誘いに、一瞬でも心を奪われたから？」

　そのどれもである気がしたし、そうでない気もした。

「……王。冥華の目め利ききがあてになるとは思えませんがね」

　ゾイがふと静かに口を挟はさんだ。他の状じよう況きようであれば、よくも侮ぶ辱じよくしたな！　と好戦的に言い返していただろう。今はむしろ安あん堵どを覚えた。奴隷を見定めるという重い責任を免めん除じよしてもらえるかもしれないからだ。笹良は息を殺して二人の様子を窺った。

「まったくなぁ。つくづく思っていたのだがな、おまえたちは結局ササラに甘い。非情な海のけだものも、無垢な娘の前では形無しか」

　ガルシアは楽しげに笑うと、立ち尽つくす笹良の髪に触ふれた。ゾイが溜息をつく。恐る恐る彼を見遣ると、なんともいえない複雑な眼差しとぶつかった。

「王が誰より、寵ちよう愛あいしているでしょう」

「そうか。俺がな、一番甘いな」

　なんの会話なのか。いつものようにふざけては返せない。この仕打ちを甘いというなら、世の中のすべては砂糖菓が子しで作られているに違いない。

「ほら、ササラ。どれがよい？　労働に適している者を選んでみろ。己おのれの目で、価値ある者を見み出いだすのは愉快ではないか」

「価値って、他人が見出すものなの？」

「だからおまえの言葉はわからぬと。──なら俺は、おまえの行動と選せん択たくで判断するよりないだろう？」

「行動と、選択……」

　背を緩ゆるく押された。

　笹良はふらふらとよろめきながら、枷に繫がれている奴隷たちに歩み寄った。

　皆同じに見える。灰色だ。わからない。涙で視界が歪ゆがんで、見分けなんかつかない。

「うえっ……、ふぁ」

　嫌だと百回訴えても、ガルシアは許してくれないんだろう。心の限界だった。早くここから出たい。海賊船に戻りたい──家に、帰りたい。

　笹良は俯き、片手で涙を拭ぬぐった。

　ろくに確認もせず一番近くにいた奴隷に近づいて、震える手で指し示す。

「それにするのか？」

「うー」

　涙が次々と溢あふれて視界を覆った。ショックでたまらない。こういう非道な取引の輪に、自分も参加している……。嗚お咽えつを嚙み殺した時だった。すぐそばで鎖が鋭するどく鳴った。

「──うあっ!?」

　身体ががくっと傾いた。

　突然、別の奴隷に服の裾を摑まれ、引きずり倒されそうになったのだ。

「なに!?」

　悲鳴を上げると同時に、空気が動いた。瞬き一回分。その間に笹良はガルシアの腕の中にいて、ゾイが弓なりの短たん剣けんを奴隷の首に押しあてていた。

「ははっ、活きがよいのは結構だが、反抗的なのはいただけないな」

　ガルシアは快活に笑うと、ゾイに押さえられている奴隷を傲ごう然ぜんと見下ろした。

　奴隷は凄まじい目でガルシアを睨み上げている。年齢はゾイたちとそんなに変わらなく見えた。白っぽい色をした髪の毛は短く、不揃いだ。

　笹良は驚いた。彼の目は自分の境きよう遇ぐうと不条理な仕打ちに対して強い憎ぞう悪おを訴えている。

「残念だが、おまえは選んでおらぬなぁ」

　ガルシアは笑みを浮かべたまま、ゾイを一いち瞥べつして、斬きれ、と言った。

「──嫌！」

　もうわかっている。ガルシアが一言命じれば、ゾイは従って、この人を本当に殺すのだ。

　それなら、笹良は。

　我が儘な冥華なのだと、ガルシアが口先だけであっても許しているのなら。

「だめっ、だめ。笹良、選ぶ！」

　笹良は勢いよくその人に飛びつき、短剣を突きつけているゾイの腕をばしばしっと叩いた。

　ゾイが短剣を握り締めた状態で、じっと笹良を見る。

「おまえが選んだのはこちらの者だったろう？」

「んんっ、こっち！　こっち、人」

　懸けん命めいに叫び、不揃いな白い髪をした頭にしがみつく。

　どのくらいの期間入浴していないんだろう。彼の髪はすごくべたついていて、嫌な臭いを全身から発していた。

「ふうん。ではこちらはやめるのだな」

　ガルシアは片方の眉を上げ、微笑した。嗜し虐ぎやく的な表情が本当によく似合う王様だ。

　見惚れてしまう馬鹿な自分に、猛もう烈れつに腹が立つ。その怒りが、さっきまで胸を占しめていた絶望感と恐れを一気に吹き飛ばした。

「やめない、そっちも！」

「おやおや、それは散財だ。奴隷は宝石と同じくらい高価だぞ？」

「譲ゆずらない！　どっちも連れてく」

　もうこうなったら、ガルシアの言葉全部に反発してやるという心境だった。

　腕の中で白はく髪はつの奴隷が軽くもがく。笹良は腕に力をこめた。動かないで、良い子だから大人しくしていてよ！

「うー、うー」

「この娘、唸うなっておりますぞ」

　それまで静観していたドルイがいささか驚きつつも、妙に感かん慨がい深げな声音で言った。

「仕方のない子だね。──まあ、いい。おまえの頼たのみなら聞いてやろうか。こういうおねだりは珍しいものな？」

　ガルシアの一声で、ゾイが剣をおさめた。

「や、やった！　でもすっげえ心臓に悪い……っ」

　ほっとした時、呆然としている白髪の奴隷と目が合う。もうっ、あなたのせいで笹良は生きた心地がしないのだ！

「では、これで決まりな」

　ガルシアが場を締めて、ドルイのほうへ顔を向けた。

「恐れ入ります、海上の王」

　しめしめという不気味な笑顔でドルイは義手をさすり、何度も頷いた。

「悪徳商人め、いつか必ずどつく……！」

　笹良の呻うめきに、白髪の奴隷が怪訝な顔を見せる。

　今すぐドルイをお仕置きしたいが、精神的に打だ撃げきを受けすぎた。ひとまず撤退だ。ぐったりしながらガルシアのそばへと戻る。

　その時、部屋の隅すみに座っている奴隷の一人と視線が交わった。緩いウェーブヘアの男性だ。

「……？」

　救いを求めているような切せつ迫ぱくしたその表情に、戸惑う。

　彼はすぐに視線を逸らした。他の人たちはガルシアとゾイの雰囲気に飲まれたらしく、少しでも目立たないようにという素振りで顔を伏ふせている。

「ササラ、おいで」

　扉へ足を向けかけたガルシアが、ちらりと笹良に視線を投げた。

「んぬ」

「どうした」

　目が合った奴隷に思い切ってたかたかと近づき、腕を伸ばす。

「この人も連れ帰る！」

　彼の肩に手を置いて訴えると、ゾイが一瞬目を見開き、次いで眉をひそめた。

　ガルシアも身体ごとこちらに向き直り、腕を組んで笹良を見下ろす。

「そんなに買ってどうする？　もう必要ない」

　嫌だ。

　張り合うように口を一文字に結んで見つめると、ガルシアはわずかに目を細め、腕を組んだまま指先をとんとんと動かした。妙に威い圧あつ感を漂わせるポーズだ。ここで怯ひるめば負ける。

　──この人は「助けてほしい」っていう目で笹良を見た。知らないふりはできない。

　少しずつでも、なにかを変えていきたいのだ。

「ガルシア、お願い」

「では、こちらの者は置き捨てるか？」

　ガルシアは不思議な色の瞳を、白髪の彼へ向けた。

「捨てない。連れてく」

「欲張りすぎではないか、ササラ」

　冷ややかな眼差し。聞く気はないらしい。

　いつもそうだ、肝かん心じんなお願いは叶かなえてくれない。急に意固地な気持ちが胸の中に広がった。なんとしてでも振り向かせてやる。

　笹良は両方の手首から腕輪を抜ぬき取った。星と月の宝石が入った腕輪。

「代金」

　そう告げた瞬間、ガルシアはなにかの感情を込めて笹良を睨んだ。どきりとする。

「なぜおまえはそう──困った子だね」

　もしかして今、ガルシアは本気で苛いら立だった？

　困惑してゾイを窺うと、こっちもこっちでやけに冷たい表情を浮かべている。

　ガルシアからもらった腕輪を「代金」にするっていう素振りを見せたため、非難の目を向けられたんだろうか。反抗的な態度そのものを責めているのかもしれない。

「そうか。ついさっきまではあれほど嫌がっていたというに、随ずい分ぶん選ぶ」

　嫌がる笹良を連れてきたのはガルシアじゃないか。

「だが使えぬ者を連れ帰ってもな、始末の手間が増えるだけさ」

　ガルシアはこっちに少し顔を寄せ、笹良を圧するように見下ろした。動揺を隠しきれず、一歩後退してしまった。

「ひどい、脅すなんて卑ひ怯きようだ！」

「そら、すぐに怯えて泣くくせに」

　ガルシアはからかうように笑うと、指先で笹良の目に溜たまっている涙を拭う。外したばかりの二つの腕輪を、彼は丁てい寧ねいな手つきで再び笹良につけさせた。

「違う！」

「違わぬだろ。恐れている」

「涙、違う！　別！」

　この状況が恐ろしいから泣いているのではない！　と訴えたいのだ。

　本当は恐きよう怖ふ心も原因のひとつで間違いないのだが、それを言っては身も蓋ふたもない。どうする、なんて答えれば、この場を切り抜けられるだろう。

「涙はっ」

　冷然とした態度を崩さないガルシアに、対抗できる言葉はある？　早く答えないと。

　混乱がいよいよ最高潮に達してしまう。ええい、もう気の向くままに！

「笹良──乙女！」

「──」

　一いつ拍ぱくの間を置いて、ゾイが「なに？」と呆気に取られた声を上げた。

「笹良、乙女っ」

　ガルシアの瞳が言葉の意味を咀そ嚼しやくするように、ゆっくり瞬く。

　さすがの海賊王もこの場面では予想していなかった反論だったらしい。

「怖い、違う。涙、乙女！　皆……裸！　大量。困る、服！」

「服だって？」

「そう！」

　頭がもげそうになるほど深く頷く。

「年頃の繊せん細さいで純粋な乙女なんだぞ！　そんな笹良に、いかつい野郎どもの全裸公開ってどうなの！　み、見たくないものまで色々と見ちゃったじゃないかっ。リアルすぎてマジショック。トラウマになったらガルシアのせいだ。この年齢で大量の裸を目もく撃げきしたんだから、泣きたくなるのも当然！」

　叫んでいるうちにふつふつと本物の怒りが募り、ほぼ日本語で通してしまった。

「思い出した！　海賊船でも船員たちったら、たまに裸で海に飛び込んでる。笹良がぎょっとするのを楽しんで、わざと追い掛けてくる船員もいるんだからっ。裸、禁止！」

　身振り手振りも交えたので粗あら方かたの意味はガルシアに伝わっただろう。

　息荒くガルシアたちを睨みつける。ジェルドなんて本当に笹良の前で服を脱ぬごうとしたし！

　微び妙みような沈ちん黙もくが広がった。ガルシアもゾイも虚きよをつかれた様子で笹良を見つめている。

「……乙女、か？」

　ガルシアは額を押さえて、思わずのように小さく噴き出した。

「そう、そうだな。裸、ね。目のやり場に困ると言いたいのだな？」

「当たり前！」

「刺激が強いか？」

「強すぎる!!」

　気迫たっぷりに絶ぜつ叫きようすると、笹良は目を吊り上げ、笑い悶もだえ始めたガルシアの腰をぱしぱしと攻撃した。

「馬鹿か……？」

　ゾイはやたらと疲ひ労ろう感を漂わせ、遠くへ視線を投げた。なんだその、「虚むなしい」と言いたげな反応は。逆の立場になって考えてみてほしい、こっちの気持ちがわかるはずだ。

「目の保養にならぬか？」

　なるはずがない。

「わかった、ああ、こら、嚙み付こうとするな。仕方ない、おまえの訴えに免じてそいつも購あがなってやろう」

　笹良はぷいっと顔を背けると、まだ笑い転げているガルシアを押しのけ、部屋から脱だつ出しゆつした。

「……海賊なんかに乙女の複雑な心理がわかってたまるもんか」

　たくさんの裸を見たのは確かに色々と衝しよう撃げきだったし、恐怖もはっきり感じていたけれども、それだけで本当に泣くはずがない。

　涙の意味、勝手に勘違いしていればいいのだ。







　二章　秘密の姫たち、企む者たち







　海かい賊ぞく船へ戻もどったあとのことだ。

　選んだ奴ど隷れいたちは、ゾイによって別の場所へと連れて行かれた。

　夜の訪おとずれとともに、海賊船では恒こう例れいとなっている大だい宴えん会かいが開かれた。

　場所は船灯が届く甲かん板ぱんだ。といっても、海賊全員がこの宴会に参加したわけじゃない。下したっ端ぱ海賊は仕事を放ほうり出して遊ぶことはできないようだ。見張りも当番制なのでサボれない。女性を侍はべらせてくつろいでいるのは船員の中でも古参の者、あるいは幹部に可愛かわいがられている若手の者に限定されていた。勿もち論ろん、あとで他ほかの船員にもなにかしらのご褒ほう美びが与あたえられる。

　檣しよう楼ろうの見張り番が羨うらやましげにこっちを見下ろしているのに気づいたので、笹良は宴会が始まる直前、彼に手を振ふって合図し、酒袋をプレゼントしておいた。「秘密ね」と囁ささやけば、にっこりと爽さわやかな企たくらみの笑え顔がおが返ってくる。

　ガルシアの両隣どなりには、笹良とルーアが座った。その周囲を幹部たちが陣じん取どっている。

　ルーアは慣れた様子でガルシアに寄り添そい、時々酌しやくをしている。

「王の船は相変わらず賑にぎやかですわね」

「そうか？　随ずい分ぶん顔ぶれも変わったと思うが」

　二人の自然な会話が、ちくりと胸を刺さす。

　身の置き所がない気がした。笹良は静かに果くだ物ものを齧かじりつつ、浮うかれて騒さわぐ海賊たちを眺ながめた。

「皆みな、奇き麗れいなお姉さんに不ふ埒らちな悪戯いたずらをしすぎだってば……」

　ジェルドも嬉うれしそうだ。ヴィーやギスタの腕にも、将来こうなりたいと羨むような艶なまめかしい体つきの美女がぴたりとはりついている。

　日本生まれの笹良の目から見ても、ヴィーたちは悔くやしいことに独特の恰かつ好こうよさがある、と思う。仕事抜ぬきで、彼女たちが嬉しそうにしている気持ちはわからないでもない。

　いつもと違ちがう華はなやかな宴うたげ。頭ががんがんする。匂においだけで酒に酔よいそうだ。

「こういうの、嫌いやだな」

　飲んで歌うだけの宴ならよかった。この前のように、満天の星を肴さかなにしてだ。皆の笑い声が棘とげに変わり、鋭えい敏びんになった神経に突つき刺さる。また体調を崩くずしてしまいそうだった。

「静かな場所で休みたい……、グランのところへ行きたいな」

　目め頭がしらが急に熱くなる。なんだか怖こわい。こういう雰ふん囲い気きは、怖い。

　派手な口づけの音や、女性たちの誘さそうような甘い声。そういう色っぽい音が聞こえるたび、強く耳を塞ふさぎたくなる。きらきらとしたドレスが右に左に揺ゆれている。耳みみ飾かざりや腕輪、繊せん細さいなレースの模様が頭の中で回転し、目眩めまいを呼ぶ。

　──笹良、ここでなにをしているんだろう？

　窒ちつ息そくしそう。

「……顔色が、よくないわ」

　ふと聞こえた柔やわらかな声に、笹良は顔を上げた。ルーアが心配そうにこっちを窺うかがっていた。

　あ、優やさしい人なんだ。

　奇麗なドレスや妖よう艶えんなその姿に圧あつ倒とうされ、「きっと相手にされないだろう」という卑ひ屈くつな思い込みを勝手に抱いだいてしまっていた。そうじゃないようだ。気持ちが少し浮ふ上じようする。

　大だい丈じよう夫ぶ、と笑い返す。するとルーアの表情はさらに曇くもった。泣き笑いのような歪ゆがんだ顔になってしまっていたのかもしれない。笹良は慌あわてた。

「ねえ、こちらへいらっしゃい」

　穏おだやかに手招きされ、素す直なおにルーアのほうへ近寄る。これじゃあ海賊たちを責められない、と頭の片かた隅すみで考えた。笹良だって、彼女の誘いに抗あらがえずにいるのだ。

　ルーアの細い指が頰ほおに触ふれる。一いつ瞬しゆんびくついてしまったものの、その指先に悪意の類たぐいは一いつ切さいこめられていないと気づくと、肩かたの力が抜けた。

「少し熱があるのじゃなくて？」

「や、優しい！」

　強い刺し激げきと緊きん張ちよう感に満ちた日々を送っていたせいか、こういう包み込むような気き遣づかいに心底餓うえていたのだ。

「笹良を本当に心配してくれてる。嬉しい」

「不思議な言葉ね。遠方の言語なの？」

　ルーアは困ったように微笑ほほえむと、ぎこちなさが伝わる動きで笹良の手を取った。

「容姿も、少々変わっていらっしゃる。高貴な方なのかしら？」

「違うよ」

「わたくしがなにを言っているかは、わかっておられるのね。でも話せはしない？」

「早さつ速そくバレた……」

　指先から伝わる体温が切ない。笹良は我が慢まんできなくなり、柔らかなルーアの身体からだにぎゅっとしがみついた。マジで子どもっぽいという自覚はある。

　それでも優しさを見せてくれた「女性」の存在を自分の手で確かめずにはいられない。

　──本物、だよね？

　海上で女性と触れ合うことの貴重さが、身にしみてわかる。潮風に晒さらされて錆さび付いていた心が洗われ、強こわ張ばりが解けていくようだ。男ならもっと切実にそう感じるんだろう。

「意外だな、ササラがルーアを射止めたか」

　ガルシアがくだらない冗じよう談だんを口にした。

「そのようなこと！」

　ルーアはわずかに頰を赤らめ、唇くちびるを小さくとがらせた。ガルシアのからかいを不快と感じたのか、それとも照れただけなのか、わからなかった。

「王、冥華に盗とられましたねえ」

　銀ぎん髪ぱつ美女を膝ひざの上に乗せていたジェルドが上機き嫌げんな様子で口を挟はさんできた。

　それをきっかけに、ルーアに遠えん慮りよしていたらしい他の女性たちが身を乗り出し、次々とガルシアに誘いの言葉を投げかけた。

「ルーアだけでなく、わたしたちも可愛がってくださいませ」

「ええ、王。呼んでくださるのをいつもお待ちしてましたのに」

　ガルシアはなにも答えず、艶つやっぽい微び笑しようのみを返している。笹良は、妙みようにはらはらした。誰だれかの誘いに、応じるつもりなんだろうか。ガルシアだって他の海賊と同じ男なんだし、きっと……、そこまで考えた時、胸の中にどろっとした感情が広がるのに気づいた。

「ところで海上の王、そちらのお姫ひめ様さまはどうされたの」

　女性の一人が興味津しん々しんといった態度で笹良を見つめた。途と端たん、女性全員の視線が笹良に集まる。哀あわれむような、面おも白しろがるような──それでいて淡あわく軽けい蔑べつが滲にじむ視線。はっきりと敵意を向けられているわけじゃないので反発する気にもなれず、ただ戸と惑まどいばかりが強まる。

「俺の冥華さ」

「まあ、王。──何人目の冥華様？」

「……え？」




　何人目──？




　身体が強張り、きぃんと耳鳴りがした。

「……なに、それ？」

　何人目ってどういう意味？　冥華は、笹良だけじゃない？

　ルーアのドレスを摑つかむ指が震ふるえ始める。鼓こ動どうも一気に速くなった。

　聞き返すことができない。詳くわしく知っておくべきなのに、どうしても口を開けないでいる。心細くてたまらない。単なる渾あだ名なだと思っていた『冥華』に、意味があるなんて。

　そこで突とつ然ぜん、思い出した。ハディもそういえば『冥華』が名前じゃないって知っていた……。

「さてな」

　ガルシアがちらりと笹良を見み遣やる。無関心にも映る冷たい反応だ。不安の影かげが濃こくなった。

「ひどい方。こんなに幼いお姫様まで捕つかまえるなんて」

「可愛がっているさ」

「どのように？」

「知りたいか？」

「是ぜ非ひとお答えしてもよろしくて？」

　女性たちとガルシアの会話が怖い。口内に溜たまる唾だ液えきが、かすかに残っている果物の味が、胸焼けするほど甘く感じ、言葉を紡つむぐ気力が尚なお更さら奪うばわれる。

「……王、本当に冥華様はご気分が悪くていらっしゃるのでは」

　ルーアは憂うれいを帯びた目で笹良を見つめると、女性たちの奔ほん放ぽうな言葉を遮さえぎってそう言った。

「どれ、ササラ。酒に酔ったか？　おまえは酒乱の気があるからな」

　ガルシアがこちらに手を伸ばし、顔を上げさせようとする。笹良は首を振り、ルーアの腕の中に逃にげ込んだ。彼女は宥なだめるように、背をゆっくりとさすってくれた。

　ルーアの身体は安心感と切なさを同時にもたらした。甘やかすような手の動きがお母さんを連想させ、心を揺さぶる。

「意固地にならず、顔をお見せ」

　ガルシアの言葉に、女性たちが笑う。それは別に嘲ちよう笑しようじゃなかったけれど、だからこそ胸が詰つまり苦しくなる。

「休ませて差し上げたほうがよろしいのでは……」

「ササラ、逆らうな」

　控ひかえめに紡がれたルーアの言葉を、ガルシアはやや強い口調で遮った。

　きっとガルシアは普ふ段だん通りの笑えみを浮かべている。

「おまえの我が儘ままは十分叶かなえてやったな。次は俺に従え」

　怒ど声せいでもなく、荒あらい声音でもない。穏おだやかなのに、ひやりとする。

　いつまでも返事をせずにいたら、優しいルーアにまで被害が及およぶかもしれない。

　なぜなら、笹良を庇かばっている。

　グランやカシカに与えられた残ざん酷こくな処しよ罰ばつの光景が脳のう裏りをよぎる。

「ガルシア──。笹良、胸、だめ。部屋、行く」

　胸焼けがするので部屋に下がりたい、と言いたいのだ。

　……本当は、グランのところに行きたい。

　一人ではいたくない、けれどここにはいられない。

「冥華、いきなり見知らぬ女たちが現れて、戸惑っているんだろ？」

　銀髪美女の項うなじをくすぐりながら、ジェルドがおかしそうに言った。

「……違うよ」

　笹良の態度って端はたから見ると、そういう雰囲気に映るんだろうか。

　だとすると、ジェルドの言葉は正しいのかもしれない。こっちの心情がどうであれ、「戸惑っているらしい」と他人に判断されるのなら。ことの成り行きなんて、だいたいそんなものだ。誰だって自分の見たいものを見て、信じたいものを信じる。

　──じゃあここで、実際に拗すねてみせたほうがいいのかも。ガルシアに納なつ得とくしてもらえる。

　そう思った瞬しゆん間かん、くらりとした。ひねくれた、嫌な考え方だ。頭がぼんやりしてきて、胸が重くて、お腹なかがしくしくと痛む。荒すさんだ心はこんなにも身体に悪い影えい響きようを与えるらしい。

「ガルシア……、サイシャ、行く」

　噓うそじゃなく本当に体調がやばい感じになってきた。グランのそばへというより、船医のサイシャに状態を診みてもらいたい。立ち上がろうとした直後、身が唐とう突とつに傾かしぎ、視界が二重になった。倒たおれそうになるのを、横から伸のびてきた手に支えられる。

「……あ」

　ルーアの腕じゃない。がっしりとした男のものだ。

「いきなり倒れるな。手間のかかる軟なん弱じやくなお姫さんだ」

　ヴィーの皮肉そうな溜ため息いきが至近距きよ離りから響ひびいた。そういえばヴィーはルーアの隣にいたっけ。

　嫌味を言うくせに、ヴィーはそれまで腕に張り付けていた女性には見向きもせず、笹良の肩に手を回した。ひょっとしてサイシャの船室まで付き添ってくれるつもりなのか。

「──大丈夫、一人で行ける」

「おい？」

　笹良はゆっくりとヴィーの腕を押し戻した。彼が訝いぶかしげな顔を見せる。

「わたくしがお連れしましょうか」

　遠慮がちに名乗りをあげてくれたルーアにも、笹良は微笑を浮かべて「平気」と首を振った。

「皆、楽しい。お酒、飲む……笹良のことは気にしないで楽しんでいて」

　片言の異世界語に焦じれてしまい、途と中ちゆうから日本語を使ってしまった。

　ガルシアの許可を得ないと退席はできない。

　笹良は従順な表情を作り、ガルシアの反応を窺った。

「サイシャ、部屋。休む。元気、戻る。来る」

　医務室で少し休み、具合が良くなったらすぐに戻ってくるよ、と言ったつもりだ。

「誰の送り迎むかえもいらない。一人で行きたい」

　ササラ、とガルシアが呼ぶ。仮け病びようかと疑われているようだ。

　許しは得られないと直感で悟さとったものの、我慢の限界だった。

　制止の声がかかる前に、艶かしい宴の場から笹良は急いで逃げ出した。
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　迂う闊かつな行動に出たことを、すぐに後悔するはめになった。

「ランプを持ってくればよかった！」

　呻うめき声が漏もれる。基本的に船内は薄うす暗ぐらい。電灯がない世界なので、笹良のように船に不慣れだと、こうして通つう廊ろうで立ち往生するはめになる。

「海賊船ってば意外に広いし、部屋数も多い！　それにごちゃごちゃしすぎ！　中央昇しよう降こう口ぐちを降りたところにサイシャの医務室があるはずなのに、なんで調理場まで来ちゃってるんだ」

　壁かべ伝いに慎しん重ちように足を動かす。最近知ったことだが、本来通廊はきちんと片付けておくよう義務づけられているらしい。ところが実際は、この有様だ。

「海賊たち、今すぐ教育してやりたい……！」

　あちこちにぶら下がっている縄なわや網あみ。不気味な装そう飾しよく品ひん。足あし下もとにまで資材の一部や誰かの汚よごれ物が積み重なっている。いったい何度躓つまずいたことか。そのせいで方向を見失ったに違いない。

「ガルシアとかヴィーとか！　ここは追い掛かけてくるべき場面じゃん！　マジ乙女おとめ心がわかってねえっ」

　本音を叫さけんだ。『一人で行く』なんていう強がりを、真に受けないでほしい。

「一いつ旦たん、上に戻ったほうがいいかもしんない。笹良かっこ悪い。っていうかそもそも昇降口さえ消えた……」

　さっきまでとは違った意味で泣きたくなってきた。

「海賊船で迷まい子ごとか、ありえねえ！」

　言葉遣づかいが乱れるも、それを反省する余よ裕ゆうはない。

「大声を出して誰かに来てもらう？」

　逡しゆん巡じゆんしてしまう。船員のすべてがジェルドのように友好的ってわけじゃない。表立っての批判はないものの、大半が内心では笹良の存在を快く思っていないはずだ。以前ナイフを突きつけてきたカシカのように。

「カシカ……」

　額を押さえ、吐と息いきを落とす。笹良を排はい斥せきしようとして、ガルシアに手ひどく折せつ檻かんされた美少年だ。彼の容態もやっぱり気になる。

「娼しよう船せんから連れてきた奴隷たちも、どこにいるんだろ」

　グランのところに行きたいと考えたのは、彼なら他の海賊が秘密にしていることもこっそりと教えてくれそうな気がしたためだ。

「日本に帰りたいだけなのに、なんだか深みにはまっているみたい」

　再び溜息をついた時だ。通廊の奥から、苛いらついた雰囲気の声がかすかに届いた。

「誰か、こっちに向かってきてる？」

　上の宴会に参加できなかった海賊が、憂うさ晴らしに人ひと気けのないところで暴れているのかもしれない。巻き込まれる前に、どこかに隠かくれたほうがいい。数歩後退し、ふと眉まゆをひそめる。

「……？」

　なにか様子が変だ。

　近づいてくる声は、どうも一人じゃないように思える。

　少しの間息を殺し、意識を研とぎ澄すませる。間違いない。揉もめ事の気配を感じる。

　笹良は慌てて薄暗い通廊を見回した。本当にランプを持ってくればよかった！

　争いの声はどんどん接近する。

「ええい、バレませんように！」

　意を決して、通廊の壁に設けられている、ちょっとした船具を置くための小さなスペースに潜もぐり込む。都合のいいことに、天てん井じようの突とつ起きから網が垂れ下がっている。物音さえ立てなければなんとかやり過ごすことができそうだ。

　自分の心臓の音がうるさい。近づいてくる者たちにも聞こえてしまうんじゃないかと心配になるほどだった。

「──やめろっ」

　ふいに近い場所から響いた拒きよ絶ぜつの声に、飛び上がりそうになる。この声を、知っている。

「ふざけた真似まねはよせ、船長に言いつけられたいのか!?」

「その船長は今、女遊びで忙いそがしいんだよ」

　……これっていったい、なんの会話？

「俺にかまうな！」

「親切に傷の具合を見てやろうって言ってるだけじゃねえか。それをさっきから、なんだ、ええ？　貴族の女みてえにつんけんしやがってよ」

「べたべた触さわるな！　気持ち悪いんだよ！」

　もしかして、と笹良は顔を引きつらせた。この声の主って。

　カシカ？

　ほんの少し前に脳裏に描えがいたばかりの美少年海賊の姿が、再び鮮あざやかに甦よみがえる。鋭するどい目つきに、ほっそりした身体。さらさらした顎あごくらいまでの髪かみ。

　笹良と関かかわったせいで、彼はガルシアの制せい裁さいを受けた。

「触るなって言ってるだろ！」

　彼の怒いかりの声に、笹良は我に返った。

「てめえ、その口の利きき方はなんだ？」

　もう一人の男のほうは、声を聞いただけじゃ誰なのか判断できなかった。海賊全員の名前を覚えているわけではないのだ。

　でもこれ、かなり怪あやしい会話に聞こえるんだけど。

　普通に喧けん嘩かしているっていうよりも、むしろ男女の口論に近い。

「いや、まさかね。カシカだって男なんだし」

　余計な口出しはしないほうがいい。そう思いつつも、やっぱり気になる。少しだけ様子を窺ってみようと決め、こそっと網の隙すき間まから顔を出す。

　通廊にオレンジ色の灯あかりが揺れていた。カシカの手にランプがある。彼のそばに、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大おお柄がらなひげ面づらの男がいた。三十代後半くらいだろうか。かなり酔っているようだ。

　笹良は首を捻ひねった。顔は見覚えがあるが、名前まではわからない。下っ端ではないものの、ヴィーたちのようにガルシアから目をかけられてはいないっていう微び妙みようなポジションの船員だ。

「いい気になるなよカシカ。上のやつらの関心が離はなれれば、今までのように生意気な態度は取れないぜ。今のうちにせいぜい尾おを振っておけ」

　ひげもじゃ海賊の物言いに、笹良は大きく顔をしかめた。

　もっとも扱あつかいにくいのが、この類いの荒くれ者たちだ。

　ある程度の航海経験があり、怖いもの知らず。船内の地位に本心では納得しておらず、他の者が優ゆう遇ぐうされることに対して暗い鬱うつ憤ぷんを抱かかえている。船に不慣れな笹良でも気づくくらいだ、ガルシアたちだってとっくに把は握あくしているに違いない。黙もく殺さつしているのは、多くの人間がともに生活する以上、避さけられない問題だからなのかもしれない。

「俺が面めん倒どうを見てやろうってわざわざ手を差し伸べてやってるんだ。それとも他のやつらの慰なぐさみ者になりたいか」

　慰み者!?

　笹良は心の中で絶ぜつ叫きようした。さっき薄うつすらと抱いた不ふ吉きつな予感が的中してしまったらしい。

　男同士でそんな、なにをどうするんだ。いや、でもカシカってほっそりした美少年だし。女性に飢うえている船員が血迷うのも頷うなずける。

　──どっ、どうしよう!?

　見てみぬ振りをすべき？

　男同士の喧嘩ならそれでいいだろうけれど、この場合はなんだかヤバイ気がする。

　それとも海賊船ではこういう揉め事って日常茶飯事なのか？

「おまえはもう上のやつらに見放されかけてるんだろ。俺以外の誰が守ってやれるんだ？」

　猫ねこなで声に、笹良はぞわっとした。

「黙だまれ、俺に触るなっ」

　カシカも同じ気分になったらしい。全身に怒ど気きを漲みなぎらせつつ、伸ばされた太い腕を乱暴に振り払はらってひげもじゃ海賊を睨にらみつけている。いいぞ、頑がん張ばれカシカ。

「自分の立場ってものがまだわかっていねえのか、おい」

　再度の拒絶は、ひげもじゃ海賊のプライドを大いに傷つけたらしい。彼は顔を歪めていきり立つと、自分よりもずっと華きや奢しやな体つきのカシカを乱暴に向かいの壁へ押し付けた。その拍ひよう子しに、カシカの手からランプが落ちる。割れずにすんだのは幸いだった。大火事になりかねない。

　安あん堵どは一瞬で、すぐにカシカたちのほうへと意識が流れる。

「やめろ、離せ！」

　カシカは息を吞のんで彼を見上げると、ぞっと鳥とり肌はだが立っているような荒い口調で訴うつたえた。懸けん命めいにひげもじゃ海賊の腕から逃れようとするも、この体格差には勝てないらしかった。

　それに、カシカの動き自体、見ているこっちがやきもきしてしまうほど鈍にぶい。

　ガルシアに受けた傷がまだ完全には癒いえていないんじゃないか。

「やめっ……！」

　──マジでやばい!!

　ひげもじゃ海賊ってば、こんな、誰が通りかかるかわからない場所で、カシカを、その、本当に襲おそおうとしている！

　助けたほうがいい!?　余計なお世話になる!?

　笹良は激しくうろたえた。どうする、どうする。

　ひげもじゃ海賊は息を荒くしつつ、カシカの身体を板いた敷じきに無理やり押し倒した。抵てい抗こうをものともせず馬乗りになる。身を起こそうと懸命に暴れるカシカの顔を、腹立たしげにばしんと勢いよく叩たたく。

　その音にびくっと身が竦すくんだ。グローブよりも大きな分厚い手で叩かれたら、気を失ってもおかしくない。

　こっちまで暴行されているような気分になり、呼吸が乱れた。両足がふるふると細かく震え出してしまう。どうすればいいんだ、助けたいけれど、とめたいけれど、笹良の力じゃ──。

　弱気になった時、びりっと衣服を裂さく音が響いた。

　その瞬間、恐きよう怖ふや躊ちゆう躇ちよが吹ふき飛んだ。全身の細さい胞ぼうが一いつ斉せいに活性化した感じだ。

　ガルシアの理り不ふ尽じんな言動、どうにもならない理解不能な世界、不毛な扱い。これまでに味わったいくつものやりきれなさが胸中で膨ふくらみ、ぱちぱちとはぜた。

　望まない現実を押し付けられているという苦痛が、今のカシカの姿に重なる。

　こんなふうに、誰かの気き紛まぐれで傷つけられなきゃいけないなんて嫌だ。そんなの認められるもんか！

　笹良は網に詰め込まれていた割れかけの杯さかずきを取り、ぎゅっと握にぎり締しめた。大きく息を吐いたのち、狭せまいスペースから飛び出して、カシカの腰こしに乗っているひげもじゃ海賊の背後に立つ。

「成せい敗ばいだ！」

　かけ声とともに、杯を振り下ろす。

　いきなりの笹良の乱入に、ぎょっと振り向くひげもじゃ海賊の頭に向かって。

　ごつっ、と痛そうな音が響いた。とはいえ、所しよ詮せんは割れかけの小さな木杯だ。致ち命めい傷しようは与えられない。

「か、カシカになにするの！　許さないんだから！」

　自分を鼓こ舞ぶするために叫んだあと、網の中にあった物をとりあえず色々と投げつけた。ついでにその網もひげもじゃ海賊の身体に巻き付け、どついて転がす。

　正直、なにがどうなっているか、途中から目を瞑つぶって攻こう撃げきしていたため、わからない。

　手加減したら反はん撃げきされるという恐おそれがあったので、死しに物もの狂ぐるいだった。

　もしもこのひげもじゃ海賊が逆上し、本気で摑みかかってきたら、どうあがいても勝ち目はない。

　でもここでカシカを救えなければ、自分の未来も決定してしまうような気がしたのだ。そもそも、不ふ埒らちな行こう為いを強要するヘンタイ海賊にまともな反はん撃げきができなかったのは、ガルシアに与えられた傷が癒えていないせいだろうし。それって笹良にも関係のあることだ。

「──おい！　もういい、十分だ！」

　両手足を限界まで振り回し、必死に暴れていると、突然背後から羽は交がい締じめにされた。

「あう」

　我に返り、息荒く振り向く。カシカが呆ぼう然ぜんと笹良を見下ろしていた。

「おまえ、ちょっとやりすぎ……、白目剝むいているじゃないか、こいつ。だいたいなぜおまえがこんな狭い場所から飛び出てくる──おいっ」

「カシカー」

　ぼたぼたぼたっと涙なみだが出てきた。

「な、なんで泣く！」

「う、うう、怖いよぉ！」

「怖いって、これだけこいつをぼこぼこにしておきながら、なにを」

　呼吸は苦しいし、全身疲ひ労ろう感でいっぱいだし、精神は高ぶっているしで、軽いパニック状態だった。一人じゃ感情を宥められそうにない。

　この恐怖を半分背負ってもらおうと小こ狡ずるい企みを抱き、カシカにぎゅっとしがみつく。

「すごく怖かったよぅ。でも頑張ったし、でも手が震えているし！」

　ぐずぐずと泣きながら訴え、カシカの腰帯で涙を拭ふく。硬こう直ちよくしていたカシカは、次し第だいに微妙な気配を漂ただよわせ、最後に脱だつ力りよくした。

「なんだよ……、変なやつ」

　呆あきれた口調のカシカを見上げる。

「おまえって馬ば鹿かなのか？　俺に脅おどされていたっていうのになんで助けるんだよ。……あのな、人の腰帯で顔を拭くとか、本当……ふざけるなっての」

　彼は色々と諦あきらめたらしく、がしがしと頭を搔かいた。仕方なさそうに溜息を落とし、まだ涙がとまらずにいる笹良の顔を自分の衣ころもの裾すそで拭ぬぐう。

「あ、カシカ、服、破れてる」

　可哀かわい想そうに、変態海賊に襲われかけてどれほど恐ろしかっただろう。もっと早く助けてやればよかった。笹良は深く同情した。

　──そうなのだ、同情して、だから、破れたカシカの服を少しでも奇麗に整えてやろうと。

「ん？」

　目が点になった。

　いや、目が幻まぼろしを捉とらえた。

　っていうよりむしろ、手が幻の感かん触しよくを捉えた、気がする。

「あれ？」

　ナニ、この感触は？

「ふにゃりと、柔らかい？」

　笹良は思わず、むにむにと指を動かした。自分の手の位置は、カシカの胸にある。

「お、おま、どこ触っ……」

「え、え、ええ、これ、なんか、なんだか」

　男性ってこんなに胸が柔らかかったっけ？　筋肉？

　でもカシカはすらりとしているし、そこまで筋肉があるようには──。

「揉むな!!」

　笹良は凍こおりついた。カシカは真っ赤な顔でぷるぷるとしている。

　何秒、無言で見つめ合っただろう。

　ぴこぴこと頭の中で疑問が点てん滅めつしていた。やがて、「この感触の正体はなにか」という答えをはじき出す。

「カシカ……!!」

　震える指でカシカの胸と顔を何度も指差し、笹良は絶叫しようとした。その途端、凄すさまじい勢いで口を塞がれる。

「……!!……!?……!?」

「う、うるさい、叫ぶな！　皮を剝はぐぞ!!」

　海賊って本当に人間の生皮を剝ぐのが好きなんだなあ……、って感心している場合じゃない。

　手に残る、ふわふわした感触。

「……!!」

「だから、剝ぐぞ、この!!」

　笹良は強ごう引いんにカシカの胸むな元もとを覗のぞき込み、事実を確かめて白目を剝いた。

　信じられないけれども──。




　カシカって、女じゃん。
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　そうなのだ、破かれた服の隙間から覗く小振りの胸。巻いていたらしい布がほどけている。

　この感触は間違いなく女性の胸だ。……なかなかの貧ひん乳にゆう系だけど。すげえ親近感を持てる。

「カシカ、これ！」

「黙れ！　余計なことを喋しやべれば、殺すっ」

「殺すって、でも、胸が生えてる！　胸！　生える！　なぜ!?」

「生えるか、馬鹿!!　もう喋るな！」

　二人で思いっきり慌てて、ばたばたとしまくった。美少年が美少女だったのだ、驚おどろかずにはいられない。性別がばれてカシカも動どう揺ようしているだろうが、笹良だって大混乱だ。
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「前に、女が乗船するのは不吉だって言ったのに！」

「うるさい、わけのわからん言葉で喚わめくな！」

「女、だめ、船！　なのに笹良を襲った！　ひどい！」

「おまえ、本当余計なことを……！　それほど皮を剝がされたいか！」

「なんでそんなに皮好き!?」

　話がずれていることに先に気づいたのは笹良だ。はっと足元の『ブツ』を見下ろす。

「カシカ、手、貸す！」

「なに？」

「これ、海、沈しずめるっ」

「は？」

　焦れったい。網でぐるぐる巻きにされているひげもじゃ海賊を指差し、「海、沈める」という言葉を繰くり返す。カシカが抱える事情など知るよしもないが、性別を秘密にしているというなら、このままひげもじゃ海賊を放置しておくわけにはいかないはずだ。

　笹良に見つかってこれほど慌てているんだし。

「ひげもじゃ海賊に服を破かれた時、胸を見られたかもしれないよ！」

「なにを言ってる？」

　皆に暴ばく露ろされる前に、証しよう拠こ隠いん滅めつをはかるべきだ。

「こいつを海に沈めろって意味か？……おまえ、顔に似合わず、過激な発言を……」

　カシカの呟つぶやきに、自分がひげもじゃ海賊を溺でき死しさせようと誘っていることに気づいた。やべえっ、殺人者になるところだった！

「……服は破かれたが、気づかれてはいないと思う」

　カシカは笹良の勢いに押されつつも、ぎこちなく説明してくれた。

「そ、そうか。それならよかった」

　この海賊、かなり酔っぱらっていたっぽいし。笹良が奇き襲しゆうをかけた事実も忘れてほしい。

　それはともかく、あとはこっちさえ口をつぐんでいればカシカの秘密は誰にもバレずにすみそうだ。

「笹良、話す、ない！　安心っ」

　決して暴露などしないから安心しなさいよ、と言いたいのだ。

　ぽんぽんっとカシカの肩を叩いて励はげましたあと、ふと気づいて上着を脱ぬぐ。もともとぶかぶかなサイズだったので、カシカが着ても小さいということはないだろう。

　その恰好のまま通廊を歩いて、もしまた別の海賊と遭そう遇ぐうしたら、今度こそ大変な事態を招きかねない。海賊イコール野や獣じゆう、という図式が頭に刻み込まれている。

「服、着る」

　貸してあげるから服を着なさいね、と訴えたい。

　カシカは困ったように目を瞬またたかせると、笹良と上着を交こう互ごに見た。

「はい！」

　ほらっ、と上着を強ごう引いんに持たせ、催さい促そくする。

　カシカは当とう惑わくの色を浮かべながらも、おずおずと上着を身にまとい、吐息を落とした。

　沈ちん黙もくが訪れる。冷静になったのはいいが、次の会話が見当たらない。

　それはカシカも同じらしかった。彼に……いや、彼女にしてみれば、憎にくい相手に弱点を握られてしまったも同然だ。非常に気まずい心境だろうし、笹良のほうも予想外の展開にどう反応していいかわからずにいる。

　なぜ男装してまで海賊船に乗っているのか、理由を尋たずねても素直に話してくれるとは思えない。バレる危険なんて承知の上で乗船しているんだから、余よ程ほどの事情があるんだろう。

　それにしても、船内で長い間性別を欺あざむくのは、かなり困難じゃないだろうか。胸を隠したとしても、なにかの拍子に着き替がえを覗かれたり、ちょっとした気の緩ゆるみで簡単に見破られてしまう。

「でも変だなあ。普通、些さ細さいな仕草とか態度に、どこかしら不自然さが表れると思うんだけど」

　カシカの男装は、完かん璧ぺきだ。『女性として、うまく男に化けている』っていうレベルじゃない。男そのものだった。だからこそこれほどの美少年顔であっても、性別を疑わなかったのだ。

「女性の気配、全然感じなかったのに」

　今は胸を見たせいか、カシカが女の子に見える。

「……別に、思い悩なやむことじゃないだろ。男だけで狭い船に何日も暮らしていれば、こういういざこざもたまには起きる」

「え？」

　カシカはどうも、笹良の戸惑いを『なんで仲間同士で揉めたのか？』と悩んでいるって誤解したらしい。作り物とすぐわかるような不機嫌な顔で、説明し始める。

「どこの船にも大たい抵てい、『ネズミとり』がいる」

「ネズミとり？」

　カシカはそこで身を屈かがめ、隅に転がっていたランプを手に取った。灯が生む陰いん影えいが、彼女の顔に濃い憂いを与えていた。

「船には鼠ねずみが出るだろう。索さく具ぐや帆ほを齧るんだ。だから見つけ次第、そいつらを叩き潰つぶさなきゃいけないが──船の中で、もっとものろまな役立たずが、『ネズミとり』の役を押し付けられるってわけだ」

　自分のことを詰なじられたわけじゃないのに、どきっとした。

「そういうやつは皆から馬鹿にされる。自然と出来上がる序列ってのは覆くつがえすのが難しいんだ。からかわれる程度ならいいが、時には酷ひどい目にもあう。勿論、誰も助けちゃくれない。なぜならそれは、自じ業ごう自じ得とくだ。本人の日ひ頃ごろの振る舞まいが生む、暗あん黙もくの身分差なんだから」

　なんで突然カシカがそんな話をしたのか、ふいに悟る。

　ガルシアから制裁されたため、今のカシカはきっと『ネズミとり』の身分に落ちかけているってことなんだ。

　そんな時にもしもこの、性別の秘密が漏れたら。

「おい、なに死にそうな顔をしている？」

　額をぱちんと軽く叩かれてしまった。

「だから、こういう揉め事はよくあるんだって。おまえが悩むような問題じゃない」

「……うん」

　笹良は戸惑った。わかりにくい態度だけれど、「気にするな」って心配してくれてる？

　笑いかけようとして、ふと重要な事実に気づいた。

　笹良さえいなければ、カシカは秘密が露ろ呈ていする不安を取り除けるんじゃ？

　いくら真心を込めて沈黙を守ると誓ちかっても、信しん頼らい関係が築けていない状態じゃ信じてもらえるはずがない。むしろ不ふ審しん人物と警けい戒かいされているのだ。

「カシカの立場なら、ここで笹良をさくっと殺やっちゃったほうが都合がいい気がする」

「おい、なにを言ってる」

　誰も事実を知らないんだから適当に言い訳できる。笹良とここで出会ったことは、黙っておけばいい。

　問題は、カシカを襲おうとしたひげもじゃ海賊の存在だが、彼だって笹良に奇襲され、気絶したことなんか他人に知られたくないだろう。海賊王の猛もう烈れつな怒りを買うくらいなら、口を噤つぐんで知らん振りをしたほうが得だと気づくはず。

「やばい。こっちが海に沈められる」

「さっきからぶつぶつと、なんなんだ。わからないって言ってるだろ」

　怪け訝げんそうにするカシカに引きつった笑みを返し、そろ……っと一歩後ずさりする。カシカはさらに奇き妙みような顔をして、距離を詰めた。笹良もまた、後退した。その時だ。

「──冥華」

　ぎゃっと飛び上がりそうになった。カシカもこっちの背後に目を向け、硬かたい表情を浮かべている。

　誰かの手が笹良の肩に置かれた。

「何事だ」

　淡たん々たんとした男の声。怖こわ々ごわと振り向き、その人物を確かめる。

「ヴィー」

　背後には、気難しげに眉をひそめるヴィーが立っていた。

「絶体絶命だ、これ」

　それにしてもヴィーめ、肝かん心じんな時には追い掛けてくれないくせに、来なくていい時に現れるとはどういうことなのだ。背後に忍しのび寄るまで気配を殺しているし。

「珍めずらしい組み合わせだな。それに、どうも穏おん便びんな事態ではないようだが？」

　腕を組むヴィーの目が、気絶中のひげもじゃ海賊を冷ややかに捉える。

　早く始末しておけばよかった！　というよりカシカとのんびり話をせず、すぐに移動していればよかった。いっそここでヴィーも気絶させようか。

　そんな危険な誘ゆう惑わくに駆かられる。

「冥華。くだらんことを考えるなよ」

「なんでわかる……」

　よろめきそうになる。海賊って勘かんがいい。

「さて。どういう状じよう況きようなのか、説明してもらおうか」

「それができたら苦労してない。……笹良、ちょっと具合がよくないからもう行くね」

「こら、待て。どこへ行くつもりだ」

　踵きびすを返して立ち去ろうとすると、ヴィーは顔をやや凶きよう悪あくにして笹良の頭を無造作にぽすっと摑んだ。

「なにがあったのか、さっさと答えろ」

「……。そこまで言うのなら。サイシャのもとに行く途中、カシカとこのひげもじゃ海賊が言い争っている場面を見た。カシカには前に脅されたこともあったけれど、それとこれとは話が別だよね。加勢しないと！　って思って手近な場所にあった網を」

「この馬鹿姫め、わざと魔ま女じよの言葉で説明しやがって！　俺にわかるように言え」

「注文多すぎ。まだ異世界語をスムーズに話せないので無理」

　ヴィーと火花を散らしつつも、横目でそっとカシカを窺う。だめだ、石化していて役に立ちそうもない。ここはもう、笹良の利口な頭と迫はく真しんの演技で乗り切るしかない！

「冥華、いつまでもそういう不敵な態度が通用すると思うのか」

　ヴィーは険しい目をすると、威い圧あつ感たっぷりに覗き込んできた。

「さ、笹良、悪い、ない！」

「なに？」

　くそー、こうなったら。

　ヴィーを見上げたまま凍り付いているカシカに勢いよく抱だきつき、床ゆかのひげもじゃ海賊を指差す。

「笹良、カシカ、仲良し！　ひげ、悪いっ」

　カシカとはとっくに和解して友人状態、二人で和なごやかに談だん笑しようしていたところにひげもじゃ海賊が現れ、からんできた、と言いたい。実際、カシカに乱暴しようとしていたのだ。

「カシカ、退治。頑張った」

　胸を張ってヴィーに訴えた。奇襲したのは笹良だが、それは伏ふせておこう。

「でもひげ、酔う。酒、すごい、悪い」

　ひげもじゃ海賊がからんできたのは酔っていたせいだ、お酒が一番悪い、と言い添えておく。

　博はく愛あい精神で庇ったわけじゃ、断じてない。のちの報復回かい避ひのため、ひいてはここで恩を売り、味方につけるためだ。

「ね、カシカ」

　話を合わせろっ、とカシカに視線を向け、合図する。彼女は一瞬驚きを見せたけれど、こっちの考えを理解したらしく素直に小さく頷いた。よし。

「おまえらな……」

　明らかに信じていないという態度でヴィーが大げさに溜息をついた。

「ヴィー、悪い！」

　笹良は両手を腰に当て、苦々しい顔をしているヴィーに難なん癖くせをつけた。

「俺が悪いだって？」

「ヴィー、来ない。笹良、怖い。一人、ココ。カシカ、来る。ランプ、一いつ緒しよ」

　薄暗い通廊で立ち往生していた時に、ランプを持ったカシカが現れた、というようなことを身振りを交えて伝える。ヴィーを悪者にしたのは、ここで彼の意識をこっちに集中させたかったからだ。その間にカシカを逃がしてやりたい。というのも今の彼女は男装が中ちゆう途と半はん端ぱな状態だ。じっくりと全身を見られたら、胸の膨らみに気づかれてしまうかもしれない。

「なぜ俺の過あやまちになるんだ。さっきはおまえが勝手に飛び出ていったのだろうが」

「ヴィー、追う、ない！　遅おそいっ」

　言い訳無用！　とヴィーに飛びつき、目を潤うるませておく。そして後ろ手で、カシカに「早く行って！」と指示を出す。

「……失礼します」

　笹良の意図がわかったらしい。カシカがさっと頭を下げ、背を向けた。勿論ヴィーは引き止めようというそぶりを見せた。笹良はがしっと彼の腰にしがみついた。

「ヴィー、だめ。カシカ、休む！　怪け我が、痛い」

　カシカはまだ怪我が治り切っていないので休ませたい、と訴える。

「笹良、寂しい。ヴィー、一緒。安心」

「……調子のいいことを次々と」

「ヴィー、カッコイー」

「この馬鹿姫め、憎らしいことを言いやがって！」

「褒ほめてるのに。レゲエ海賊め」

　ヴィーは唇を歪め、不機嫌そうな表情を浮かべたものの、カシカを見逃してくれた。

　笹良の魂こん胆たんを必ず暴いてやる、という厳しい目つき。もう少しお世辞を言っておくか？

「ヴィー、頼たよりになる。お兄さん」

「ああそうかい。カワイラシイ冥華様にお気に召めしてもらえて光栄だ。で、冥華様。こいつをどうするおつもりで？」

　怒りをたたえた皮肉な口調で訊たずねられた。

　海に沈めよう、と提案したいところだが、どうしよう。カシカは身体の秘密がバレていないというような説明をしていたけれど、それを信じても大丈夫なんだろうか。一番いいのは、全員が口を閉とざすことだ。もっとも恐ろしいのがガルシアに知られることのはず。

「考え過ぎってだけならいいけど……今のガルシアは、この騒そう動どうを見逃してくれない気がする」

　笹良が関わっているせいか、そうじゃないのかはわからない。

「ヴィー……」

　きらきらっと無む邪じや気きな笑顔を作り、反応を窺ってみた。なんにせよヴィーの協力が必要だ。

「無む駄だだ。俺になにかしてほしいなら、洗いざらい説明しろ」

「くそっ」

「堂々と悪態をつくんじゃない。ところ構わぬ態度の悪さはどうにかならんのか」

　人の頭をつつこうとするヴィーの指を握り、見上げる。

「ヴィー、お願い。ガルシアには報告しないでほしい。……秘密、いい？」

　片言でそれをお願いすると、ヴィーは呆れたように笹良のつむじを押した。

「俺が言わずとも、王は気づくぞ」

「……やっぱり」

　ガルシアってば、本当に鋭いというか、千里眼でも持っているんじゃないかってくらいなんでもお見通しだ。船の主あるじとして全体を把握するのが仕事なんだろうけれども。

「それに、カシカではなくおまえがこいつをのしたんだろうが。噓をつくな」

「な、なんの話？　笹良にそんな野や蛮ばんな真似ができるはずないのにヴィーってば。ひどい」

「なにを言い訳しているのか知らんが。カシカがこいつを網まみれにするとは思えん。それにだ。襲われたのはカシカ一人だ。おまえの上着を着ていたな？　顔も殴なぐられていただろう。カシカを救おうと、おまえがこいつを叩きのめしたってわけだ」

　やべえ、どうしよう。笹良は狼ろう狽ばいし、視線を泳がせた。

　すっかりバレているじゃないか。このままではひげもじゃ海賊の命も危あやういし、カシカにまで被害が広がるかもしれない。

「ここを片付けて、ひげもじゃ海賊にきつく口止めすれば、誰にも気づかれずにごまかせる！　そうしてほしい。ヴィー、協力。ごまかす！」

「諦めな」

　ヴィー、冷たいぞ。

「そうだ、カシカじゃなくて、ヴィーがからまれたってことにしたらどうだろ。気絶するほど殴って制裁しておいた、って伝えれば、ガルシアも納得してくれるんじゃ」

「なにを言っているかわからん。どうであれ、今は女が船に乗っているんだ。そういう時に揉め事は厳禁だと全員に言い渡してある。……面倒を起こしやがって」

　ヴィーは投げ遣やりな口調でそう言うと、ひげもじゃ海賊の横に片膝をついた。

「それにしてもまあ、お転てん婆ばな冥華様だ。気絶するほど殴るとは」

　手加減できない切せつ迫ぱくした状況だったのだ、仕方がない。

「酩めい酊ていしていたために容易たやすく気を失ったようだな」

「そうなの？」

　ヴィーは乱暴な手つきでひげもじゃの容態を確かく認にんした。すぐに興味を失った様子で立ち上がる。

「部屋に運んだほうがよくない？……ヴィー、ひげ、抱く？」

　抱き上げて運ぶの？　と尋ねたつもりだったのだが、嫌な顔をされた。

「気持ちの悪い言い方をするな。なんで俺がこいつを抱かねばならん。馬鹿の世話をする義理はない」

　ヴィーって辛しん辣らつだ。

「でもここに放置しておけない」

「助けてほしかったらそれなりの代価を寄よ越こしな」

「誠意じゃなくて代価か……」

　さすがは海賊、抜け目がない。

　途と方ほうに暮れて立ち尽つくしていると、ふいに背後の空気が動くのがわかった。

　ヴィーが笹良の後ろに視線を投げ、眉を上げる。

「いいところに来た。カシカが、この馬鹿にどうも襲われかけたようだ」

　ヴィーは淡々とした口調で説明した。──笹良相手にではなく、その後ろに。

「……ゾイ？」

　振り向き、笹良はきょとんとした。表情に乏とぼしいゾイがそこにいた。

「どうしてゾイがここに？」

　首を傾かしげたあとで、気づく。そういえば彼はカシカを可愛がっていた。

「ということは、もしかしてカシカがここにゾイを送ってくれたの？」

　日本語で呟く笹良を、彼はちらりと冷静に見下ろす。

　あれ、待てよ。

　そうなると……ゾイってまさか、カシカの秘密を知っている？

　疑ぎ問もん符ふをたくさん並べる笹良を軽く押しのけると、ゾイはひげもじゃ海賊を一いち瞥べつした。

「俺から王に説明しておく」

「だがこいつはどうする？」

「とりあえず降格させる。いや、先に数日、『底』に入れさせる」

　ゾイはてきぱきと受け答えしたあと、無造作にひげもじゃ海賊を抱え上げた。

　びっくりする。ゾイって身体は細めなのに、すげえ馬鹿力だ。これほど大柄な海賊を片手で肩に担かつぎ上げるなんて普通はできない。

「ゾイ、ひげ、どこ？」

　さっき彼が口にした『底』ってなんだろう。汚お水すいの溜まっている最下層のこと？

　少し心配になり、彼の腰帯をちょんと引っ張って尋ねる。

「冥華、おまえはもう関わるな」

　冷たくあしらわれて、むっとしてしまう。

「笹良は当事者の一人だよ。口裏を合わせておかないと、いざって時に困る。……ええと、話、合う、皆」

　片言で主張すると、ゾイは思案の顔をした。

「いや、そうだな、おまえも来い」

「待て、ゾイ」

　ヴィーが苛いら立だちを見せ、彼を引き止めた。

「なんでお姫さんまで連れて行く？　面倒が増えるだけだ」

「ヴィー、笹良、行く」

「黙っとけ、馬鹿ちびめ」

　ヴィーは腹いせのように悪口を言った。

　彼にしかめ面つらを向けたあと、笹良はくるりと身を翻ひるがえしてゾイの片手を握った。

「冥華！」

「行ってくる」

　バイバイ、と手を振ると、ヴィーは怒りを飲み込み、小さく舌打ちした。ずかずかと大おお股またでこっちに歩み寄り、ゾイと繫つながれている笹良の片手を乱暴にもぎ取る。

「くそ、なぜ俺がこんな馬鹿姫のおもりをせにゃならん！」

　思わずにやにやしてしまった。罵ののしりながらもヴィーは笹良の手を離さない。根っからの兄気質で、面倒見がいいらしい。

　ゾイは呆れた視線を笹良たちに向けると、ひげもじゃ海賊を担ぎ直し、さくさくと通廊を進み始めた。笹良はヴィーの手をぎゅっと握り直し、あとを追った。
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　ひげもじゃ海賊という大きな荷物を担いでいるのに、ゾイの足は速かった。

　ヴィーもつられて歩みが速くなっている。通廊はどこもかしこも雑然としているので、早足で進まれると非常に困る。笹良は何度も「待って、待って」と繫いだ手をぶんぶんと振り、歩く速度を落としてくれるよう合図した。

　立ち止まって待ってくれるという類いの優しさを持ち合わせていないヴィーに、逆に早く来いと腕を強く引っ張られてしまう。おかげで躓く回数が増え、ゾイとの距離が次第に開き始めた。途中でヴィーは焦れたらしく、まごまごしている笹良をぞんざいな仕草で抱き上げた。

「なんかヴィーに抱えられるの、どんどん日常化している気がする……」

　まあ、これで遅おくれる心配はなくなったか。安心し、むぐーとヴィーの肩に寄りかかって楽な体勢を取った。ヴィーも慣れたもので、猫を抱えるように器用に身体を支えてくれる。

　ゾイが向かった先は、船の下層部……海賊船の暗部のひとつと言いたくなるような、劣れつ悪あくな場所だった。

「ここって、まさか奴隷部屋？」

　青ざめる笹良に、ゾイが平へい淡たんな口調で説明する。

「奴隷や懲ちよう罰ばつ対象の船員を入れる場所だ」

　広さはガルシアの所有する娯ご楽らく室よりもある。そこに、少なくとも二十名近くの人間が押し込められていた。全員が背を丸め、黙もく々もくとなにかを磨みがく作業をしている。娼船で見たあの奴隷たちと同じ印象を受けた。

「灰色だ……」

　ゾイは敷しき物ものひとつない汚れた床にひげもじゃ海賊を下ろすと、ヘドロに塗まみれているかのような真っ黒い石を仕分けしていた奴隷の一人を呼び寄せ、冷淡な態度で指示を出した。どうやらひげもじゃ海賊の世話を言いつけたようだ。

　笹良はヴィーの頭にしがみついた。やっぱり海賊船って、こういう恐ろしい面を持っている。できれば直視したくない残酷な光景。ガルシアの関心をもしも得られていなかったら、自分もここの住人の一人となっていたかもしれない。

　空気がとても重く、濁にごっている。部屋にはランプがひとつしかなく、薄暗い中で仕事をこなさねばならない。部屋全体に漂うきつい異い臭しゆうの正体は排はい泄せつ物ぶつが原因だろう。隅にバケツみたいなべこべこの容器が置かれていて、多分それをトイレ代わりにしているのだと思う。

「清潔好きなお姫さんには受け入れがたいか？」

　無意識に息を止めていたらしい。ふとヴィーが皮肉な口調で尋ねてきた。

「慈悲深き冥めい界かいの女め神がみも、さすがに嫌悪するようだ」

　言葉の前半には頷けなかったものの、心の底にあった思いをずばりと見破られ、一瞬どきりとした。

　でもヴィー、嫌悪を抱く対象が違う。

「ここが『底』なんだ？」

　汚れた石を磨く彼らの姿を嫌悪したんじゃない。海賊船の残酷さに、言葉が出ない。

「……？」

　笹良は首を傾げて、嘲笑の色を浮かべるヴィーと無感動なゾイの瞳ひとみを交互に見た。

　ゾイはなんで笹良をここへ連れてきたんだろう？

　彼の考えは読めない。けれど大切なことは、ここで笹良がどんな行動を取るかという、その一点だけじゃないだろうか。

「ヴィー、ここ、仕事、なに？」

　皆、黒い石を磨いている。石炭の一種だろうか？

「教えただろう。比石さ」

「確か……船を動かす原動力だっけ」

　ヴィーの顔を見下ろす。彼は挑ちよう発はつ的に笹良の視線を受け止めた。

「比石は海で手に入れる貴重なものだ。海の毒に覆われているため、こうして研けん磨ませねば使えぬ。だが、長期間この作業を続ければ、いずれ身体も毒に冒おかされる」

　詳しく説明してくれたのはゾイだった。

「え？　でもこの人たち、素す手でで作業をしてる」

　啞然と室内を見回す。口を開く者はいなかった。誰もが機械のように仕事を続けている。

「どうした冥華、随分大人しくなったじゃないか」

　ヴィーが小馬鹿にした口調で笑う。

「カシカを襲ったこの馬鹿は、今日から奴隷とともに比石の研磨をすることになる。わかるか？　冥華。おまえの軽けい率そつな言動が原因で、こいつは毒と糞くそに塗れねばならなくなるのさ。恨まれるだろうな、お姫さん」

　ヴィーの視線を追い、汚れた床に寝ねかされているひげもじゃ海賊を見つめる。

「……軽率な真似をしたのかもしれない。でも、カシカをどうしても助けたくて」

　迷いが生まれた。見てみぬふりをしたほうがよかったのか。いや、それはだめだ。あそこでひげもじゃ海賊の不埒な行為を見逃していたら、性別の秘密がバレてしまっていただろう。

「少しは反省する気になったか。泣き喚くしか取り柄えがないのなら、せめてもう少し可愛げのある態度を取れよ」

　ヴィーは勝ち誇ほこったように唇を綻ほころばせると、笹良を床に下ろし、もう一方の手で頰に触れてきた。指先で頰の輪りん郭かくを辿たどられる。投げかけられる言葉と同じくらい冷えた空色の瞳。

　ヴィーがとても苛ついているのが、この時やっとわかった。

「あまり好き勝手な行動を取ると、おまえもこの部屋にぶちこむぞ。冥華様のようにひ弱な餓が鬼きが、『底』の中で生きるのはつらいだろうな？　比石を研磨するだけの力もないだろう、ならばおまえの仕事は、こいつらが垂れ流す糞の始末さ。他人の汚お物ぶつに塗れる度胸があるか」

　ヴィーの指が穏やかに唇の下をさする。声音はわざとのように優しい。

　比石の表面を強く削けずる硬質な音が耳に届く。誰も手を休めず、ただひたすら無言で働く。

「──抵抗しても無駄だって、皆、諦めてる」

　視線を上げて、なにが変わるんだ、って。

「よく見ておけ。これが裏切りや馬鹿な真似をしでかした者の末路だ」

　ヴィーの痛つう烈れつな言葉に、戸惑う。

　笹良になにかを言わせたがっている？　そのためにここへ？

「……ごめんなさいって言葉を？」

　なんだかそれは違う気がした。じゃあなんだろう。なにを試ためしたいのか。

　──海賊たちは、弱い者を軽蔑する。

　それは前にも思ったことだ。実力第一主義じゃないかって。カシカが言っていた『ネズミとり』の話にも通じる。強くないと発言できない。力がないと、誰にも手を差し伸べられない。

　笹良は深く息を吐いたあと、ヴィーのそばから離れた。

　一番近くにいた作業中の奴隷に近づき、ぺたりと目の前に座り込む。

「冥華っ」

　ヴィーが少し焦あせった声音で呼んだ。笹良のほうへ近づこうとする彼を、ゾイがとめる。

　笹良は石を磨いている男性の手をじいっと見つめた。刃はが毀こぼれた矢や尻じりのような研磨の道具を握る指先は皮が剝け、肉が覗いていた。なんの手当てもされていない。

　海の毒であるらしい石の汚れが、痛そうな傷口にこびり付いている。

　溜息が漏れた。仮に毒じゃなくたって、このまま放置しておけば傷が膿うんで当然だ。

「手。痛い」

　話しかけると、ぎょっとしたように男性が作業を中断し、顔を上げた。初老の域に差し掛かったおじさんだ。腰回りを覆うだけの布も汚れてどろどろ。目尻に刻まれた皺しわや、瘦こけた頰がひどく切なかった。身体の調子がきっと悪いんだろう、汚れているせいだけじゃなくて明らかに顔色が悪く、濃い隈くまができている。この暗い中でも、それがはっきりとわかる。

　密ひそかに拳こぶしを握り、奥歯を嚙かみ締める。──こういうのは、心から嫌だ。本当に、嫌だ。

　ここにいる人たち全員を、今すぐに日の差す甲板へと連れていきたい……。

　細く息を吐き出し、喉のどから飛び出そうになる強い感情を宥める。

「困ったなあ、上着はカシカに貸したんだっけ」

　ちょっと悩んだ末、思い切ってだぶついているズボンの裾をびりっと裂いた。笹良にはかなり大きいズボンだったので、少しくらい端はしを千切っても平気だ。

　その端は切ぎれを「よっ」とおじさんの手に巻き付ける。おじさんは慌てた様子で一度手を引っ込めかけた。その動作にめげずに布を押し当てる。

「痛い、だめ。手当て」

　笹良ができることはごくわずかだ。ヴィーの指し摘てき通り、泣き喚くしか能がないし、可愛げのない態度を取るばかり。サイシャのように医い療りようの知識を持っているのでもない。

　けれど、ちゃんと動く手足がある。それで十分じゃないだろうか。なにかを見た時、こうして感じる心も持っている。このおじさんにも、痛いと感じる心がある。

　──だって、同じ人間だよねえ。

　立ち上がって、今度は部屋の隅に近づく。

「できることを、ひとつずつ」

　排泄物が溢あふれかけている容器の前に立つと、うっと吐きそうになるくらい強きよう烈れつな臭においがした。まともに正視もできない。

「笹良の望みは、お兄様たちのもとに生きて帰ることだ。きっとこの人たちにも……いつか帰りたいって願う場所があるよね？」

　気合いを入れ、密かに呼吸をとめて、えいっと容器を持ち上げてみる。運べる手がある。やれることが目の前にあるんなら、なにも惜おしむ理由なんてない。偽ぎ善ぜんや偽悪が云うん々ぬんっていう難しい問題でもない。言葉が伝わらなくたって、手が伝えられる。『手伝う』って、こういうことなんだと思う。自分のために、人のために。それだけがすべてだ。

「これって、乙女の嗜たしなみだ！」

　やべえっ、張り切って持ち上げたら転びかけた。

「冥華」

　ヴィーは顔色を変えると、乱暴にゾイを押しのけて近づいてきた。笹良は首を振った。

「大丈夫、仕事、手伝える！」

　手は、汚れたら洗えばいいし。王の冥華、そう呼ばれるだけでガルシアに特権を与えられ、貴重な水を使える。悲しいほど甘やかされた身だ。

　いや、実はあまりの悪あく臭しゆうに涙が出てきた。というか、目眩がしてきたが。

「でも、笹良はここに来てから、なにもしてない。このままじゃ嫌だ」

　目眩を堪こらえて歩き出そうとした瞬間、突然誰かに容器を取り上げられた。

「えっ？」

　娼船で笹良が指名した緩いウェーブヘアの奴隷が硬い表情を浮かべてこっちを見下ろしていた。ちょっと胸が苦しくなった。この人もここに連れてこられていた……。

「か、返して。自分にもできることがあるって、ヴィーたちにわかってほしいから」

　とっさに日本語で頼たのむと、ひどく真剣な目でじぃぃっと見つめられてしまった。

「な、なに？」

　まさか、やる気か？

　意識をさりげなく戦せん闘とうモードに切り替えた時、今度は娼船で反抗的な態度を見せていた白髪の奴隷が立ち上がった。

「あっ、白髪もいた」

　彼はひょいっとウェーブヘアから容器を奪った。許可を得るようにゾイへ深く頭を下げ、すたすたと部屋を出て行ってしまう。扉とびらを出る瞬間、彼は一度だけちらっとこっちを振り向いた。その目がなんだか呆れているような、面白がっているような色を宿していた気がした。

「って、仕事を横取り!?」

　茫ぼう然ぜんと白髪を見送っていたウェーブヘアが、こっちに視線を戻した。自分の腕でそっと笹良の汚れた手を拭う。

「む」

　ヴィーだけじゃなくて、ここの人たちにも容器を運べないくらい弱々しいと思われているんだろうか。ちょっと切ない。

「手伝う。できる、ある。邪じや魔ま？」

　ウェーブヘアはなにも言わず、ただ小さく首を振ると、丁てい寧ねいな仕草で笹良の背を押し、ヴィーのもとへ行くよう急せかした。嫌、嫌、と足を踏ふん張り抵抗したが、なぜだか必死な目で「行きなさい」と訴えられる。

「馬鹿ちび！」

　いきなりヴィーに怒ど鳴なられて、ぎゃっと飛び上がってしまった。

「びっくりした！　なんで怒おこるの!?」

　むきぃっと歯を出し、反論すると、今までで一番きつい目で睨まれてしまう。怖え！　負けた。

　慌てて逃げようとしたものの、ほんの一歩踏み出しただけであっさり捕まった。いつもより乱暴な手つきだ。やっばい、マジ激怒している。

「おまえは阿あ呆ほなのか？　挑発に容易く踊おどらされて無む謀ぼうな真似をするな！」

　剣けん幕まくに、縮こまってしまう。ヴィーは荒っぽく上着を脱ぎ、それを笹良に被かぶせた。

「どこまで単純なんだ。少しは考えて行動しろ」

　などと次々暴言を吐きながらも、大きな服に戸惑う笹良の手をその裾で執しつ拗ようというほど繰り返し拭う。ヴィーの服までも汚れてしまうけれど、いいのか？

「ちょ……、挑発、違う」

　挑発っていう言葉の発音、難しいな！

「いちいち反はん抗こうするなと言っているんだ！」

「違う。ヴィー、言う、届く、考える」

　ヴィーが口にした言葉、ちゃんと胸に届いて、色々と考えたのだと言いたい。

「来る、ココ」

　またここに来てもいい？　って尋ねたい。

　天使の微笑を装よそおってみたが通用しなかったらしく、ヴィーはさらに目を怒らせて盛大に舌打ちした。

「真に受けて奴隷と交わろうとする馬鹿がどこにいる！　違うだろうが。助かりたくば他に言うべきことがあるはずだ」

「他に……？」

「なのにおまえという馬鹿娘むすめは！」

　ヴィーは一度ゾイに鋭い視線を投げた。すぐさま、か弱い美少女たる笹良に中指と薬指、二本も使ってでこぴん攻撃をかました。

「痛いっ」

　反撃の体勢を取った瞬間、再び額を弾はじかれる。

「痛いってば！」

　ヴィーは舌打ちし、怒りをこめて低く唸うなった。

　なんだろう、さっきの、助かりたくば他に言うべきことが、って言葉は。

　じんじんと鈍い痛みを訴える額を押さえながら、急いでその意味を考える。笹良になにかを言わせたいらしいというのは確実だ。単に謝罪ってわけじゃない、気がする。

　つまり……笹良は彼らに、なにかを疑われている？

　だとしても、なにを？　さっぱり思いつかない。

「ヴィー？」

　戸惑いとともに呼びかけると、彼は憤いきどおりが滲む手つきで笹良の肩を摑んだ。

「一人だけ、底の中でも清潔そうな顔をしやがって。腹の立つ餓鬼だ」

　その荒んだ物言いに、どきっとした。こっちの怯えが伝わったらしく、ヴィーはやっと溜飲を下げたように薄らと笑った。

「だいたいこいつらはな、どれほど同情しようが今日の食い物のためならなんの躊躇ためらいもなくおまえを殺すぞ。冥華だとて、同じ境きよう遇ぐうに立てばそうなる。浅はかな甘さも、その時ようやく他者を葬ほうむる毒へと変わるだろうよ。それが唯ゆい一いつの真実だ。罪悪よりも飢えと痛み、人を動かすのは獣の心のみ」

　厳しい台詞せりふに気け圧おされそうになりながらも、ヴィーの顔を見上げる。そこで、静観していたゾイが小さな吐息を落とした。

「やめろヴィー。どうやら冥華は本当に……なにも知らぬし、関わってもいない」

　ゾイは一瞬だけ、可哀想なものを見るような目を笹良に向けてきた。戸惑ってしまう。なんで皆、そういう眼差しをするんだろう。

「これが、ただの憐あわれな娘だって？」

　ヴィーは怒った声で言い返した。

「少なくとも今はそうとしか見えないが。ギスタも同じように判断していた。冥華は謎なぞめいているが、それだけだと」

「じゃあなにか？　この餓鬼は単なる純じゆん粋すいな親切心で奴隷どもに手を差し伸べたと？　おかしいじゃねえか、仮にこれがどこかの貴人の娘とするなら、なんの意図もなく奴隷に同情するか？」

「……稀まれなことだが、ないとも言えぬのでは？」

「いいや、餓鬼だろうが老いていようが──そんな人間がいるものか。いて、たまるか」

「ヴィー、いい加減にしろ。そもそもそんな話をするためでは──」

　笹良はぽかんと二人の姿を見つめた。

　えっと、この会話ってどういうこと？

　なにかを白状させるため、ここに笹良を連れてきたのは間違いないようだけど。

「今回の、カシカとひげもじゃ海賊の一件が関係してる？」

　ぽそっと口の中で呟く。もしかすると別の件という可能性もあるけれど……それ以外の理由が思い浮かばない。ともかく、恐ろしい光景を見せて脅せば、笹良のように軟弱な小娘は簡単に口を割るはずだと二人は考えた。この推測で合っているだろうか。

　ところがだ。笹良の反応が斜ななめ上というか、予期しないものだったせいで、だんだんと話が違う方向にずれてきているみたい。ヴィーがやけに感情的になり始めている。

　どうやら、この人たちに同情したのが許せないらしい。

「人とは餌えさのためにどうとでも変わる。誰にも救えるものか。欲のみが、力だ」

　ヴィーは冷えた口調で吐き捨てた。

「欲っていうか、それを感じる心全部が、力なんじゃ……？」

　どきまぎしながらそっと言い返すと、怒りに輝かがやく目で睨まれる。

「おまえの言葉などわかるか！」

　そうだった、日本語では伝わらないのだ。頭を悩ませ、ゆっくりと異世界語を舌に乗せる。

「心、力」

　片言では説明しにくい、そう思って、自分の胸を一度、とんと叩き、次にヴィーの心臓の位置に両手を当てる。

「ヴィーがなにを怒っているのかよくわからないんだけど……笹良が特別親切とか優しいってわけじゃないよ。怪我をしている人を見たら普通は手当てしなきゃって思うし、そこで役に立てたらちょっと嬉しいってだけだもん。笹良ってさすが乙女！　って自分を褒められるし」

　こう感じるだけで、深い思おも惑わくなんかない。

　ヴィーは眉み間けんに深い皺を寄せながらも、ジェスチャーを交えた笹良の言葉に耳を傾けていた。

「皆もだいたい同じことを考えるよね？」

　中には残酷な人もいるから、全員がそうとは言えないが。

「それに、ええと、ヴィー、親切」

　優しいって、思う。皮肉王だけど！

「さっき、飢えと痛みがどうこうって話したよね？　笹良、ここに来て以来、優しさに飢えていたもん。ヴィーが、満たしてくれた」

「なにを言ってる」

　大切なことを教えてくれたのはヴィーなのに、本人がわかっていないなんて。

　あの嵐あらしの時。寂しくて泣いていたら、そばにいてくれた。すきま風が吹く心を包んでくれた。一人きりだったらたぶん今もうずくまったままで動けずにいただろう。

「だから、ヴィー、大事な人」

　ヴィーはそこで、一歩引いた。

「──馬鹿らしい。そんなもので、腹が膨れるか……。嘆なげく者には鞭むちを与え、慈悲を乞こう者から命を搾さく取しゆする。この世の摂せつ理りに違いねえ。俺は阿呆のように潰されるなどごめんだ。愉ゆ楽らくを望むのなら、それを手中にしている者を引きずり落とせばいいだけのこと」

　彼は腕を伸ばし、笹良の襟えりを乱暴に摑んで引き寄せた。殴られるのかとびくつく反面、切なさがこみ上げてきた。ヴィーはひょっとして、つらい毎日を送ってきたのかな。海賊として生きていくしか道がなかったのかもしれない過去が、激しい言葉の裏に覗いている。

　家族に守られて生きてきた笹良には想像できないような、過か酷こくな日々だ。

　ヴィーは暗い感情に取り憑つかれた顔をしている。

　でも、未来の行方ゆくえはこれから自分の意思で決めていける。

「糞の塊かたまりに希望があるとでもいうか。這はい上がれぬなら手足など無用、正義を求める目など抉えぐってしまえ。鼻は宝を嗅かぐためだけにあるのさ、口は女と餓鬼の血肉を貪むさぼるために」

　怒りに濁るヴィーの瞳を変えたかった。彼の目は、ちょっと冷たそうだがとても澄んだ奇麗な空色なのだ。

「食くらい尽くせ、この世界。俺はくだらぬ憐れみなどいらぬ」

「──希望！」

　笹良は叫んだ。目に見えない言葉を指で摘つまみ、驚いているヴィーの口に放り込む。

「希望、あげる」

「──」

　笹良は次に「優しい」という言葉を手に落とした。その言葉も摘んで彼の口に入れる。ついでに「清潔」と「掃除」も入れてやりたい。「素直」とか「笹良への敬いの心」とかも。

「美味おいしい？」

　襟を摑んでいたヴィーの手から力が抜け落ちた。その隙を見計らい、さっと素す早ばやく移動して、室内を見回す。奴隷の人たちは作業の手をとめてこっちに視線を向けていた。

　ぽかんと口を開けているウェーブヘアにも「元気」という言葉を放り込んでおいた。

　笑いかけると、彼はびっくりしながらも大人しくこくんと言葉を飲み込んだ。いや、ただ単純に息を吞んだだけだと思うが、考えすぎちゃだめだ。

　近くにいた奴隷たちが身を乗り出し、どこか縋すがるような目をこっちに向けてきた。正直なところ、ヴィーとの会話の流れと勢いだけでやってしまった感があるので、気が引ける。

「まあ、いいか」

　馬鹿げていると思われてもかまわない。十四歳は、寛かん容ようだ。

　皆の口にも調子に乗って「笑顔」「楽しい」「勇気」などの言葉を次々と落としておく。

「これ以上は異世界語、わかんないや……」

　困った時、床に転がっている比石が目にとまった。丁寧に削られた丸みのある比石は、オパールのように優しく、また激しい色を宿していた。

　それを手に取り、眺めてみる。角度によって神秘的に色が変化した。光を浴びた海を抱いているようだ。きらきらとして、奇麗だった。

「確か遊色っていうんだったっけ」

　たくさんの色が石の中で揺れ、踊り、遊んでいる。毒をまとっていたとは思えない輝きだ。

「この石が、船を動かしているのかー」

　比石をぎゅうっと両手で握り締め、奴隷たちを見回す。

「毒、怖い、苦しい。石、凄い。船、動く」

　片言ってこういう時、不便だ。

「石、けぐ……んむ、けず……、削る、皆、偉えらい。つらい、できる、偉い」

　石を削ると毒をもらうはめになる。それでもこうして仕事を続けている。たとえ強要された労働であっても、彼らが磨いた比石が船を動かしていることには変わりない。

「石、ある。あなた、船、守る。皆、生きる」

　比石を削る彼らの存在なくして、船は動かない。

　ここに来てよかった。怖いけれど、知ってよかったのだ。自分が今、生きている場所のことだから。

「ありがとう。嬉しい」

　ウェーブヘアに全力で熱く見つめられ、少し動揺してしまう。

「──あなたの、名前は」

　冥華と答えるのはどうかと思う。少し悩んだ末、本名を告げることに決める。

「名前、笹──」

　答える途中でいきなりぐいっと後ろに引っ張られた。

「だ、誰が背後から攻撃!?」

　驚きつつ振り向くと、ヴィーが人の襟首を摑み、強張った表情を浮かべていた。

　まだヴィー、怒っているらしい。立ち尽くしているゾイに助けを求めて視線を送ってみるも、反応が鈍い。彼は困惑の顔を見せるだけだ。

「ゾイってばクールすぎる。見てないで、ヴィーをとめてほしい……」

　比石を投げつけて逃とう走そうするわけにもいかない。どうすれば機嫌を直してもらえるだろう。海賊の扱いって難しい。

「ヴィー」

　きらきらっと比石と並ぶほど瞳を輝かせ、愛あい想そ笑いを浮かべても、無言で見下ろされてしまう。無表情で怒らないでほしい。

「ヴィー、怒る、胸、痛い」

　腹を立ててばかりだと胸が痛くなるに違いない。さっきのようにヴィーの心臓あたりに手を置き、すりすりと撫なでてみた。手のひらに、とくとくと命の鼓動が伝わる。

　他人の鼓動を感じるとどうしてか、じんわりと心がぬくもる気がする。

　ヴィーも同じように思うこと、あるのかな。

「まだ痛い？」

　そういえば笹良もこのところ、胸が圧あつ迫ぱくされるような苦しさをよく感じる。精神的なものじゃなく、身体の不調の合図だ。また寝ね込こみたくはないので気づかなかったことにする。

「ヴィー？」

　そこまで怒らなくてもいいじゃないかと不ふ貞て腐くされかけた時、ヴィーの顔がふいに歪んだ。

「──おまえの甘さが、憎い。殺したくなる」

「ええっ。殺意を抱かれてる！」

　仰ぎよう天てんし、慌てて距離を取ろうとした瞬間、思い切り身体を摑まれた。というより、きつく抱きしめられた。

「絞しめ殺される!?」

　そんな苦痛たっぷりの死に方は嫌だ。全身に鳥肌を立て、彼の腕から逃のがれようと必死に暴れる。ヴィーってば、びくともしねえ！

　殺すなんていくらなんでも過激すぎる。今すぐ態度を改めるので思い直してほしい。

「あう」

　命の危機に震えていると、彼に身体を抱き上げられた。

「壁に投げつけるつもり、とか……、ヴィー!?　ま、待って、落ち着いてほしい！」

「……暴れるな、馬鹿姫」

　悪口に反応し、ついヴィーの髪を引っ張るという暴挙に出てしまった。血の気が引く。殺意を煽あおってどうするのだ。

「この手。この手が悪い。笹良のせいじゃない！」

「なんて顔をしているんだ。ますますもって不細工だ」

　不細工、という言葉に力がこもっている。

「比石、ぶつけてやりたいぞ」

　唸りながらも、安堵する。彼の目がいつの間にか元通りになっている。

「よかったー」

　くてりとヴィーの頭にもたれかかった。正直、恐ろしかった。とくにヴィーは、お兄様の総司をどことなく思わせる人だ。他の海賊たちより、特別。嫌われるのは寂しい。

「おまえはことごとく珍ちん奇きな馬鹿姫だ。そういう生き物だとやっとわかった。くそが」

「もう全力で馬鹿にしてる、それ」

　あしざまに言われ、腹が立つのになんだか笑えてしまう。

　身体を支えてくれるヴィーの腕があたたかいせいだろうか。

「……あれ？」

　いつもより体温が高いってわけじゃないようだ。だとすると、感覚的な部分？

「ヴィー、ちょっと腕の力、強いよ」

　あんまり強く抱えられると、動けない。ヴィーの髪をつんつんと弱めに引っ張って合図をしたが、無視されてしまう。名前を呼び、待ってほしいと頼んでみるも、無駄だった。結局ヴィーは笹良を抱き上げたまま足早に部屋を出た。ゾイが静かにそのあとをついてくる。

　ウェーブヘアに名前を伝えられなかったし、他の皆にお別れの挨拶もできなかった。部屋を出る直前に、ただ手を振るのが精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

「ああっ、この比石、無断で持ってきちゃったよ！」

「うるせえな、耳元で喚くな」

「ヴィー、口が悪い！」

　単純な自分が情けない。ヴィーと賑やかに喧嘩するうち、比石のことが頭から吹き飛んでしまった。







　三章　誓う姫たち、弄する者たち







　向かった先はガルシアが用意してくれたいつもの部屋──じゃなくて、なぜかヴィーの船室だった。そこで強制的に湯浴みをさせられる。ゾイとは一いつ旦たん、船室の前で別れた。カシカの様子を見に行ったのかもしれない。

「いいのかなあ、贅ぜい沢たくしても」

　前回より多めに湯を用意してくれたし、いい香かおりのする石せつ鹼けんまで渡わたしてくれる。

「天国から地じ獄ごくに突つき落とすつもりじゃないよね？」

　髪かみを洗いながら、しかめっ面つらをする。

「この石鹼、娼しよう船せんの女の人からわざわざ譲ゆずってもらったものみたいだし」

　アルバシュナではこういう化け粧しよう石鹼を固こ香こうっていうらしい。普通の石鹼とは違ちがって、こすっても泡あわ立だたない。

「それも当然か」

　少量の水しか使えない海かい賊ぞく船でぶくぶくと泡立つのは、かなり困るだろう。

　排はい泄せつ物ぶつが溜たまっていた容器を持ち上げたため、手にも強きよう烈れつな臭においが移ってしまい、洗いたいなあと思ったのは事実だ。あの容器はふちにも外側にも、その、汚お物ぶつがこびり付いていたしさ。

「入浴までは望んでいなかったんだけど……この固香も高級品って感じがする」

　気き遣づかいはありがたいが、素す直なおに喜べない。乙女おとめは複雑なのだ。

　着き替がえをすませて、ほうっと息をついた時、船室の扉とびらが外側からノックされた。

「終わったか？」

　身体からだを洗う間、ヴィーは外で待っていてくれたのだ。笹良は慌あわてて扉を開けた。

「……」

　見下ろされ、なぜか溜ため息いきを落とされる。

「遅おそくなりすぎた？　お湯がもったいないから、髪の毛もついでに洗ったんだよ」

　身み振ぶりで言い訳する前に、ヴィーは眉まゆをひそめて笹良の背を押し、室内に入った。

　そのまま、ずずいと寝しん台だいまで歩かされ、最後に突き飛ばされる。

「!?」

　抵てい抗こうもできずに正面から、ぽてっと寝台の上に転がってしまう。

「なにこの扱あつかい！　嚙かみ付いてやりたい……っ」

　怒ど気きを発して睨にらみ上げた瞬しゆん間かん、ばさっと布で視界を覆おおわれる。

「んむっ」

「おまえは本当に娘むすめか？　衣ころもは着き崩くずれているわ、髪は濡ぬれたままだわ……こいつめ、警けい戒かい心のかけらもありゃしねえ」

　ヴィーは可愛かわいくない台詞せりふを口にしつつも笹良の衣を直し、髪まで拭ふいてくれた。

「そんなに乱暴にされると、頭が揺ゆれる！」

　急に涙なみだが出そうになった。ぶっきらぼうな優やさしさが、再び兄の総司を連想させる。これは家族の匂においだ。それなのに、今、お母さんや総司の名前を呼んでも、決して答えは返ってこない。

　彼らの腕の中に飛び込める日は、来るんだろうか。

　そう考えて、胸がずきっとした。

　早く家族のところに帰る方法を探さなきゃ。

　ガルシアに気に入ってもらえるよう従順に振る舞まい、まずはどこかの陸を目指してもらって、それで。

　……それで、次はどうしよう？

「──そら見ろ、恐おそろしかったのだろうに、無理をするからだ」

　いつの間にか髪の水分を拭ぬぐっていたヴィーの手がとまっていた。空色の瞳ひとみが静かに笹良のしょぼくれた顔を映している。

　なんの話をされたのかと怪け訝げんに思ったのは一いつ瞬しゆんで、すぐにさっきの奴ど隷れい部屋での件だと気がつく。

「違うよ、ヴィー」

　なにより怖こわいのは、こうしてふいに甦よみがえる切ない思い出なのだ。

「そんな顔をするならな、最初から素直に大人しくしていればいいだろうが」

「どうしてガルシアもヴィーも、笹良に同じ反応を求めるの？　恐ろしいのだろう、って必ずそう尋たずねる」

「魔ま女じよの言葉はやめろと何度言えば、わかるんだ」

　不満そうに彼は呟つぶやくと、笹良の頭を片手で軽くこんこんした。痛みはない。

　この仕草、総司にもされた覚えがある。ぐっと胸が詰つまった。いきなり泣いたら、またヴィーに迷めい惑わくをかける。慌てて頭の中から総司の姿を搔かき消す。

「そうだ、ヴィー！　比石」

　明るい声を出し、帯に隠かくしていた比石を取って、差し出す。

「ついでだから、身体を洗う時に比石も奇き麗れいにしたー」

　彼らが命いのち懸がけで磨みがいたものを粗そ末まつには扱えない。

　返そうと思ってヴィーに見せたのだが、受け取ってくれなかった。

「ヴィー？」

　比石を誰だれに預ければいいんだろう。悩なやむ笹良の髪を、ヴィーが静かに指でゆっくりと梳すく。指先が項うなじに触ふれて、その感かん触しよくがくすぐったくなり身をよじると、次は首の横あたりを撫なでられてしまった。

「むず痒がゆいっ」

　長い指がまた項へ滑すべる。

「くすぐったいって！」

　なくさないよう比石をとりあえず寝台の上に置き、仕返しのためにヴィーの脇わき腹ばらをこしょっとくすぐった。すると明らかに小こ馬ば鹿かにした表情を返される。

「その反応がおかしいというに……どうしようもなく餓が鬼きだな。血迷いようもない」

　彼は自分に言い聞かせるようにきっぱりとそう言った。

「どうしようもなく、ってどういう意味！　海賊って失礼すぎる」

　脇腹をくすぐっていた手に力を込め、つねり上げる作戦へと変へん更こうしたら、すぐさま返り討うちにあい、両腕を引っ張られてしまった。体勢を保てず、ヴィーの胸に顔が衝しよう突とつする。ダメージを与あたえられて涙が滲にじんだ。

「おまえはいったい、いずれの世から来たんだ」

「え？」

　もそもそっとヴィーの胸から顔を上げると、とても苦しそうな目とぶつかった。

「冥めい界かいなどとくだらんことは言わぬだろう」

　当たり前だ。

「海の底から這はい出てきたのか？」

　馬鹿者！　笹良は海の底で人魚姫ひめに怪あやしい薬を渡す魔女か？

　怒いかりを込めて睨んだのに、彼はいつもみたいに報復しようという素そ振ぶりを見せない。苦し気な表情を浮うかべ続けている。

「笹良の住んでいた場所が気になるの？　前に伝えたよ。日本。日の国」

　様子のおかしなヴィーの服を軽く揺さぶってみる。

「本当に、なんなんだ、おまえ」

　ヴィーの両腕が背に回る。笹良は戸と惑まどった。腹を立てているようでもない。呆あきれているのでもない。だったら、なんでそんなにつらそうなんだろう。

「ヴィー、痛い？」

　もしかしてまだ胸が痛いのかな。そう気づき、慌てて心臓に耳を押し当てる。鼓こ動どうの音が少し速い。背に回っていた両腕にぎゅうっと力がこめられた。笹良は腕の中で潰つぶれかけた。苦しい。お気楽海賊王にからかわれて抱だきしめられるのとは全然違う。ヴィーが変だ！

「なぜああいう糞くそどもに慈じ悲ひを」

　糞どもって……随ずい分ぶん容よう赦しやのない表現だが、さっき会った奴隷たちのことだろう。

「望まぬ者には与えられ、願う者には与えられぬ、それが慈悲か？」

　笹良を腕の中で押し潰したままヴィーが俯うつむいた。半乾がわきの頭の上に顎あごが載のっけられる。

「いかなる選別なのだ、どのような理ことわりの配はい剤ざいだという」

　苦く悩のうが滲む声だった。そこに、かすかに恨うらみがこもっていた。

　つられてこっちも混乱してきた。あたふたと彼にしがみつく。

「痛い？　苦しい？　悲しい？　怖い？」

　とりあえず思いつく限りの質問をぶつける。

　この中でなにかひとつでも当てはまれば、対処の方法を考えられる。

　どこか痛いなら薬を。苦しいなら安静にして、悲しいなら頭を撫でる。怖いことがあるのなら、一いつ緒しよにいてあげるのだ。

「冥華、おまえはなんの化け身しんだ？」

　けしん？

　両腕で強く身を拘こう束そくされているので、顔を上げるというささやかな動きさえ難しい。

「慈いつくしみの化身か、裏切りの使者か」

　……え？

「ヴィー」

「呼ぶな」

　腕の中はこんなにあたたかいのに、声はとても苦い色を帯びていた。

「あんまり呼ぶな」

「ヴィー」

　呼ぶなと言われればつい呼んでしまうのが笹良なのだ、わかってほしい。

「……馬鹿姫」

「なに？」

　あんまりだ。人が心配しているというのに、後足で砂をかけるようなその態度！

「冥華、この海賊船で他人の情を求めるな。誰にも心を許すな」

「……なんで？」

「俺たちは相手が女だろうが餓鬼だろうが、知ったこっちゃない。だから、おまえも他人を甘やかそうとするな。その甘さがいつか命取りになる。利口にはならなくていい、だが、飛び抜ぬけてずるくなれ」

　ほんの少し腕の力が緩ゆるめられたので、その隙すきに顔を上げ、ヴィーの様子を窺うかがう。

「世界は、おまえのように甘くはない。この船が慈悲で作られていると思うか」

　彼の顔は真剣で、苦く渋じゆうに満ちていた。

　それを見ると、ついやせ我が慢まんをしたくなる。

「ヴィー。言う、ない。平気」

　──無理をして、言う必要はないから。

　ヴィーもゾイも、なにかを笹良に隠している。聞いておいたほうがいい重要な話なのかもしれない。でも、こんな顔をされたら、無理に聞き出す真似まねはできない。

「笹良、大だい丈じよう夫ぶ」

　笑いかけると、彼は目を伏ふせた。そうして、ガルシアのように手の甲こうで柔やわらかく笹良の頰ほおを撫でた。

　普ふ段だんと違う丁てい寧ねいな仕草にどきまぎした時、ふとヴィーが鋭するどい視線を扉に向けた。

「──いいか？」

　ノックもなしに開けられた扉から顔を出したのは、ゾイだった。

「なんだ」

　えらく迷惑そうにヴィーが答える。もしかしてヴィーとゾイって案外険悪な仲なのか？

　海賊たちの関係図ってまだまだ未知だ。

　ゾイは笹良とヴィーを交こう互ごに見み遣やると、不ふ吉きつなものでも前にしたかのように眉をひそめた。

　なんでそういう沈しずんだ表情をするのかと驚おどろいたが、ぎゃー！　よく考えたら笹良ってばヴィーにずっと抱きしめられているじゃないか！

「離はなすっ、変態！」

「……なんだと？」

　泡を食ってばたつくと、ヴィーの目が悪あく魔まの色に変わった。嫌いやがらせのつもりなのか、さらに腕に力を入れ、笹良をその中に閉じ込める。動けないし、暑い！

　船内は空気がこもっていて、ただでさえ息苦しいのに！

「ゾイ、助ける！」

「黙だまれ、ちび餓鬼」

「重い、潰れるっ、人の頭を顎載せ台にしちゃだめだ！」

　必死にゾイへ救いを求めたが、ヴィーに一いつ蹴しゆうされてしまった。

「冥華、おまえに話があるのだが」

　ゾイはどこまでもクールな海賊らしく、笹良たちの緊きん迫ぱくした攻こう防ぼう戦を無視して言った。

「笹良に？　ゾイから話って、珍めずらしい」

　腰こしを抱かかえるヴィーの腕を密ひそかに爪つめで攻こう撃げきしつつ、ゾイへ「なあに？」と目で尋ねてみた。

　ところが彼はすぐに話し出そうとはせず、謎なぞめいた眼まな差ざしを一度ヴィーへと向ける。

　ヴィーがいると、話せないのかもしれない。

「ヴィー、去る。消える」

　厳おごそかに命令したというのに、後ろから無言で思い切り額を叩たたかれてしまった。

「信じらんない、本気でぶった！」

　額を押さえて痛みに呻うめく笹良を解放する気は微み塵じんもないらしく、ヴィーは小こ憎にくらしい笑い声を漏もらした。

「遠えん慮りよするなよ、話などどうせおまえの愛あい妾しようのことだろうが」

　あいしょう？

「……愛称？　相性？　どっちだろ。でもこれだと文脈が繫つながらない……？」

　誤ご変へん換かんを繰くり返して悩む笹良を嫌味な顔で見下ろしながら、ヴィーが説明する。

「こいつが子こ飼がいにしているカシカのことさ」

「カシカ？」

　確かにゾイはカシカの面めん倒どうを見ているようだが、なぜ笹良に話を持ってくるんだろう。

　不思議に思った次の瞬間、顔が強こわ張ばった。

　まさか、カシカの秘密が皆みなにばれた？

「愛妾にした覚えはない」

　ゾイは律りち儀ぎにヴィーの言葉を訂てい正せいした。

　ぽいっとヴィーの腕を捨てると、笹良は慌てて寝台から飛び降り、ゾイにしがみついた。

「カシカ、どこ？」

　無事かどうか知りたい。カシカのところに連れていって、とゾイの腰帯をぎゅうぎゅうと引っ張り懇こん願がんする。彼に、至し極ごく冷静に指先で額を弾はじかれた。痛い。というかゾイ、さっきヴィーが叩いた場所を狙ねらって攻撃したな。彼だけは鬼き畜ちくとは違うと思っていたのに……、侮あなどれない。

「おまえはよくわからない娘だな。本気でカシカを心配しているのか？　脅おどされていたというのに？」

　溜息まじりに独白された。

　ヴィーにもゾイにも未知の生物扱いされてしまったものの、笹良はちょっぴり感動していた。

「嬉うれしい。ゾイってば、笹良をとりあえず普通の意味で『娘』扱いしてくれてる！」

　躾しつけのなっちゃない他ほかの海賊どもときたら、人を玩具おもちや扱いするわ、ちび扱いするわ、馬鹿って罵ののしるわ、もう処しよ刑けいものの無礼さ目白押しだ。

「ゾイ、大好き！」

　熱い思いが[image: 迸]ほとばしり、ゾイの手をぎゅっと握にぎってしまった。

「……そんなに嫌な顔をしないでほしいぞ」

　鬱うつ陶とうしげに手を振り払はらわれると、微び妙みように傷つく。

「見たままに奇き天て烈れつなのか、作り物の朗ほがらかさなのか」

「どっちも違う」

　奇天烈ではなく、清らか、純じゆん粋すい、妖よう精せい的な可か憐れんさと言い直してほしい。

　片言でそれを強く訴うつたえた瞬間、信じられないことにゾイとヴィー、二人から同時にぱしっと軽く頭をはたかれた。ありえねえっ。

「さっきから無抵抗な美少女に暴力を振るうってどうなんだ。海賊ってこれだから！」

「ギスタだけでなくジェルドまでもがおまえを、異質ではあるが警けい戒かいの対象にはならぬ存在と言っていた」

　視線で謝罪を求めたのに、非情なゾイは何事もなかったように話を進めた。

　くそー、こういう時、海賊王なら決して笹良を小突いたりしないのに！

「俺もそのように感じる。だが、時におまえの言動は」

　肝かん心じんなところでゾイは固く口を閉とざした。やきもきする。はっきり言ってほしい！

「おまえは、なんだ？」

「その質問をヴィーからも受けたばかりだぞ」

　思わずの呟きに反応したのは、ゾイじゃなくヴィーだった。

「なんだって？　おい、今俺の名前を言ったな？」

　訝いぶかしげにするヴィーを困った思いで見遣る。二人がなにを知りたいのか、どんな疑いを持っているのか。想像がつかないけれど、笹良が自分自身のことで秘密にしている重要なものなんて、ほぼないに等しい。異なる世界の日本生まれである点も、とくに隠しているわけじゃない。帰りたい、ととっくに何度も彼らに訴えている。

　もしかすると、この『異なる世界出身』という部分が最大の疑ぎ惑わくと映っているのかも。

「乙女だってこんなに主張しているのに！」

　清せい楚そに小首を傾かしげてアピールすると、二人は示し合わせたかのように虚むなしさが漂ただよう視線を向けてきた。ヴィーのようにわざとらしく深々と溜息をつかれるのも嫌だが、ゾイみたくふっと一息でなかったことにされるのも切ない。

「態度悪いぞ、二人とも！　訊ききたいことって、笹良についてだったの？　見たままとしか本当に言いようがないよ。こっちのことじゃなくて、ヴィーが言った通り、カシカの件で来たんだよね？」

　日本語での問いかけに、ゾイは静かな目で頷うなずいた。『カシカ』という言葉を拾ったらしい。

「そう、あれの今後の件だ」

　性別を偽いつわっていたという事実について話し合いたいんだろうか。

　やっぱりゾイは知っているのかな？　だとすると口止めのためにここで軽く脅し付け、拷ごう問もんでもするつもりなのか。感情に乏とぼしいゾイの顔を怖こわ々ごわと見上げる。

「……ゾイも、人の皮を剝はぐのが好きとか。それとも鞭むちで打つタイプ？」

　寒気がした。ひとまず移動し、さりげなくヴィーの背中に隠れておく。

「冥華……俺の身体を盾たてにしているだろ」

　バレてる。

　額に青筋を立てるヴィーに振り向かれ、条件反射でか弱げな微び笑しようを作ってしまった。

「こいつ！」

「ぎゃっ、離す、嫌、くぬぅ！」

　がちっと腕で首を絞しめられてしまったため、逃にげ出せなくなった。身をよじって暴れても解放してくれず、しまいにはヴィーの膝ひざに再びぼてっと転がされてしまう。

　笹良たちが激しく格かく闘とうする間、ゾイは部屋にある古びた一人掛がけ用の木き椅い子すを無造作に引きずってきて寝台の手前に反対向きに置き、見張りをする番犬のごとくどすっと座った。寝台の前ってことはつまり、ヴィーの膝の上に乗せられた笹良の正面でもあるわけで。

「ごっ、拷問はだめ！　暴力はよくない、うん、人道的に絶対いけない！」

　非道の限りを尽つくす海賊相手に人道もなにもないと思ったが、ともかく痛い目にあうのだけは回かい避ひしたい。

「なにを言っているかわからんが、逃げるな。とって食いはしない。話をするだけだ」

　ゾイは背もたれの上に両腕を載せ、淡たん々たんとそう言った。

　逃げ場を探してヴィーの膝上でぐるぐるするのをやめ、彼の言葉におずおずと顔を向ける。

「信用しきれないのがつらい……。ヴィー、万が一、笹良に危機が迫せまったらよろしく」

　ぽぬんとヴィーの腕を軽く叩き、「守りたまえよっ」と頼たのんでおく。それから、真剣に話を聞くためきちんと座り直す。胡座あぐらをかいているヴィーの膝上に、笹良も真似て同じポーズを取ったのだ。

　真後ろから盛大な溜息が聞こえ、笹良は密かに笑った。ヴィーはやっぱり優しい。

「それで、話、なに？……カシカに、よくないことでもあったの？」

　尋ねると、ゾイはふうっと息を吐はき、背もたれに載せている自分の腕に顔を預けて、気け怠だるげにちらりとこちらを見た。

「先ほど奴隷部屋を見ただろう？　比石の研けん磨まは確実に命をすり減らす。毎日己おのれの身体に毒をすり込むのと変わりない」

「うん」

　暗い気持ちになった。ガルシアに強制されたためとはいえ、娼船で奴隷を指名したのは他でもない自分なのだ。彼らはあの劣れつ悪あくな部屋に連れられ、比石の研磨を命令された。

「……笹良が、選んだせいで」

　心が落ち着いた今、取り返しがつかないことをしたんだと、ようやく気づいた。

　向こう見ずだった自分の振る舞いが猛もう烈れつに恥はずかしくなる。「仕事を手伝おう」なんて軽々しく考え、へらへらしながら彼らに声をかけてしまった。そんな実のない言葉より、「海賊船からの解放」という行動を起こすほうが、現実的にどれほど救いになるだろう。

「毒に冒おかされ、死者が頻ひん繁ぱんに出る。ゆえに奴隷は定期的に仕入れなければならない」

　仕入れって──ひどい表現だ。物品でも入にゆう荷かするような。差別が当然のものとしてまかり通る世界なんだと、つくづく思う。あからさまな不公平に誰も疑問を持たない。

「そんなの嫌だけど……どこの世界にも、不公平ってあるか」

「冥華、どうした？」

「うん」

　ぼんやり頷きながら、考える。もとの世界も、不公平は当然のように転がっていた。貧しい国。裕福な国。流れる時間は平等であっても、笑っている人もいれば泣いている人だっている。それぞれの生き方は大きく違う。笹良のように見知らぬ世界に落っこちる人もいれば、いない人も。俯き、家族のいる故郷に思いを馳はせる。帰りたい。

　──けれど笹良には、自分が選せん択たくしたこと……連れてきた奴隷たちの今後について責任があるんじゃ？

　頭が痛くなってきた。難しいことだらけだ。

「──また船の戒かい律りつを破った者も、他の者への見せしめとして、奴隷どもと同様の生活を与える場合がある」

　ゾイの説明に身体が強張った。あのひげもじゃ海賊も、いずれは毒に冒されるのだ。そういうやるせない立場に追い込んだのは、笹良だ。たとえカシカを救うためであっても。

　恨まれるだろう、ってヴィーは言っていた。恨まれる。そうかもしれない。

　弱い者を暴力でねじ伏せ、従わせようとする卑ひ劣れつなやつは嫌きらいだ。同情の余地なんてこれっぽっちもないと思う。

「なのに、なんでこんなに鼓動が速くなるんだろ……」

　自分の振る舞いが思わぬ波は紋もんを広げ、どんどんと悪いほうへ流れていくみたいだ。

　王の冥華。その言葉は日を追うごとに重さを増す。

　──そういえば女の人が言っていた。何人目の冥華かって。

　これまでに、笹良と同じ境きよう遇ぐうに立たされた女性が存在したっていう意味？

　その女性たちは、どんな結末を迎むかえたんだろう。

　真実を知るのが怖い。

「冥華、大丈夫か？　具合がよくないのか」

　ゾイに名を呼ばれて、はっと顔を上げる。視線をちゃんと合わせられない。思い出したようにしくしくとお腹なかが痛み出す。話に集中できず、考えがむやみに飛び跳はねてしまうのも、体調の悪さが原因だろうか。

「ううん、平気。それで？」

「カシカの傷は大方癒いえた。あいつは冥華に傷を与えたため、奴隷部屋に移される」

「──え？」

　一瞬、呼吸を忘れた。散さん漫まんだった意識がようやくカシカだけに向かう。

「な、なんで!?」

「おそらくは明日にでも」

「明日って！　どうして急にそういう話が？」

　笹良は無意識に首を押さえた。以前、カシカに斬きられた場所だ。今はもう傷なんてほとんど見えない。この程度の浅い怪け我がだったのだ。

　これほどの大事になる話だったなんて想像してもいなかった。

　なぜならカシカは既すでにひどい制せい裁さいを受けている。解決したと思っていた問題が、再びこうして忍しのび寄り牙きばを剝むく。

「待って、それならグランはどうなるの？」

　グランの名に、ゾイは軽く首を振った。

「やつの場合とはまた話が異なるだろう。カシカは意志をもって王が寵ちよう愛あいする冥華を襲おそっている。不ふ手て際ぎわでおまえから目を離しただけのグランとは、並べられない」

　ゾイの言葉に一瞬、なにか矛む盾じゆんのようなものを感じた。いや、矛盾というより、疑問のような──でもカシカの問題ですぐに頭がいっぱいになる。

「軽けい率そつな行動を取った罰ばつさ」

　ヴィーの辛しん辣らつな言葉が胸に鋭く突き刺ささった。

　振り向くと、意外なことに、軽けい蔑べつの色が滲むヴィーの冷たい視線は真っすぐにゾイを貫いている。笹良にあてた言葉じゃなく、ここにはいないカシカへの嫌味らしかった。

「どうして今いま頃ごろ、カシカ、罰？　ガルシア、約束、許す、した」

　身の震ふるえを堪こらえるために強く拳こぶしを握り、慎しん重ちように尋ねる。

　そうだ、カシカに暴行した時、ガルシアは口頭でしっかりと約束してくれたじゃないか。

　カシカを許すって。

　なのになぜ傷が癒えた頃になって奴隷部屋に連れていくという理り不ふ尽じんな話が持ち上がるのだ。

「おかしいよ、そんなの」

　納なつ得とくできず、ゾイを睨みつけると、明らかに侮ぶ蔑べつがこもった眼差しを向けられてしまった。

「ここをどこだと思っているんだ？　世間知らずの小娘が集つどう茶会だとでも思っているのか」

「でも、約束っ」

「おまえとの誓ちかいに、どれほどの効力がある。我らの戒律のほうが重要に決まっているだろうに」

「なにそれ！」

　憤ふん慨がいして立ち上がろうとする笹良を黙らせるためにか、ゾイはぱちぱちっと何度も指を鳴らした。出で端はなを挫くじかれてしまい、消化不良のまま、渋しぶ々しぶヴィーの膝に座り直す。

「わからないか、どのような感情を持っていようが冥華は現実として、王に目をかけられている。その冥華が怪我をする。大げさに首に包帯を巻き、いかにも何者かに襲われたのだと皆に見せつける」

「見せつけた、わけじゃ」

「王は当然、冥華を虐しいたげた者を罰さねばならない。そうせねば下の者にしめしがつかぬ。見み逃のがせば、王が怯きよう者しやと侮られる」

「ガルシアが……なに？」

「おまえの立場の問題などどうでもいい。あくまで王の立場が重要なんだ」

　ゾイの端たん的てきな指し摘てきに、傷つけられた気分になった。

「冥華が王に特別の扱いを受けるのはまだ、許される。女であり、またその異質さゆえにな。だが、カシカは船員だ。ここで確実に罰さねば、いずれ皆の間で不満が募つのる」

「罰」

「狭せまい船内だからこそ、明確な線引きが必要とされる。貴族界よりも戒は厳しい。いや、過剰というほどでなくては、癖くせのある荒あらくれ者どもを到とう底てい従わせられない」

「だけど、そこまでしなくても」

　反論したとわかったのか、ゾイはすぐさま首を振った。

「強き者を飼い馴ならすには、情のみでは不可能だ。胸をかき立てる凄すさまじいなにかがなくては」

　畳たたみ掛けるように諭さとされ、言葉に詰まった。

「確かに王は許すと言ったさ。だからあの場では冥華の願い通り引き下がっただろう。しかし、たかが二、三発、カシカの顔を殴なぐった程度ですまされると思うか？」

「それは……」

「王から冥華へ施ほどこしをするのならばかまわぬ、その逆の場合は、どうだ。他愛たわいない願いならよかろう。だが、戒に触れるものまでもとなると許容できるはずがない」

　厳しい声が、ざくざくと胸を刺す。

「おまえの願いはいかなるものであれすべて叶かなえられる──そんな世よ迷まいい言が皆に広まってみろ、反感が募るだけでは終わらぬ。暴動が起きても不思議はない」

　理詰めで冷静に説明され、もうなにも言えなくなった。

　しがらみ、という言葉が身体にまとわりついているようだった。笹良の世界も、海賊界もこういう面は同じなんだ。

　公平な地面じゃなくても、高い場所、低い場所にそれぞれ佇たたずむ人たちの間には、守らなきゃいけないルールの河が流れている。

　笹良みたいに、ただ嫌だとか許せないっていう感情だけで物事は決められない。そういう無責任な真似をすれば、もっともっと不公平なことが増えてしまう。

「……なんであの時に教えてくれなかったんだよう」

　つんと鼻の奥が熱くなった。

　教えてもどうにもならないってガルシアも他の人たちも思っていたんだ。──そして笹良自身、あの場面で話を聞かされたとしても、最終的には暴力行こう為いを見ていられなくなってガルシアをとめたに違いない。

　自分に対する悔くやしさと、彼らに対する寂さびしさが混ざり合った。

　どうして皆のように深いところまで考えることができないんだろう？

「で、おまえはその話をわざわざ冥華に聞かせて、なにをしたい？」

　ヴィーの声が頭上から降ってきた。同時に、のすっと頭頂部に重みが加えられる。ヴィーが腕を笹良の頭に載せたらしい。肘ひじ掛かけにしちゃいけない、といつもならご立腹してどつき回すのに、身体の強張りが解けず、なにもできない。

「さあな。ただ興味が湧わいただけさ。なにしろ王の冥華は、予想外の展開を巻き起こす名人のようだから」

「……え？」

　頭頂部の重みと戦いつつ、んぐぐっと顔を上げ、ゾイに視線を向ける。彼は腕を軽く背もたれに預け、両手をぶらつかせていた。

「おまえは不可思議な娘だ。普通ならば、とうに嬲なぶられ殺されているだろうが、その言動があまりに馬鹿らしく幼よう稚ちなためか、気力が確実に削そがれる」

「それ絶対褒ほめていないぞ、ゾイ……」

　背後のヴィーまでもが小馬鹿にした笑いを漏らし、乱暴にぽぬぽぬっと笹良の頭を叩いた。

「まったくだな。こいつの相手を本気ですると、こちらまでもが最高の愚おろか者に思えてくる。猫ねこやなにかだと思えば、殺す気も失うせるというものさ。下等な獣けものに理を説いてもな」

「下等な獣!?」

　猫は可愛いじゃないか、馬鹿にするなっ。

「というか、この場合の下等な獣って、もしかしなくても笹良のこと？」

「なんだ、一人前に落ち込んでいるのか、冥華」

　くいっと顎を持ち上げられ、背後から顔を覗のぞき込まれた。楽しげな空色の瞳が憎たらしい。

「意地悪すぎる……、首！　首、折れるっ」

「ようやく反省という言葉の意味がわかったのか？」

　ヴィーは薄うす笑わらいを浮かべた。海賊ってどうして他人をいたぶる時、こうも意気揚よう々ようとするんだ！

　顎を押さえる指を振り払い、二人を交互に見つめる。

「笹良……、動く、いい？」

「いいもなにも、おまえはいつだって好き勝手に無む謀ぼうな行動を取るだろうが」

　ヴィーのやけに迷惑そうな言葉に、少しだけ気分が軽くなる。

　褒められたわけじゃないし、むしろ嫌がられているというのに、気力が復活するなんて変な話だけれど。

　仕方ないのだ。笹良は未来の展開を先読みできるほど器用じゃない。自分が立っている場所で許せないと思う出来事が起これば他のことなんか考えられず、それを阻そ止しするためだけに動いてしまう。

　今、カシカの処遇についてを聞いてしまった。どうにかして回避する方法を探したい。

　無意識に唇くちびるを嚙かみ締しめる。毎度毎度、同じ手段しか使えないという情けなさがこみ上げる。

「──結局は王様に頼むしかない。ここは、海賊たちの王国なんだもの」

　普通にお願いしてもだめに違いない。『おまえの願いはいかなるものであれすべて叶えられる』……そんな世迷い言は許されないって、ゾイが忠告をくれたばかりだ。

「カシカを奴隷部屋に送らずにすむ正当な理由が必要で……」

　いや、必ずしも正当である必要なんかない。

「そう見せかければいいんだ」

「悩むだけ無む駄だだろ。おまえの特技は、奇き怪かいな言動で相手を脱だつ力りよくさせることじゃねえか」

「ねえ、ヴィーって笹良をどんなふうに見てるんだ！」

　悪態つき放題のヴィーへのお仕置きは後回しだ。

　どうすればガルシアをその気にできるだろう。

「待てよ、カシカだけじゃなくて奴隷たちの環かん境きようもなんとか改善したい」

　でも、比石の研磨は誰かがしなくてはいけない仕事で。

　腕組みをしてぶつぶつ呟いていた時だ。

「──取り込み中か？」

　笹良も、ヴィーたちも、はっと振り向いた。

「三人で悪わる巧だくみの最中なのかね」

　入り口の壁かべに寄りかかり、面おも白しろそうな顔をしてこっちを眺ながめる青い髪の人。

　この船の王様である、ガルシアがそこにいた。







　ヴィーやゾイまでガルシアの気配に気がつかなかったというのは意外だった。

「ガルシア、来る、だめ」

　ヴィーの膝から慌てて飛び降りてガルシアのほうへと駆かけ寄る。きちんと計画を立てるまで接近禁止！　という思いを込めてガルシアをぎゅうぎゅうと押すも、彼は動こうとしなかった。

「さぁて。どのような謀はかりごとが進行中なのかな」

「なにもない。三人でおしゃべりしていただけだよ！」

「おまえは確か、気分が悪いと言って飛び出していったと思ったのだがな、俺の記き憶おく違いか？」

　笑え顔がおで心臓に悪い嫌味をちくちくと言わないでほしい。くそー、体当たりで懇願するしかない。

　腰帯を両手で摑つかみつつ、きりりと勇ましくガルシアを見上げる。

「ガルシア、悪！」

「へえ？」

　叱しつ責せき口調で訴うつたえたのだから、少しは動じてほしいのに、野や蛮ばんな海賊たちの頂点に君臨する王様は手強かった。

「約束、破る、悪」

「なんの約束だ」

　とりあえず「カシカを許すって約束をした。なのに破るなんてひどい！」という点から攻撃してみる。

「許す、カシカ。約束」

「カシカ？　なぜ今頃その話を蒸むし返す」

　こっちには解決したと見せかけておいて、実際は水面下で非情な決断を下しているからじゃないか。

「ガルシア、許す、約束、した。なぜ、カシカ、奴隷、部屋、石」

　精一杯「怒おこっている」という厳しい表情を作り、ガルシアの出方を窺う。

「ふうん」

　彼の視線が笹良からゾイたちへと移った。

「奴隷部屋の件を誰かがおまえに吹ふき込んだらしいね」

　話を曲げられた上、なんだか精神的にこっちの立場がとても不利になったような気がする。

　ヴィーは一いつ切さい関係ありませんという素そっ気ない顔をし、ゾイはいつも通りのなにを考えているのかわからない態度で静かにガルシアの視線を受け止める。頼たよりにならない二人だ。援えん護ごしてくれる気はないのか？

「が、ガルシアっ、約束、破る、いけない」

「破ってはいないな。おまえの言う通り、カシカを許しただろうに」

「噓うそ！」

「噓なものかね。おまえはカシカが殴おう打だされるのが我慢ならなかったのだろうが。ゆえに、俺は手をとめた──あの場ではな」

「……ひねくれてる！」

「今度は俺の問いに答えてもらおうか？　おまえは不調を訴えていたのではなかったか」

　すぱっと切り返されてしまい、崖がけっぷちに立たされている気分になった。

「心配して駆けつけてきたら、これだ」

「どこが心配しているの!?」

「俺の目を盗ぬすんで逢あい引きとはなんとも心憎い。おまえは誰のものなのだったか」

「笹良は笹良のものだって！」

　相手の話術に惑まどわされてどうする。急いで反はん撃げきしないと。

「カシカ、許す」

　まずは彼女の安全を守るという点を優先したい。奴隷たちが置かれている過か酷こくな境遇面の改善についてはそのあとだ。

　カシカは、女の子だ。贔屓ひいきかもしれないけれど、女の子がたった一人、奴隷部屋に入れられるのはあまりにも厳しい。

「ガルシア」

「だめだ」

　次の言葉を紡つむぐ前にあっさりと却きやつ下かされ、一瞬きょとんとしてしまった。

「な──なぜ！」

「なぜもなにもない。よいか、ササラ。あの程度の懲ちよう罰ばつですむと皆に思われてみろ。身が危険にさらされるのはおまえだぞ。皆、思うだろうなあ──多少の暴行をおまえに加えたとて、深刻な問題にはならぬと。軽い懲罰で解放されるとなれば、おまえも一応は娘、その面めん妖ようさに皆が見慣れた時、果たしてなにが起こるだろうな？」

「──ガルシア、それって間違いなく脅きよう迫はくだよね？」

　なんて口達者なんだろう。探さぐられたくないところをピンポイントですかさず攻撃してくる。こちらを見下ろす瞳は心を明け渡してしまいたくなるほど、甘い。だけど本当は、途と方ほうもなく冷れい酷こくだ。

　ガルシアの言葉は要するに、自分の身が可愛いと思うなら、余計な手出しをするなって意味じゃないか。

「……ガルシア、許す！」

　笹良は食い下がった。簡単には諦あきらめられない。

　自分の行動によってカシカの今後が大きく変化するかもしれないのだ。

「ならぬと言っている」

　一刀両断の拒きよ否ひ。鳥とり肌はだが立った。

　どうする、どうしたら頑かたくなな海賊王の気持ちを変えられるの。

「……王。先ほど、痴しれ者に冥華が襲われかけたのを、カシカが救ったそうですよ」

　ヴィーが絶ぜつ妙みようなタイミングで会話に参加した。

　──援えん軍ぐんを喜ぶ一方で、ゾイの話を聞いた時と同じような淡あわい矛盾を感じた。今はそれを突き詰めて考える余よ裕ゆうがない。ガルシアの決断を覆くつがえすことのほうが重要だ。

「ヴィー、さすが！」

　そうか、カシカが笹良を助けたということにすれば、恩おん赦しやという形で今回の奴隷部屋行きは帳消しになるじゃないか。

　たとえ屁へ理り屈くつだとしても、皆に納得できる理由があればいいんだから。

　胸を撫で下ろした直後、別の問題が出てくるのに気がついた。

　カシカの安全が保証されたのだとしても、悪者のひげもじゃ海賊はどういった処しよ罰ばつを受けるんだろう。

「ま、待ってガルシア。ええと、痴れ者に襲われたっていうよりも、ちょっと誤解があっただけなんだよ。ええと、痴れ者、なし」

「なあササラ。カシカを救いたいか」

「えっ？……勿もち論ろん！　救いたいけれど、ひげもじゃ海賊が」

「では、許そう」

　彼は上品な微笑を見せた。それに見み惚ほれながらも、背筋がひやりとした。嫌な予感。ガルシアの瞳に、けだものの意思が浮かんでいる。

「ヴィー、その痴れ者とは？　罰さねばなあ」

「待って!!　違う、そうじゃないよ！　もう注意したし、罰はいらない！」

「首を切り落とせ」

　残ざん忍にんな一言に、目の前が真っ白になる。

「が、ガルシア……？」

「俺の冥華に手を出せばどうなるのか、皆に示すがいいよ」

　彼は視線ひとつで、笹良も、ヴィーもゾイも嬲った。『胸をかき立てる凄まじいなにか』……ゾイが言っていたのは、これだ。このけだものの瞳のことだ。魅み惑わく的な冷酷さ。肌が粟あわ立だつ。

「一昼夜、その首を帆ほ柱ばしらに飾かざれ」

「──待ってったら！」

　我に返った。やめてよ、そんな残ざん酷こくな処置なんかしてほしくない。

「ササラ、かわいいおまえがカシカを救いたいと請こうたのだ。叶えたくば、なにかを犠ぎ牲せいにせねばな」

　くらりとし、よろめきかけた。

「どうする？　俺は寛かん大だいなのさ。今の話を聞かなかったことにしてやってもいい。だが、その場合カシカは許さぬ。カシカを救うなら──痴れ者の命は諦めろ」

「なぜ……海賊、仲間！」

　ひげも、カシカも、仲間じゃないの？

　多少馬鹿な行為に及およんだって、同じ船で寝ね起おきしている大事な仲間じゃないか。

「なんで簡単に、殺そうとするの!!」

「代わりなど腐くさるほど調達できる。面倒事を起こす愚ぐ者しやなど無用なのだ」

　ガルシアは鮮あざやかな瞳をヴィーたちへ巡めぐらせ、最後に硬こう直ちよくしている笹良を冷たく貫く。

「俺の庇ひ護ご下で航海をと志願する者は多い。前に言っただろう、俺は強きよう[image: 靭]じんなのだと。周囲をうろつけばうまい汁しるが啜すすれると浅はかにも勘かん違ちがいし、亡もう者じやのごとく群がってくるのさ。多少の危険など百も承知と抜かしてな。御苦労なことに己の仲間を裏切ってこの船に乗り換かえる愚ぐ劣れつな者も存在する。俺がいかなる者であるのか、知りもせずに──」

　明らかな嘲笑に含まれる、残ざん虐ぎやくな意思。

「ガルシア……」

　もしかして、ガルシアは。

「今、楽しい？」

　この状じよう況きようを楽しがっているんじゃない？

「選択を迫って、笹良の反応を面白がっているの？」

　それだけのために、他人の命を左右するつもりなのか。

　違うって、言って。

「あぁササラ」

　にこりとガルシアが笑った。吐と息いきを漏らしそうになるほど、甘い微笑だった。

「よくわかったな？」

　なに、この人──。

「……楽しいの？」

「愉ゆ快かいさ」

「退たい屈くつ、忘れる？」

「そう、多少は倦けん怠たい感も薄うすれるな」

　冴さえているじゃないかササラ、とひどく楽しげにガルシアは囁ささやいた。

　激しい目眩めまいに襲われる。笹良は一度瞼まぶたを強く閉ざした。海賊たちを統とう率そつするための戒律や王としての誇ほこり、笹良の身の安全──それら全部、本音ではどうでもいいのだと思わざるをえない答え。

　ただ、退屈を少し紛まぎらわせたいっていう、その欲のために！

「なにしろ船上では娯ご楽らくが乏しいからな？」

　楽しませてくれないか、と追い打ちをかけるガルシアの声が遠くなった。

　全身が引き絞しぼられたように痛くなり始める。心まで痛い。

「さて、おまえはどちらのために命いのち乞ごいをするだろう。痴れ者か、それともカシカか」

　残酷な問いかけに、息ができなくなる。

　確実にどちらかの命が失われる選択だ。引き金に手をかけるのはガルシアであっても、銃じゆう口こうの位置を決めるのは笹良になる。

「そんなの……っ、選べるわけないじゃないか！」

「冥華、なぜ迷うんだ」

　背後からかけられた投げ遣やりな声に、身が竦すくむ。ぎくしゃくと振り向くと、ヴィーが理解に苦しむといった表情でこちらを見ていた。

「カシカを救いたいのだろうが」

　当たり前の口調で告げるヴィーの存在までもが恐ろしくなる。

「皆の気を引き締めるにはちょうどいい。とくに今は女が乗っているんだ、浮かれて羽目を外す馬鹿がまた出ぬとも限らん。くだらぬ諍いさかいを起こす痴れ者は罰されるのだと、皆に知らしめるいい機会となるさ。迷う必要がどこにある」

「仲間の首を切断してマストに飾るっていう残忍な行いが、いい機会なの？」

　笹良は両手で額を押さえた。

　なぜ迷うのか、この人たちには本当にわからないのか。

　グランの処罰が行われた夜に、彼らから言われたからかいの言葉を唐とう突とつに思い出す。

　正義を重んじるため。

　娘特有の潔けつ癖ぺきさ。

　暴力が許せない。

　そういった理由で海賊の行為を非難するのかって。

　違う、違う！　もっと根本的な問題だ！

　死を軽く扱う、その心が！

　──でもなぜ、この海賊王国で、死を重んじなくてはならないのか。

　ふいに飛び込んできた自分の声に、愕がく然ぜんとする。

　わからない。死を重んじる理由が心の中で砕くだけ散る。笹良の価値観と彼らのそれは違う。ここは彼らの支配する世界だ。なら間違っているのは、こっち？

「そんな」

「ササラ？」

　ふらりとガルシアの横をすり抜け、船室を飛び出す。

　捕つかまったらもう引き返せない。そんな思いがふとよぎり、寒気がした。血が巡るように身体中を恐きよう怖ふが駆け回る。その感覚に突き動かされるように、笹良は全力で走り出した。

　振り向けない。

　振り向いたら、囚とらわれる。

　走れ。

　走らなきゃ。

　通つう廊ろうに転がる様々な物に足を取られた。何度も転てん倒とうしかけたけれど、立ち止まらずに走り続ける。途と中ちゆうで靴くつが脱ぬげ、慌てて拾いに戻もどった。片足で飛び跳ねながら靴を履はき、再び走り出す。

「──カシカっ！」

　今、彼女に会わなきゃいけないと強く感じた。

　なぜ救いたいと思ったのか、その理由がばらばらになってしまった。もう一度生み出すために、カシカに会いたい。

「カシカー！」

　お願い、返事をして。どこにいるの。

「カシカぁ！」

　大声で何度も名前を呼ぶ。

　通廊の角からランプを持った下したっ端ぱ海賊が顔を覗かせ、驚いた目でこっちを見た。

「早く、早く返事をしてよ……！」

　追いつかれる前に!!

「カシカ！」

　自分の叫さけび声で頭が痛み始めた時だ。

「──冥華……？」

　ぞろぞろと集まってきた海賊たちの隙間から、啞あ然ぜんとした表情のカシカが現れた。

「カシカ」

　驚きよう愕がくしているカシカの腕に、笹良は勢いよく飛び込んだ。
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「冥華？　なにを騒さわいでいる──」

「カシカ！　会いたかった、すごく会いたかったの！」

　有う無むを言わさずカシカの身体にしがみつき、ぎゅっと目を瞑つぶる。

　胸の中でたくさんの言葉と感情が爆ばく竹ちくみたいに弾けて、呼吸もままならない。

「あれぇ、冥華ぁ？　なにしてんの」

　やけに吞のん気きな声が聞こえた。はっと顔を上げて視線を周囲に走らせる。

　笹良の叫び声に引き寄せられた野や次じ馬うま海賊たちの間から、銀ぎん髪ぱつ美女を連れたジェルドが現れ、驚いた表情でこっちを見つめた。

「へえ、冥華とカシカっていつの間に和解したの」

　ジェルドは興味深そうに目を細め、薄く笑った。

　海賊たちが皆、いつもより怖い。ガルシアとのやりとりが原因なんだろう、心がぎゅうっと萎い縮しゆくしてしまっている。そのせいで彼らが得体の知れない不気味な存在に見える。

「カシカなんか、あんなにつんけんしてたのにさ。冥華も首を切られそうになったってのに、もう許すのか？　俺なら腕一本斬り落とすけどね」

「……ん」

　ジェルドからすぐさま顔を逸そらし、困こん惑わくしているカシカの手をぐいぐいと引っ張る。

　安全な場所に行きたい。でも海賊船の中でそんな都合のいい場所があるだろうか。ここは海の色を身に宿したガルシアが支配する凶きよう暴ぼうな王国だ。

　比ひ較かく的落ち着ける場所は……サイシャの医務室だ。あそこにはまだグランもいるだろうし、そもそも最初はそこへ行こうと思っていたんだった。

「こっち。行く」

「待てよ、いったいどこへ……」

　カシカは不ふ審しんそうな表情を浮かべながらも大人しく笹良についてきた。

「冥華、なにか様子が変だね？」

　ジェルドは進路を塞ふさぐように、身を乗り出して尋ねた。

「なんでもない」

　視線を合わせぬまま、さっと彼の横をすり抜ける。

　走って、とカシカの手を強く握り、合図する。笹良が駆け足になると、彼女も無言で従ってくれた。背中に、ジェルドの視線が突き刺さっている気がした。
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　サイシャの医務室に到とう着ちやくしたのはいいが、今日は訪ほう問もん者が多いようだった。話をするには不向きだ。

　部屋の主であるサイシャはこの時、粉薬を秤はかりに載せ、小さな鍋なべでなにかを煮に込こんでいた。

「邪じや魔ましちゃいけないや……」

　作業の様子を扉の位置からぼんやり眺めていると、気を遣つかってくれたのか、彼は一旦作業の手を止めた。身体をぼりぼり搔きつつも、病室の奥にある狭い隠し部屋に案内してくれた。

「こんなところがあったんだ」

　驚いていると、カシカは軽く肩をすくめた。知っていたらしい。

　そこはかなり狭く、雑然としていた。せいぜい四よん畳じよう程度の広さだろう。三方の壁には作り付けの棚があって、びっしりと様々な種類の小道具が詰め込まれている。ちょっと振しん動どうを与えただけでばらばらと爆ばく弾だんのごとく落下してきそうだった。

　ふと目にとまった小こ瓶びんには、手足が十本ある珍しい海洋生物が酒さけ漬づけにされていた。気色の悪さに寒気が走る。見ようによっては蜘蛛くもっぽい生き物だ。

「いや、蜘蛛とトカゲが絶妙にブレンドされた、不可思議生物……。ない。日本にはこういう生物、絶対いない。サイシャってばなんでこんなものまで大事に飾ってるの」

　気のせいだと思いたいが、人間の眼球らしきものまで瓶に保管されているような。

「見ない振りしよ」

　どれもセピア色を深く重ねているかのように古めかしいせいか、骨こつ董とう屋に迷い込んだ時と同じノスタルジックな匂いを感じた。ごちゃごちゃとしているのに、妙みように落ち着く。仄ほのかに薄うす暗ぐらいせいもあるのかな。灯あかりは、サイシャが置いていってくれたランプだけ。

　動ける場所は部屋の中央の空間のみだった。辛かろうじて座れるというくらいの狭さ。笹良は三方の棚に陳ちん列れつされた道具を眺めつつ、もそもそと膝を抱えた。カシカもぎこちない動きで笹良の前に片膝を抱え、座り込む。爪つま先さきがくっつくくらいの近い距きよ離りだ。

「それで、今度はなにをしたんだ？」

　笹良って、もしかしてカシカにも波乱を招く台風の目のように思われているのか？

「カシカ」

　名前を呼び、そのあとなにをどう話せばいいのかわからなくなって、戸惑った。

　笹良自身がわからないのだから、カシカにだってどうすることもできないだろう。

　互たがいに困惑した表情で黙り込んでしまう。

　そもそもカシカは殺意を抱いだくくらい、こっちの存在を疎うとましく思っているんだった。

　通廊で笹良がひげもじゃ海賊を撃げき退たいしたため、今までのように邪じや険けんな態度を取れなくなり、ややこしい感情を持て余しているんじゃないか。

「あ、ひげもじゃ海賊」

　気分が一気に沈んだ。そうだった。奴隷部屋についても色々と問題が山積みなのだ。

　カシカは知っているんだろうか、自分が明日、あの過酷な部屋に回されて、比石の研磨という苦く役えきを与えられることを。

　うずうずするほど知りたいはずなのに、どうしても口に出せない。なぜそんなことを訊くのかって逆に質問されたら、ガルシアとのやりとりを説明しなきゃいけなくなる。

　どちらを優先すればいいんだろう。

　カシカを？

「それとも、ひげもじゃ海賊の命を？」

「なに？　ひげもじ……？」

　カシカは不思議そうに、たどたどしく言葉を繰り返した。

　彼女が奴隷部屋に連れていかれたとしても、その場ですぐ命の危険があるというわけじゃないと思う。比石の毒は少しずつ身体を冒すとゾイが言っていた。

　きっとそれは噓じゃないはずだ。一方ひげもじゃ海賊の場合は、はっきりと命の危機に直面している。斬ざん首しゆ。しかもその首を見せしめのために、マストに一昼夜飾るという。

　なら、まずはひげもじゃ海賊の命を優先するべき？

　でも、カシカは女の子だ。

　顔立ちが奇麗だからとか、皆よりも華きや奢しやだからってこと以上に、身体の構造の違いが他の不安を招く。女性にまかせるべきではないこと、男性にまかせるべきではないことって、やっぱりあるんじゃないだろうか。単純な例として、力仕事は男性のほうが向いているだろうし。

　男女の差が、こんな場面で重くのしかかってくるなんて思いもしなかった。

「なあ……、どうしたんだよ。俺になにか話があるんだろ？」

　面倒に感じているのか、それともまだ身体の具合が思わしくないのか、カシカは気怠そうな調子で尋ねた。

「カシカ、身体、悪い？　手首、治る、ない」

　手首の怪我だってまだ治り切っていない。そこも含ふくめて不調だと主張すれば、彼女に下された罰をとりあえずは先延ばししてもらえるかもしれない。ガルシアに『奴隷部屋に行けないほど、体調が悪い』って認めさせればいいのだ。そういう消極的な期待が生まれる。

「別に」

　彼女はつんと横を向いた。

　くそっ、こうなったらここでカシカを徹てつ底てい的にボコって、しばらく動けなくさせるか？

　物ぶつ騒そうな目をカシカに注ぐと、奇き妙みような顔をされた。

「おまえって、なんなんだ？」

「その質問、何回目だろ」

　今日だけで三回は聞いていないか。ヴィーにもゾイにも言われたぞ。

「おまえのように異様な娘は見たことがない……不可解だ」

　異様とはどういう意味なのだ。笹良の評価って例外なくひどすぎないか？

「どうして誰も、窓辺に佇む可憐なご令れい嬢じようと認めてくれない……」

　荒ぶる自分を抑おさえ、カシカを見つめ返す。彼女は物もの憂うげな表情を浮かべると、薄うす汚よごれている床に視線を落とした。片膝を抱えるカシカをじいっと見つめる。

「わざわざ俺の体調を確かめにきたのか」

　カシカは皮肉な調子で唇の端はしを吊つり上げた。

「おまえに暴行を企くわだてて、殺そうとしたのに？」

　無意識に喉のどを押さえてしまったが、もう痛みはない。

「痛い、ない。平気。カシカ、痛い？」

　その件では、笹良よりもカシカのほうがよっぽど酷ひどい目にあっている。片手が不自由な状態で比石の研磨なんて、無理に決まってる。

「おまえの心配など不要だ。そんなに軟なん弱じやくじゃない」

　素っ気ない返事にめげるわけにはいかない。

「痛いと言うまで、諦めない！」

　少しでも奴隷部屋へ行く日を延ばすために。

　笹良は意気込み、身を乗り出した。こうなったら暗示でもかけてやろうか。

　耳元で痛い痛いと繰り返せば、そのうち本当に痛く感じるかもしれない。やるぞ。

「痛い。身体、痛い。休む」

「いらぬ世話だ。自分の行動のつけは自分で払う」

「痛い。絶対痛い。動く、だめ」

「しつこい」

「痛くなれ。痛いはず。痛いよね？」

「……おい」

「痛くないなら、痛くしてやる……っ」

「……鷲わし摑づかみにしたその容器でなにをするつもりだ？　早くもとの場所に戻せ、馬鹿」

　カシカは大きく溜息をつき、木板で固定したままの自分の手首を見下ろした。普通なら完治までには一ヶ月以上かかるはずだ。……身体機能が笹良の世界と同じなら。

「おまえ、もしかして責任を感じているのか？　俺が比石の部屋に行くことを知ったのか」

　鋭い。言葉に詰まり、目を逸らすと、彼女は「冥華」とちょっと怒ったような声で笹良を呼んだ。

「なぜおまえが気に病やむ」

「カシカ……女」

　恐る恐る言うと、凄まじい目で睨まれた。怒りを買うとはわかっていたが、実際それをされるとこっちも反はん抗こうしてやり返したくなる。

「余計なことを触れ回ってみろ。船長に制裁されようと必ず殺してやる」

　言わない、言わない方向で努力するので、殺害だけはやめてほしい。

「なぜ、船、乗る？」

「冥華には関係ない」

　嫌そうに顔を背そむけ、カシカは吐き捨てた。

「──おまえのせいで、滅め茶ちや苦く茶ちやだ」

　ぽつりと零こぼされた言葉に、胸がきしむ。

　笹良は望んでこの世界に落っこちたわけじゃないけれど、そういう事情はカシカに無関係なのだ。通常は女を禁きん忌きとしている海賊船。そこへ「娘」の笹良が出現する。

　美人か不細工かという容よう貌ぼうの問題はともかく、男しか乗っていない船なら当然、「女」の存在を意識せずにはいられなくなる。でも笹良には手を出せない。王様が怖いだろうから。

　カシカは皆には男として認にん識しきされているけれど、端たん整せいな顔立ちをしている。

　このくらい奇麗だったら、つい魔まが差して襲おうとする者が現れるに違いない。

　現に通路で襲われかけていたし。

「笹良の出現のせいで、カシカの存在が目立っちゃったんだ」

　情けない声を出してしまった。彼女がちらっとこっちを見る。

　最初に会った時カシカが笹良を排はい斥せきしようとしたのは、こういう心配があったためだ。

　──罪悪感なのかな、カシカを奴隷部屋へ行かせたくないって思うのは。

　女の子だと認識して、改めてカシカを見ると、その横顔はとても繊せん細さいだった。わざとだらしなくしているに違いない髪を整え、まともな服を着れば、すらりとした体型の凄い美少女に変身するだろう。

「……やっぱり、だめだ。カシカを奴隷部屋には送れない」

「あのなあ、なにをぶつぶつ言っているんだ？」

　むっとこっちを睨むカシカに、力なく笑いかける。

　男だったらいいってわけじゃ絶対にないけれど、でも。

　カシカを優先すれば、ひげもじゃ海賊の命が消える。

「どうしたらいいんだろ？」

　またその苦悩の中へ落ちていく。出口のない迷めい路ろにはまり込んだ気分だ。泣きたくなる。

　心につられたのか、身体までもしくしくと痛み出す。こんな時に、まただ。

「もう、いい。どうせ、俺は」

　カシカはひどく疲つかれた顔をして俯いた。

　投げ遣りな態度というより、深い落らく胆たんが滲んでいる気がした。比石の毒に冒されてもかまわないと諦めたのか、別の問題があってそれに疲れ果ててしまったのか。

「カシカっ」

　ぎゅっとカシカにしがみつく。

「あ、危ない……っ、棚に頭がぶつかりそうになっただろうが！　こんな狭い場所で飛び跳ねるなよ！」

「乙女、笑う、仕事！」

　可憐な乙女の仕事はひとつ、それは笑うことじゃないか。

　諦めてほしくない。事情はさっぱりわからないし、余計なお世話かもしれないけれど、悲しそうな顔を見るのは嫌なのだ。

「カシカ、奇麗！　俯く、だめっ。笹良、やる」

　まだまだできることは残っているはずだ。

　そうとも、まずはカシカとひげもじゃ海賊を取っ捕まえて、籠ろう城じよう作戦に踏ふみ込むのだ。

　ついでに奴隷の労働環境を改善したいので、彼らも巻き込んでしまおうか。

「じゃあ籠城場所は奴隷部屋で決まりだ」

　なぜならこの船は比石の力で進むという。その比石を全部かっさらって部屋にこもってしまえば、さすがにガルシアだって焦あせるに違いない！

「カシカ、大丈夫。笹良、守るっ」

　驚く彼女の手をぎゅっと握り、一緒に立ち上がった──その時。

　突とつ然ぜん、目の前が白くなった。

「冥華!?」

　膝の力が急にがくんと抜け、身体の均きん衡こうを失う。

　カシカが慌てて笹良の腕を摑み、支えてくれた。

「……え……なにこれ」

「おい、どうしたんだ！」

　意識の消失はほんの一瞬だった。ぱちりと目を開いた時には、しっかりと周囲の景色もカシカの姿も確かく認にんできた。

　けれども。

「冥華？」

　どろりと腹部でなにかが動いた。

「痛い」

　違う──そうじゃなくて、重い？

　眉をひそめて自分のお腹に手を当てた瞬間、熱いものが太ふと腿ももを伝った。

「……え？」

　笹良は戸惑いとともに自分の腰帯を緩めた。カシカは同性だ。恥ずかしがって、わざわざ場所を変える必要はない。

　よくわからない。自分の身体になにが起きているんだろう。

「冥華、おまえ」

　カシカが放心した様子で、笹良の腹部の下を見ている。

　ヴィーのところで着替えさせてもらった服は、いつもよりほんの少し上等で薄い生き地じだった。娼船の女性に頼んで、笹良に合いそうな普段着を用意してもらったのかもしれない。そのため、割合身体のサイズに合っている。下着は、ショートパンツに似たものだ。

「なんだか、太腿のあたりが気持ち悪い……？」

　なにかにひどく急せかされるような心地ここちになった。はしたない行動だとは思いつつも、ズボンの中に手を入れて太腿の内側を触さわってみる。

「……？」

　一度、身体が震えた。指先にぬるりとした嫌な感触。

　ゆっくりと指をズボンから出してみる。

「おまえ、月障期じゃないか！」

　カシカの焦った声が遠かった。

「げっしょうき？」

　なにそれ。

　自分の指先に付着した赤い色の正体がわからない。

「これ、血？」

　血だよね？

「なんで？　どうして太腿に血がついてるの」

　生理、という言葉がとっさに思い浮かばなかった。

　だって笹良、知らないもの。

　──こんなの知らない。なったこと、ないもの。

　ぐっと再び重い痛みが腹部に走る。このところ頻繁に感じていた身体の不調は、これが原因だったのか。

「痛……」

　下腹部の中でなにかがずるりと引き剝がされ、落ちていくような感覚。ぞくっとする。

「お腹が、びりびりする」

　初めてなのだ。これがなにを意味するのか、頭が働かない。

　──きっと年齢的に笹良は遅いほうなのかもしれない。クラスメイトにはとっくに初潮を迎えた子もいる。だから尚なお更さら、そういう話題を避さけていたと思う。

　自分だけがまだなんだということが不安になった時、お母さんが優しい魔法をかけてくれた。「身体の変化が遅いのは笹良の乙女度数がとても高いせいなんだよ」って。お母さんは時々、こういう変な話をして気を楽にさせてくれる。

　じゃあ生理になったら乙女じゃなくなるのって尋ねると、「大人の乙女になるんだよ」って笑ってくれて。そうかぁ、乙女度数のせいなのかと安心した。それからは、自分に言い聞かせるように、笹良は乙女だと主張し、不安や焦しよう燥そう感をごまかしてきた。

「お腹、痛い」

「冥華？」

「お母さん、どうしよ」

　こういう時のためにお母さんが買ってくれた、「身体について」の本の内容を思い出す。

　おかしいよ、初めての時って、あまり血は出ないって書いてあったのに、どうして？

「この世界に来た影えい響きようなの？」

　時間の流れもほんの少し違うアルバシュナ。

　ずれた世界に順応するため、身体にもわずかな変化が起こったのか。

　でも、でも、よりによってこんな、頼れる人がいない海賊船の中で！

「お腹、痛いー」

「おいっ」

　足に力が入らず、その場にうずくまってしまう。

「どうしたらいいの？　動けない」

　涙が出てきた。腹部の奇妙な痛みのせいじゃなくて、たまらない不安でだ。

　異世界の海賊船の中でこんな変化を迎えて、どう手当てをすればいいのか。恥ずかしさと恐ろしさが一気に膨ふくれ上がる。船医のサイシャにだって相談できない。

「怖い……っ」

「冥華、落ち着け」

「わからない、怖い、どうしよう。お腹、変」

　腹部を中心にして急激に身体がぴりぴりと痺しびれ始める。笹良の抱く恐れが、そのまま身体に跳ね返っている。

「おまえ、まさか初影か？」

　しょえい……たぶん、初潮なのか、と問われたのだと思う。何度も首を縦に振り、腹部を抱え込む。

「ちょ……ちょっと待て！　あぁ、着替えを……」

　笹良の動どう揺ようがうつったように、カシカも混乱した態度でしばらくの間狭い室内をうろうろした。なにかを思いついたらしく、慌てて部屋を出ようとする。

「行かないで、一人、嫌」

　取り残されるのが怖くて必死に呼び止めると、カシカは隠し部屋の戸を開いた状態で、振り向いた。

「すぐに戻る。おまえはここから動くな。中に誰も入れるな──」

　こちらを見下ろすカシカの頭上が突然陰かげった。

「誰を入れるなと？」

　──もう、なんで、なんで！

　微妙に苛いら立だちを滲ませた皮肉な声。笹良たちは顔を強張らせて彼を見上げた。レゲエ風の髪に、空色の瞳。ヴィーだ。

「おい……おまえ、俺を閉め出すつもりか？」

　カシカは条件反射という動きで戸を閉めようとした。それより一歩早くヴィーが手で押さえ、小馬鹿にした表情を浮かべる。

「おまえらな、なにをしているんだ。毎度毎度、あちこち探させやがって。何度逃とう亡ぼうすれば気が──」

　ヴィーのいつもの説教が、途中で止まった。

　怪訝そうに口を閉ざし、部屋の中心でうずくまる笹良を見つめる。

「すみません、冥華は気分が悪いそうで……落ち着き次し第だい、俺が連れていきますから」

　カシカは笹良の姿を庇かばうようにして、ヴィーの目の前に立った。

「おまえが？　こいつをいたぶろうとしていたのにか？」

　嘲あざ笑わらうような口調の裏に、こっちの様子を不審がる響ひびきが隠されている。

「冥華、なにをしているんだ」

　中に入ってこようとするヴィーを、カシカが腕を伸ばしてとめた。

「だめ、だめっ、来る、だめ」

　嫌だ、こんなのヴィーたちに知られたくない。

　自分ではうまく説明できない恐怖に支配され、身体が震え始める。

「来る、嫌！……お願い、来ないで、向こうに行ってよ、お願いだからあっちに行って！」

「冥華？」

　自分の声で余計に心細さと不安が煽あおられ、吐き気がした。

「どけ、カシカ。邪魔だ」

　ヴィーは軽く舌打ちをすると、遮さえぎろうとするカシカの腕を容易たやすくひねり上げ、その場に押さえ込んだ。負傷している側の腕じゃないとはいえ、ひどい真似をする。

「乱暴、だめ、来る、やめて！」

「うるさいやつだな。だめしか言えないのか」

　追いすがるカシカの腹部を軽く打ち、しばし動けないようにしたあとで、ヴィーはこちらに視線を向けた。

「カシカになんてことをするの!?」

「傷は与えちゃいない。おい、物を投げようとするな」

「こ、来ないで、ヴィーなんか向こう行け！　嫌だったら。こっち来ないでっ」

　身体が重くてぱっと立ち上がれない。前を向いて座りこんだ体勢のまま後方へ逃れようとするも、この部屋の狭さは致ち命めい的だった。

「騒ぐな、お姫さん。迎えにくるのが遅いと散々文句を垂れていたのはおまえだろうが。望み通り来てやったんだ」

「いい、遠慮する！」

　これほど必死に首を振って「来ないで」と訴えているのに、ヴィーはたった一歩で距離を詰め、笹良の前に片膝をついた。

「遊んでいないで、来い。──どうした、その指」

　尋ねられて、はっとした。

　太腿を伝った血に触れてしまったせいで、指先に赤い色が付着している。

「おまえ、怪我をしたのか。見せな」

「違う！……いい、かまう、ない！」

　指を背に回して隠し、身を縮める。

「わけがわからん。威い嚇かくするなって。なにを企たくらんでいやがる」

　呆れた顔をしたヴィーが、ふと瞬またたき、笹良を凝ぎよう視しした。

「……おい？」

　気づかれたくない、本当に嫌だ。

　涙が浮かんできた。それをぐいっと乱暴に袖そでで拭い、ヴィーを思い切り睨みつける。

　ヴィーは異変を感じ取ったのか、戸惑った表情を浮かべた。

「血の臭いだなぁ」

　またもうひとつ、戸の前に新しい人ひと影かげが現れた。全身が粟立つ。今一番会いたくない人──ガルシアだった。

「──王」

　ヴィーってば、王様まで連れてきていたのか！

　耳を澄ますと、病室のほうからサイシャをからかうジェルドの楽しげな声まで聞こえてくる。笹良は身投げしたい気分になった。

　海賊って、どうして揉もめ事とか事件に鼻が利きくのだ。

「ササラが原因か？」

　ガルシアは青い髪を緩くかき上げ、隠し部屋に入ってきた。ヴィーが静かに腰を上げ、彼に場所を譲る。

「来る、禁止！」

「なぜ？」

「ガルシア、嫌！　お願いっ」

「おまえの我が儘ままは散々叶えた。もう十分だな？」

「意地悪を言わないで、そこをなんとか、あと一回だけ叶えてよ！」

「──ササラ？」

　にこやかに微笑していたガルシアの目が、わずかに見開かれた。

「ははぁ、なるほどね」

　怯おびえて震える笹良の髪を一撫でしたあと、王様が奇麗に唇を綻ほころばせて笑う。

「ガルシア」

「女の臭いだな、おまえ」

　ガルシアの言葉に、心が凍こおり付く。

　ヴィーが少し眉をひそめて笹良を見下ろした。驚きと戸惑いの両方が浮かぶ眼差しだった。

「やはりなぁ、そうではないかと思っていたが、おまえ、これまでは女の色をまとっていなかったものな？」

　ガルシアが楽しげに告げた。

　わからない、わからないけれど、怖い。

「熟する時が来たならば今後は扱いを変えたほうがいいか？」

　頷いたら恐ろしいことになるっていう予感がした。

　懸けん命めいに首を振り、ごまかそうとしたのに、彼は決して見逃してくれない。

「ひっ」

　掠かすれた悲鳴を漏らしてしまう。ガルシアに突然腕を摑まれ、乱暴に引き寄せられた。

「い、嫌っ、やだ！　離して！」

　死しに物もの狂ぐるいで突っぱねようとしても、ガルシアは動じなかった。

「カシカ、カシカっ！」

　この場で援護してくれそうなのは、同性のカシカしかいない。

　笹良の悲鳴を聞いたカシカが、ヴィーに打たれた場所を苦しそうに押さえながら顔を上げた。それを見て、後悔が押し寄せる。あぁだめだ。カシカに助けを求めちゃ。奥歯を嚙み締めた時、ガルシアの手が脇腹に触れた。

「うぁっ、なにするの、嫌だってば、やだぁ！」

「──冥華」

　カシカの呆ぼう然ぜんとした声が耳に届く。

　暴れる笹良の動きをガルシアが片手で軽く封ふうじ、もう一方の手をズボンの中に差し込んでくる。

「やだ、やめて……っ!!」

　自分の口から甲かん高だかい悲鳴が[image: 迸]った。ガルシアの長い指が腰骨の下を辿たどり、太腿の外側から内へと絡からみ付く。

　どうして、こんな目に──？

「意地っ張りな俺の冥華。おまえは、血も、涙も甘くて美味うまいな」

　ガルシアが指を引き抜き、ちらりとこっちを見た。

　赤い色がガルシアの指に付着している。笹良は呼吸を荒くしながら、愕然とガルシアを見つめ返した。身体の震えがとまらない。

　彼は楽しげに微笑しながら、指先に付着した血をゆっくりと舐なめた。赤い舌。赤い血。恐怖と嫌けん悪おで、視界が一瞬ぶれた。

「着替えろ、ササラ。女の装よそおいをさせてやろう」

　ガルシアの目の奥に、ひどく残虐な色が浮かんでいる。けだものの目だ。可哀かわい想そうな獲え物ものを仕留め、引き裂さいて転がす……。

　いたぶることをなにより好む美しい瞳に、心が暗くら闇やみの底に沈んでいくような気持ちになった。
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　抱き上げられても、もう抵抗する気力さえなかった。

　感情が麻ま痺ひしたみたいに現実が遠い。ただぽろぽろと涙だけが頰を滑り落ちる。ぼんやりと顔を上げると、ガルシアがそれに気づいて優しく微笑ほほえみかけてきた。

　言い争う声を聞いていたのか、サイシャがおろおろとした様子で義足を操あやつりながら病室を歩き回っていた。

　笹良を抱き上げたガルシアが隠し部屋から出てくると、サイシャはうろつくのをやめ、ぴきりと硬直した。

　ジェルドが作業机の椅子に腰掛けて、興味深そうにこっちを眺めている。

　彼だけじゃなくて、寝台に横になっていたグランも感情の窺えない顔を笹良のほうに向けていた。その他の療りよう養よう中らしき海賊もだ。

　もしかしてここに寝ているのは、奴隷部屋に回されて体調を崩くずしてしまった船員たちなんだろうか。そんなことを霧きりに覆われた曖あい昧まいな頭の片かた隅すみで考えた。

　いくつもの視線を注がれ、身体が溶とけてしまいそうだ。気持ち悪くて、恐ろしい。

　ガルシアは気にならないのか、悠ゆう然ぜんと皆の前を通った。

「王、お待ちを！」

　医務室を出ようとした瞬間、カシカの声が聞こえた。

　ガルシアは少し振り向いて、背後のカシカを一いち瞥べつした。

「俺に冥華の世話をさせてください」

　カシカ──。

「ふうん」

　ガルシアは軽く片眉を上げ、ちらりと笹良を見る。

「どうする、ササラ？　カシカをそばに置きたいか？」

　王様を睨むようにして見上げていたカシカの視線がこちらへ移った。

　彼女の強張った表情を目にして、笹良は無意識に頷いた。

　そうだ、カシカを助けなきゃという心の声が、少し遅おくれて聞こえたのだ。

　もう少し、あともう少しだけ冷静に、ちゃんと耳を澄ませていたら、別の声も聞こえたのに。

　どんなに自分を可哀想だと思っていても、絶対に見逃してはいけなかったことがあったのだ。

　その後、いつも使っている船室に戻された。

　ガルシアが呼んできたルーアの手を借りて着替えを終えたあと、笹良は初めて経験する類たぐいの腹痛に怯えて、外へ向けるはずの意識を遮しや断だんしてしまった。

　隣となりに座って励はげましてくれるルーアの優しさに、ただ浸ひたってしまったのだ。カシカをそばに置くといったのに、なぜいないのか、それももっと考えるべきだった。

　サイシャが調合した薬を飲まされ、微睡まどろむうちに──。

　すべてのことは行われた。







　四章　笑う姫たち、惑う者たち







「──冥華様」

　気き遣づかわしげな声に誘さそわれ、ふと笹良は瞼まぶたを開いた。

　視線を巡めぐらせると、安あん堵どの表情でこっちの顔を覗のぞき込んでいるルーアと目が合う。

「具合はいかがです？　起き上がれそうですか？」

　しばらくぼうっとしたあと、うん、と笹良は頷うなずいた。のろのろと上半身を起こそうとしたら、寝しん台だいの横に屈かがみ込んでいたルーアが背に手をあてて支えてくれた。

「薬を飲む前に、少しでも召めし上がったほうがよろしいでしょう」

　柔やわらかく微笑ほほえむルーアの背後で、扉とびらが開いた。

　そちらへ目をやると、どこか疲つかれた空気を漂ただよわせているカシカが入ってきた。食べ物を載のせた皿を手に持っている。彼女の姿を目にした時、なぜか緊きん張ちよう感と淡あわい不安を同時に覚え、心がざわめいた。

　頭がぼんやりとしているせいで、その理由を突つき詰つめることができない。

　カシカが近づいてきて手にしていた皿を寝台の脇わきに置く。

「無理して全部食べなくてもいい」

　カシカは静かな声で食事を促うながした。

「なんで二人がここに……？」

　寝台の脇に置かれた皿と、二人の顔を交こう互ごに見つめる。その時、急に腹部が痛くなった。

　あ──そうか。

「……今、何時？」

　無意識に日本語を使ってしまったが、カシカはなにを訊きかれたのかわかったらしい。

「もう昼時だ。おまえ、昨日から一度も目を覚まさないで眠ねむっていたんだ」

「そんなに寝ねてたの？」

「ねえ冥華様、お食事が終わりましたら、衣ころもを替かえましょう。……ご気分もよくなると思います」

　心配そうなルーアの言葉を耳にして、確かに下腹部に不快なものを感じた。着替えは嬉うれしいけれど、寝起きのせいもあってあまり食欲がない。

「一口だけでも」

　皿にはとろとろしたスープのような食べ物が盛られている。食べたくないと首を振ふるも、ルーアに穏おだやかな声こわ音ねで幾いく度どか宥なだめられ、匙さじを口元へ運ばれた。

　海の生活で、食料は貴重だ。観念して渋しぶ々しぶ飲み込んだ。

　でも、一口だけで本当に限界。

　血の臭においが気持ち悪い。

「着替えをお手伝いしましょう」

　食事をさせることを諦あきらめたらしく、ルーアは困ったように微び笑しようして、笹良の手を取った。立ち上がりたくなかったけれど、腹部の不快感が我が慢まんできなくなってきた。

　着替えを優先させたほうがいいと思い直し、無理やり寝台から下りる。

　カシカが戸と惑まどったような視線を向けてくる。こっちに手を貸そうか迷っているらしい。

「わたくしにおまかせを」

　ルーアは微笑みを絶やさず、笹良に近づいたカシカへ部屋を出ているようにと、やんわりと拒こばんだ。彼女はカシカを少年だと信じている。異性がそばにいると着替えにくいだろうって、不安定な状態の笹良を気遣ってくれたんだと思う。

「湯ゆ桶おけも用意しましたわ」

　笹良が恥はずかしく感じる暇ひまを与あたえないようにか、ルーアはてきぱきと素す早ばやく着替えを手伝ってくれた。こういう時、大人の女性が一いつ緒しよにいるって本当に心強い。

　彼女に感謝するうち、少しずつ気分が落ち着いてきた。

　お腹なかは痛いし、気分も悪いし、とても憂ゆう鬱うつだし、すっげえ不安だけれど。

「うん、これで別に死ぬわけじゃない」

　ルーアがいてくれてよかった。もし彼女がいなければ、アルバシュナで使われる生理用品なんて、笹良だけじゃどうしていいのか絶対にわからなかっただろう。

　本当は最初、娼しよう船せんと関かかわるなんて嫌いやだと思ってしまった。その船に乗る女の人のことも、やっぱり心のどこかで嫌けん悪おしていたかもしれない。日本とは事情が違ちがうんだって頭では理解していたものの、感情的な面で納なつ得とくできない部分が確かにあったのだ。

　どんなに言い繕つくろっても、娼しよう婦ふ、という目で見る時、急に潔けつ癖ぺきな考えが芽生えて胸がもやもやしてしまう。その仕事がどういうものかなんて、よくわかっていないくせに。

　けれども、ルーア、という個人で見た時、そのもやもやは搔かき消えた。

　仕事がその人のすべてというわけじゃない。ルーアは優やさしく、上品で、穏やかな空気を持っている。

「ルーア、ありがと」

「──え？　いえ……」

　礼を伝えると、脱ぬいだ寝衣を手早く丸めて新しい下着を用意していたルーアが驚おどろいたように動きを止めた。

「わたくしも同じ性、慣れておりますから」

「でも、笹良、他人。自分、違う。ルーア、心、優しい」

　いくら慣れていたって他人の手伝いなんか気持ち悪いはずだ。それでもルーアは嫌な顔ひとつせず笹良の世話をしてくれる。これは見返りを求めない彼女の優しさだ。

　ルーアはしばらく無言で手を動かした。笹良の肩にガウンみたいな長衣をかけると、寝台の下から衣服が入っているらしい箱を引き出す。その箱に手を置き、一度蓋ふたを開けかけてから少しの間考え込み、思い切ったように笹良を振り向く。

「冥華様は不思議ね」

「……。とうとうルーアにまで不ふ審しん人物扱あつかいか……」

「あなたは、わたくしたちとは違うのでしょう？」

　ルーアが問いかけてきた「違い」とはたぶん、娼婦ではないということ……身分的な事情をさしているのだと思う。

「奴ど隷れいでもなく、下民でもありませんね。お手を見ると、とても滑なめらかだわ。あなたは本当に、貴族の姫ひめ君ぎみなのですね」

「き……貴族、違う。イッパンジン」

　誤解を解こうと首を横に振ったけれど、どうも信じてはもらえなかったようだ。

「あなたの年とし頃ごろのご令れい嬢じようは、わたくしたちにお声などかけてはくださいません。触ふれられるのでさえ嫌悪するでしょうに」

　困ってしまう。こうして話をするまでは、ほんの少し嫌だなという勝手な思いがあったのだ。海かい賊ぞくたちの度を超こえた熱ねつ狂きようぶりとか、艶つやっぽく笑って彼らに寄り添そう彼女らの姿とか、あまり見たくないって感じたし。

　でもルーアは好きだ。最終的には、人間的に好きか嫌いかってことに行き着く。なにせ笹良は感情を原料として動いているのだ。

　そうとも、人にはそれぞれ事情というものがある！

「ルーア、美人。優しい。いい匂い。好き」

「まあ」

「お姉さんみたい。あたたかいー」

　ルーアは本当にびっくりしていた。耳慣れない言葉を聞いたって感じの顔だ。

　その極きよく端たんな反応に笹良も驚いて、まじまじと見つめ返すと、彼女は動どう揺ようした様子でふんわり目元を染めた。頰ほおを押さえて俯うつむく姿が、かわいい！　見習いたい。

「まあ……、変ね、わたくし。王に美しいとお言葉をいただいた時よりも、嬉しいわ」

「それは当然！」

　悪の親玉的ヘンタイ海賊王なんかより、羽根のない可か憐れんな天使といった風ふ情ぜいの笹良のほうがずっと偉えらい。

　正しい評価だぞっ、と胸を張って頷き、ルーアの腕をぽんぽんと軽く叩たたいたら、笑われてしまった。最初に見た作り物の笑えみとは違う。

　親しみのこもった、嬉しそうな表情だった。笑顔が目ま映ばゆいな！

「あら、いけませんね。このような恰かつ好こうのままお話をさせてしまいました」

　ルーアがはっと慌あわて、手を置いていた箱から衣服を取り出した。

　……のだが。

　差し出された衣服を見て、笹良はぎょっとして仰のけ反った。

「笹良がこれを着るのっ？」

「王が、こちらをご用意するようにと」

「ガルシアが？」

　困こん惑わくするルーアの顔と衣服を愕がく然ぜんと見み遣やる。

「やべえっ、本物のドレスだ！」

「やべ……ほん……？」

　いかにもご令嬢愛用！　という雰ふん囲い気きの美び麗れいな衣い装しよう。腰こし部分がカボチャ型というか傘かさっぽくぼわっと膨ふくらんでいなかったのが、まだ救いかもしれない。

「ガルシアの髪かみみたいな青だし」

　肩を露ろ出しゆつするタイプで、ハイウエスト仕立て。帯にはきらきらなスパンコール──じゃなくて本物の宝石か？──を縫ぬい付けている。

　スカートは何枚も接つぎ合わせられていて、繊せん細さいなレース付き。

　見るぶんには奇き麗れいでいい。ルーアが着たら、すごく似合うだろう。

「正直、着たくない」

　それに今は生理中だ。なんでこんなきらびやかなドレスを着なきゃいけないのか。

「いつものぶかぶかっとしたズボンのほうが動きやすくてずっといい！」

「冥華様、そちらを隠かくそうとしてはいけません。さあ、お脱ぎになって」

「着る、嫌」

　ぷいっと横を向くと、ルーアは戸惑った表情を見せた。

「ですがこちらですと、下着の替えも楽ですわ」

　嫌だっ、とさらにそっぽを向くと、ルーアは一瞬笑みを零こぼしたあと、すぐに真ま面じ目めな表情を作った。

「お似合いになります」

「ぬ！」

　嫌なものは嫌だ。甲かん板ぱんには奇麗な女性たちがいっぱいいる。

　そんな華はなやかな場所へドレスアップして行きたくない。

「ヴィーたちに爆ばく笑しようされる。絶対、からかわれる！　悪夢だ」

　その光景が容易たやすく想像できて、ぞっとした。どうにかして阻そ止ししないと！

「……お腹、痛い。動く、ない」

　か弱く訴うつたえ、その場にもぞっとうずくまってみた。するとルーアは真に受け、慌てて笹良の背をさすった。

「腹部をあたためましょうか。まだ休まれたほうがよろしいのかも」

　しめしめ、と思わずにっこりしたのが失敗だったらしい。

「冥華様……」

　やばいと気づき、すぐに儚はかない雰囲気を作ってみるも、後の祭りだった。でも腹痛は噓うそじゃない。

「王がお待ちなのです」

　それが嫌なのだ！

「いつもは好きな恰好をさせてくれてるのに、なんで今になってドレス？」

　憤いきどおった時、ガルシアの言葉を思い出して血の気が引いた。扱いを変えると。

「扱いって？　どういうこと？」

　そういえば海賊王は昨日、混乱して嘆なげく笹良に……心のない非情な変態的振る舞まいをした。

「行きたくない、誰だれにも会いたくない！」

　震ふるえてルーアにしがみつくと、悲しそうな顔をされてしまった。

「きっと王は無体な真似などなさらないわ」

　安心させるためにそう言ってくれたのだろうけれど、とうにガルシアは無体な真似というやつをした気がする。

「冥華様には、そうまで非道な真似などしませんでしょう」

「……笹良には？」

　なにげなく紡つむがれたルーアの言葉に少し引っかかりを覚える。

　意味を問おうと思って見上げると、ルーアははっと顔を強こわ張ばらせた。

「なにか、あったんだ？」

「いえ。やはりお休みになったほうがいいですわね」

　先ほどとは反対の、取り繕うようなルーアの言葉に確信を抱いだく。笹良が爆ばく睡すいしていた間に、絶対になにか起きたのだ。

「だとしたら、寝ていられない」

　憂鬱だが、皆みなにからかわれるのを覚かく悟ごしてドレスを着ようじゃないか。ここでもたもたしているのは時間のロスになるだけで、いいことなんてない。

「笹良、行く。着る」

　決然と宣言すると、ルーアは無言で目を伏ふせた。
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　こんなんで揺ゆれる船内を歩けるか、と思うような華きや奢しやな靴くつを履はかされ、髪も丁てい寧ねいに梳とかされた。上腕部分から手首にかけては、宝石をちりばめた精せい緻ちなアームレットやブレスレットをつけられる。

　最後に、盗ぬすみたいという誘ゆう惑わくが広がるくらいの豪ごう華かペンダントを用意され、しばしの間、絶句した。宝石が目映い！

「何粒つぶくっついているんだ、このペンダントひとつに！」

　なくした振りをしてこっそり貰もらっとくか？

　ペンダントを手にして盗とう賊ぞく気分を味わい、にやにやする。さすがは海賊船、こういうお宝をどこかにごっそりと隠しているんだな。

「今度探検して、心ゆくまでせしめよう」

　これで億万長者間違いなしだ。

　心を悪に染める間に、ようやく着替えが終わった。ここが日本だったら、素す敵てきなドレスを着られて嬉しくなっただろう。今は状じよう況きようが状況なだけに、素す直なおに喜べない。

「お似合いです。本当に愛らしいわ」

「そ、そう？」

　なんだかルーアに我が子の晴れ姿を見たような目をされてしまったが、深く考えるのはやめておく。

　微び妙みように笑みが引きつった時、カシカが顔を覗かせた。

　着き飾かざった笹良を見て、ちょっと驚いた目をする。文句があるのか？　褒ほめなければ海にじわじわ沈しずめるぞ。

　念をこめてじっと見つめ返すと、カシカは一度口を開いてなにかを言おうとした。少し当とう惑わくした表情を浮かべただけで結局は口を噤つぐんでしまう。

「ねえ、素敵でしょう？　冥華様は不思議な魅み力りよくをお持ちだわ」

　ルーアが楽しそうに呼びかける。

　カシカはそれには答えず、真面目な顔を彼女に向けた。

「おまえは先に上へ行ってくれないか」

「え？　いえ、わたくしが冥華様をお連れしますわ」

「冥華と話があるんだ。乱暴を働くつもりはないから、心配するな。すぐに冥華を連れて、そちらへ向かう」

「……わかりました」

　ルーアはわずかに顔を曇くもらせた。それ以上は反論せず、笹良に軽く挨あい拶さつをすると、仕方なさそうに部屋を出て行く。

「話ってなに？」

「おまえ……」

　カシカは腕を組み、苛いらついた表情で笹良の全身を眺ながめたあと、物もの憂うげに溜ため息いきをついた。

「馬ば鹿かだな」

「なにっ？」

　馬鹿と罵ののしるためにわざわざルーアを先に行かせたのか!?

　一いつ瞬しゆんカシカが女の子であることを忘れ、どついてやりたくなった。

「なぜ庇かばうんだ」

「？」

　いきなりそう尋たずねられても、なんの話かわからない。

　きょとんと首を傾かしげ、視線で理由を問うと、彼女は氷雨より冷たい目を向けてきた。

「どういうつもりなんだ。俺はおまえを殺そうとしたのに、なぜ庇った」

「笹良を通つう廊ろうで脅おどした時のこと？　それとも、もっと前の話？　ガルシアに折せつ檻かんされた時とか？」

　もしかして、「奴隷部屋に連れて行かないで」とガルシアに頼たのんだことをヴィーたちに聞いたのか。

「俺が憎にくいのだろう？　恨うらみに思いながら偽ぎ善ぜんを振りまくのか」

　返事に困る。そりゃあ首を切られた時は痛かったし怖こわかったし、復ふく讐しゆうしてやりたいとも多少は考えたが、海賊王にあれほどまでカシカは制せい裁さいを受けたのだ。

　もう恨みつらみを問題にしているレベルじゃない。命が危あやうい状態になっている。

「俺はおまえが邪じや魔まなんだ」

　はっきりと邪じや険けんにされると、さすがに胸が痛い。

「だが……だが、おまえ、ただ単に、子どもだっただけなんて。本当になにも知らぬ子どもだったなんて、わかるわけが──」

　カシカは独白口調で言い、苦しげに片手で頭を抱かかえた。

　話の先が見えず、おろおろしていると、きゅっとカシカに抱だきつかれた。

「カシカ？」

「──ありがとう」

　カシカの囁ささやきが、ふわりと耳に届いた。

　感謝の意味は、甲板でガルシアと対面した時、明らかになる。
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　カシカとともに、笹良は上甲板へと向かった。

「にしてもこの靴、歩きにくいったら」

　踵かかと部分が少し高いデザインだ。そのため、床ゆか板いたの歪ゆがんでいる箇か所しよに挟はさまり、何度も転こけそうになってしまう。あまりにも頻ひん繁ぱんにふらつくせいか、カシカが見かねたらしく途と中ちゆうで手を差し伸べてくれた。その腕にしっかりと摑つかまり、海賊王のもとへ急ぐ。

　甲板は日中でも宴うたげのごとく華やかな雰囲気に包まれていた。

　色とりどりのドレスをまとう女性たちが行き来しているためだろう。海賊船の黒さや異様さに目を瞑つぶれば、豪華客船に乗っている気分だ。

　笹良は目を眇すがめて空を仰あおいだ。今日も見事な青空だ。海賊船は悠ゆう々ゆうと、熱気を孕はらんだ爽さわやかな南の風に乗り、一部の帆ほを丸く膨らませて海を渡わたっている。

　海面も素す晴ばらしい青。時々、大きな魚影を見かける。鯨くじらだったらわくわくするのに。

　もう一度視線を上げ、海鳥が突っ切る空を眺めた。

「眩まぶし……」

　太陽は高い位置に陣じん取どり、燦さん々さんと輝かがやいている。

「遠えん慮りよなしに熱い日差しを注ぐなんて、太陽め、随ずい分ぶん態度がでかいじゃないか」

　少しはこっちの体調を考慮して半分くらい雲に隠れたらどうなんだ。胸中で無む駄だな八つ当たりをし、溜息を落とす。潮風は心地いい。それだけでも喜ぶべきか。

「冥華、奇麗じゃないか！」

　目立ちたくない、そっとしておいてほしいという密ひそかな願望を空の彼方かなたへ蹴けっ飛ばす、明るいジェルドの大声が聞こえた。笹良は顔を引きつらせた。

　頭上に影かげがさし、とんっと軽い音を立てて彼が目の前に現れる。相変わらず派手でおしゃれな海賊だ。陽気な表情でこっちの全身を眺め回し、頷く。

「かっわいい！　やっぱりお姫様だねえ」

「可愛かわいいと褒められてこんなに嬉しくないっていうのも、なかなかない経験……」

　じろじろ見るな、見せ物じゃないんだぞっという憤りを込め、ジェルドを睨にらみ上げる。

　大いにからかわれるだろう、という予想は外れた。

　なぜか彼は「ふむ」という顔で顎あごに手をあて、考え込むような素そ振ぶりを見せた。

「残念だなあ。まだ青あお珠たまの首飾り、仕上がっていないんだよなあ」

「あおたまの首飾り？」

　首を傾げ、ふと思いついた。

「ガルシアが前にくれた青い真珠のこと？……ええと、ガルシア、青？」

「そうそう、青。王が冥華にあげたやつ。俺って珠の細工が得意なんだよ」

「いつの間にか消えたと思っていたら、ジェルドの手に渡っていたのか」

「ん？　俺がなーに？」

　大きな背を屈めて視線を合わせるジェルドに、ちょっと笑う。大型犬っぽいぞ。

　もしかして林りん檎ごの芯しんや骨で船の模型を作った時、プレゼントするって言っていたのはその首飾りのことだったとか？

「まあ、もうちょっと待っていてよ。すぐに仕上げるからさ」

　いや、それは別におかまいなく。

　戸惑いながら首を横に振ったのに、ジェルドは微笑した。

　カシカの腕を摑んでいた笹良の手をゆっくりと取る。

「女は一応、丁てい重ちように扱わないとねえ」

「……？　女？」

　まさか彼の言う『女』が自分をさしているとは思わず、すぐには反応できなかった。

　淑しゆく女じよに接する時のような恭うやうやしい仕草で笹良の肩を引き寄せると、ジェルドは妖あやしく笑みを深めた。

「ほら、ちゃんと俺の手につかまって」

「う、うん？」

　声こわ音ねが優しい。というか、ジェルドのくせに大人っぽかった！

　彼の態度の変化に、不安が広がる。今までは笹良を見かけるたび、子どものようにちょっかいをかけてきたのに。

　おどおどとカシカに視線を向けると、彼女は嫌そうにジェルドを見み据すえていた。

　できればあまり近づきたくないっていう苦々しい表情だ。

　ジェルドはたぶんそういうカシカの心情に気がついている。でも彼は彼で、カシカに興味がないらしい。積極的に話そうとはしない。

「王、冥華が奇麗ですよ！」

　ジェルドってばそんな馬鹿でかい声で言わないでほしい。

　それに奇麗かどうかって話なら、海賊船で預かっている女性たちのほうがよっぽど上じゃないか。いくら笹良が自分を美少女と信じていても、そのくらいのことはわかるんだぞ。

「冥華、立ち止まらないで」

　ジェルドはスマートながらも拒きよ否ひを許さない強ごう引いんな動きで笹良を歩かせ、ガルシアへと近づいた。カシカが用心深く、後ろをついてくる。

　奇き妙みような感じが拭ぬぐえない。いつものジェルドなら、荷物のように笹良を担かついで騒さわがしく突っ走ったはず。

　じわじわと高まる恐おそれに鳥とり肌はだが立った。ガルシアのほうを窺うかがい、溜息を飲み込む。

「普ふ段だんはバラバラなのに、どうしてこんな時ばかり、側近が集まってるんだ……」

　例の揺り椅い子すに座る王様の周りの豪華さに気け圧おされてしまう。

　ヴィーやゾイ、ギスタの他ほか、これまでほとんど交流のなかった側近たち、ルーアを含めた女性数名もすぐそばに控ひかえている。

　ただ見み栄ばえがするってだけじゃない。彼ら海賊には力強い粗そ野やな魅力が溢あふれている。

「……ガルシアって、本当に王様なんだ」

　この派手なメンバーでも埋うもれず、目を引くんだから凄すごい。

　海賊王を筆頭として全員の視線を浴びるはめになり、身が竦すくんだ。背後に付き添ってくれていたカシカに慌てて救いを求め、戻もどろうとすると、笑顔のジェルドに阻止されてしまった。

「ほらほら、だーめ。あっちに行かないと」

「ジェルド、背、押す、なし！」

　皆の正面に立たされる形になり、冷や汗あせが滲にじむ。

　女性たちは「へえ？」と感心するような顔をしている。ギスタとゾイは相変わらずの無表情だ。ヴィーは複雑そうな顔。

「その反応も微妙につらい……」

　あまり関わることのなかった他の側近たちは、面おも白しろそうな表情でこっちを無遠慮に見つめてくる。

「わかっているとも、普段だぼだぼとした素そっ気ない服を着ていたのに、突然奇麗なドレスをまとって現れたから、物もの珍めずらしいんだよね」

　女性たちと張り合おうとしているのかと誤解されたかもしれない。

　情けない気持ちで彼らを眺めた時、ガルシアが椅子からすっと立ち上がった。

　昨日受けた破は廉れん恥ちな行こう為いが脳のう裏りに甦よみがえり、全身が緊きん張ちように包まれる。

「ふうん」

「な、なに？　ガルシア、やる気？」

　目の前でじっくりと観察され、ますます緊張感が高まる。心臓のどきどきが、じくじくという痛みに変わり始めていた。俯き、石板で磨みがかれている湿しめった甲板に視線を落とす。
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「なかなか新しん鮮せんな姿だ」

　お世辞で賞賛されるのはかなりつらいと思っていたので、新鮮、という予想外の表現にきょとんとしてしまった。

　そりゃ似合ってないとか不細工だとか、真面目に評価されたら傷つくけれどさ。その言葉もどう受け止めていいのか迷う。

「悪くない」

「……」

　頰がわずかに熱くなったのがわかった。

　なに反応してるんだ自分の頰ってば……、どうか誰にも気づかれませんように!!

　ガルシアは軽く身を屈め、笹良の手を取った。

　騎き士しの挨拶のようにゆっくりと、そこに唇くちびるを落とす。

「ガルシア」

　その瞬しゆん間かん、自分でも理由はわからないけれど急に高こう揚よう感が消え失うせ、血の気が引いた。少なくとも羞しゆう恥ち心なんかのせいじゃない。

　言葉なく立ち尽つくしていると、ジェルドまでが笑って笹良のもう片方の手を取り、ガルシアを真似てそこへ唇を落とした。

　本当になぜなのか、よくわからない。ただ、なにかが暗い穴の中へ落ちていった気がした。

「よかったねえカシカ。冥華にちゃんと礼を言ったかい？」

　ジェルドは嘲あざけるように口の端はしを歪め、笹良の背後に立っているカシカへ冷たい視線を向けた。

「……？　礼ってどういう……」

　妙な気配を感じて、笹良は振り向いた。

　──カシカのほうを向いたつもりだった。

　けれど強く目に焼き付いたのは、彼女の後方に見えるマストだった。一部のみ帆が広げられ、多くは畳たたまれている。

　その、帆を畳んでいる横よこ桁げたに、黒い塊かたまりがぶら下がっている。

　いや、くくりつけられている？

「あの物体、なに？」

　すぐにはその塊の正体を把は握あくできず、幾度も瞬またたきを繰くり返した。

　徐じよ々じよに、意識と理解が追いつく。

　あれは。

「運がいいやつだ。冥華のおかげで、汚きたない作業をせずにすんだものな？」

　ジェルドの声が遠かった。

　あれの、正体は。

　噓。

　声を出そうとして、失敗した。唇が震えて仕方がない。だって、あの塊──。

　首だ。

「に、人間の首!!」

　激しい目眩めまい。その直後、目の前が真っ暗になった。

　崩くずれかけた身体からだを誰かが支える。ガルシア？

「王の所有物に手を出す者には死を。戒かいを破る者には死を。裏切り者には死を」

　歌うようにジェルドが言葉を放つ。

「カシカはこれで無罪放ほう免めん。冥華に傷を与えようとした罪は帳消しってわけだ」

「──なに？」

　ガルシアの腕の中から、もう一度横桁にくくりつけられている首を見つめた。

「偽にせ物ものじゃない……本物の、首」

　映画の中なら、切断された首を何度か観みたことがある。気持ち悪いって思いながらも普ふ通つうに鑑かん賞しようできたのは、それが作り物だとわかっていたためだ。

　でも、今、視界に飛び込んできたあの首は。

　赤黒く、濡ぬれた塊。ナイフのようなものが何本か突き刺ささっている。両目部分にも。

　長く垂れ下がっているのは……舌？

「──ひげもじゃ海賊の首!?」

　それに気づき、全身がぞわっとした。

「なんで!?」

　誰があんな、残ざん酷こくなことを!!

「ガルシア!?　ガルシアが殺したの!?」

　殺す、という言葉に身体が大きく震えた。本物だ、ここには本当に死があり、殺人がある。その行為が許されている。

　信じられないという思いのほうが圧あつ倒とう的に強いのに、視界が、現実が、感情を容よう赦しやなく裏切る。殴なぐる蹴けるという暴行の次元じゃない。人の命が絶たれるということは、未来の全部が失われて、それで、悲しむ心も、喜びも──。

「……殺したの、本当に？」

　自分の口から、悲鳴のような掠かすれた声が[image: 迸]ほとばしる。

「そんな……っ、待ってよ、ちょっと待って。人を殺すとか殺されるとか、わからない。知らない!!」

　恐れが身体の中を駆かけ回っている。心臓を、誰かに拳こぶしで殴られているみたいだ。こんなにどくどくと激しく動いているんだもの。苦しい。震えがとまらない。

　ぐっ、と喉のどが鳴った。吐はき気に襲われたのだ。

　この時嘔おう吐とせずにすんだのは、精神力が強かったからってわけじゃない。ジェルドの言葉がふいに意識の中へ切り込んできたためだ。罪は、帳消し？

「まさか」

　ガルシアの腕から、がばっと身を起こし、愕然とカシカを見る。

　彼女もこっちを見ていた。激しい眼まな差ざしだった。懸けん命めいになにかを堪こらえているような、それでいて縋すがるような。

「あぁ……っ」

　悟さとってしまった。

「カシカだ」

　ガルシアじゃない。彼女が、殺した!!

「約束通り、カシカをおまえにつけてやろう、ササラ。そのほうが、互たがいにとっても都合がいいだろう？」

　ガルシアの、いつも通りの穏やかな声が背中に伝わった。

　その言葉で、カシカの性別に関する秘密をガルシアも知っているんだと気づく。

　頭の中に嵐あらしが訪おとずれているようだった。必死になって彼を見上げ、この現実が示す答えを嚙かみ締しめる。

「──ひげもじゃ海賊を死に追いやったのは、笹良なの？」

　ガルシアに抱き上げられた状態で医務室を出た時のことだ。初めての生理とひどい仕打ちに怯おびえ、ぐったりとする笹良に彼は質問をしてきた。

　カシカをそばに置きたいかって。

　あの時、確かに頷いたのだ。

　もっと厳おごそかに、真剣に問いの意味を尋たずねるべきだったのに。

　カシカをそばに置きたいか──それは、ひげもじゃ海賊の命よりもカシカを選ぶのかと、そういう選せん択たくに他ならなかったのだ。

「それに気づかずに、頷いちゃって……選んだんだ」

　だからその直後、カシカの姿が見えなくなった。ひげもじゃ海賊を殺すために、笹良のそばを離はなれたんだろう。見み逃のがしちゃいけなかったのに！

「──っ!!」

　ガルシアの顔を殴りたいと心から思った。衝しよう動どうのままに叫さけび、そして怒いかりのままに暴れてしまいたい。

「なんで、ここまで……!!」

「憎むか、ササラ？　かまわぬぞ」

　誰にも聞かれぬよう耳元で低く囁かれて、顔が思い切り歪んだ。

　──できない！

　ガルシアは笑っている。その微笑の理由が、わかる。

　ここでガルシアを責めてはだめなのだ。

　もし今、「なぜひげもじゃ海賊を処しよ刑けいしたのか」と責め立てれば、それは大きな過あやまちになる。

　カシカはここへ来る前に、笹良に「ありがとう」と言った。

　ありがとう。それは、ひげもじゃ海賊よりもカシカの身を優先したことについての感謝の言葉だ。重い意味を持っている。

　部屋を出る直前にカシカとかわした会話が脳裏をよぎった。なぜ庇うのかと。ガルシアのお仕置きや通廊で助けたことをさしていたんじゃない。

「この選択のことだったんだ」

　カシカは一いつ切さい余よ所そ見みをせず、笹良を激しい目で貫いている。なにかを耐たえるように。

　そうなのだ、笹良の選択を信じたからこそ葛かつ藤とうを振り切って、仲間であるひげもじゃ海賊を殺した。いや、殺せたのだ。

　勿もち論ろん、ガルシアの命令だったという理由も大きいんだろうけれど。

　笹良は出来事の原因であり、共犯者になった。

　その本人が、皆の前でひげもじゃ海賊の処刑を咎とがめたりすれば、カシカを否定するのと同じになる。選択は間違いだったと公言してしまうのと変わりがない。

　だったらカシカが血で手を染めた覚悟は、どうなってしまうのか。

　彼女を裏切るも同然だ。

「ひどすぎる」

　笹良は一度きつく瞼を閉じた。泣けない。

　涙なみだを見せることもまた、カシカに強い罪悪感と疑ぎ惑わくを植え付けてしまう。

　嫌な行為を強要されそうになったとしても、ひげもじゃ海賊は日々をともに過ごした仲間であり、敵じゃない。

　そういう相手を手にかける凄すさまじい覚悟を、笹良が吞のん気きに眠っている間にさせてしまったのだ。否定なんてできない。

「こんな現実って」

　ガルシアはなぜ、笹良に憎ませるような真似をするんだろう。

　今はすべての問いが無意味だ。マストの横桁には本物の首が飾られている。それを当然のように海賊たちは受け入れる。娼船の女性もやっぱり並の人間じゃない。

　笹良はここで、なにもできない。罪の重さにうちひしがれて叫ぶことさえ許されない。既すでにひげもじゃ海賊の命は絶たれてしまっている。

「──遠いよ」

　日本が、家族が途と方ほうもなく遠くなる。この世界に関わりすぎてしまったんじゃないかって、諦めのような考えが浮かんでしまう。手足に蔦つたが絡からまり、空へ飛び上がれなくなったような。どんどん追いつめられていく。

　自分が住んでいた場所を思い出せなくなったらどうしよう。

　全部、霧の中に飲み込まれて見えなくなってしまうんだろうか。

「帰りたい」

　震える唇を強く引き結ぶ。崩れそうな自分の足を叱しつ咤たし、背筋を伸ばす。

　気持ちを殺さないと泣いてしまう。表情を取り繕うだけで限界だ。もう、これで声も出せない。

「なんだ冥華、大人しいね。泣かないの？」

　ジェルドは意外そうな口調で言った。

「俺、冥華の涙って好きなんだけれどなあ。あの顔を見ると、腹の奥がぐっと熱を帯びる。それでさ、夢中でかき抱きたくなるんだよねえ」

　無む邪じや気きな声音で告げられた残酷な言葉に、心が一気に冷えていく。

　泣くな。だめ、絶対にだめ……。

「ジェルドは本当にササラが好きだな？」

「うん、王。冥華ってかわいい。飽あきたら俺にくださいよ」

　ガルシアはわずかに目を細め、苦く笑しようした。そして優ゆう雅がに笹良の手を引き、側近たちに囲まれた王様の揺り椅子へと戻る。

　強い視線をいくつも感じたものの、一人一人の目を見つめ返すことなんてできなかった。ただガルシアに導かれるままそちらへ向かう。

「お座り」

　温和な声に促され、静かにことりと王の椅子に座る。

　王様専用の揺り椅子だから、大きくて丈じよう夫ぶ。足が台座に届かない。

「美しいな、ササラ。宝石もよく似合う」

　きいきい。足が届かないから、かすかに椅子が揺れて。

　座った自分は、まるで人形みたい。

　きいきいと、椅子が揺れる。







　五章　憂う姫たち、潜む者たち







　ひげもじゃ海かい賊ぞくが処された日から、海賊王は以前よりも側近の誰だれかを伴ともなって海図室やその他の場所にこもることが多くなった。

　勿もち論ろん、ずっと顔を合わさないわけじゃなかったけれど、笹良は笹良で体調がすぐには回復せず、サイシャの医務室や船室で鬱うつ々うつと丸まっていることのほうが多かったのだ。

　それに、だぼっとした着き心地ごこちのいい服は取り上げられてしまった。

　強制的に女性たちのようなドレスを着せられるので、気軽に甲かん板ぱんへ行くのは躊躇ためらわれた。

　ひげもじゃ海賊の姿を思い出すと、とても苦しい。弔とむらいたいって気持ちがある反面、彼の名前を知るのが怖こわかった。

　それでも、普ふ通つうに日常をすごせている自分が不思議だった。

　ちなみに生理三日目。ルーアから手当ての仕方を学び、自分で対処できるようになっている。

　ルーアは頻ひん繁ぱんに様子を見にきてくれて、色々な物をプレゼントしてくれる。下着やアクセサリー、香こう水すいとか。

　王様に世話を頼たのまれたためっていう感じじゃない。もしかして妹のように思ってくれているのかもしれない。ちょっとくすぐったい気持ちだ。

　カシカは余よ程ほど忙いそがしくない限り、笹良のそばにずっといてくれた。

　気が引けるほどカシカの態度が柔やわらかくなっている。実際はまだ波乱の出来事から数日しか経たっていないのに、随ずい分ぶん長い時間が流れたような錯さつ覚かくを抱いだいてしまう。

「自分が、生きているのが不思議」

　カシカを前にすると、命という言葉をやけに意識してしまい、柄がらにもなく敬けい虔けんな気持ちになった。ひげもじゃ海賊の命も一いつ緒しよにカシカの中に見ていたせいかもしれなかった。

　彼女がたまにそばを離はなれて一人きりになると、それまではなんの予兆もなかったのに、いきなりぽろぽろと涙なみだが落ちたり、立てなくなるくらい目眩めまいがしたりした。

「変だなあ……」

　だからあまり一人にはなりたくなくて、かなりカシカに甘えてしまっている。

　笹良にとってカシカの存在は、揺ゆるぎない罪であり、厳おごそかな生そのものであり、現実であり、正気を保つ奇き跡せきに違ちがいなかった。
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「冥華、また残してるな」

　昼食時だ。

　カシカが洗せん濯たく物を干しながら、振ふり向いて眉まゆをひそめた。

　本当は洗濯物、外に干したほうがすぐに乾かわくんだけれど。笹良に気を遣つかって下着類は室内に干してくれている。

「自分で使ったものくらいは洗えるのに」

「ほら、動くなって。寝しん台だいに座っておけ」

　密ひそかに手伝おうとすると、すげえ怖い目をされ、洗濯物を全部取り上げられてしまう。

「同性とはいえ、汚よごれ物を洗ってもらうのって恥はずかしいよ」

　壁かべに張った縄なわに手て際ぎわよく干していくカシカの背中を見つめ、呟つぶやく。

　この洗濯物については昨日もちょっとした騒そう動どうがあった。ルーアとカシカで、どっちが洗うかって軽く言い争ったのだ。

　ルーアはカシカを異性だと信じているので、女性の下着に手を触ふれるのはマナー違い反はんだと思っている。笹良をどこかの国のやんごとなきご令れい嬢じようなのだと誤解しているせいだろう。

　でもカシカは自分が世話をまかされているって理由で、彼女の主張をきっぱりと退けた。

「困ってしまうぞ」

「うるさい。立ち上がるな。俺の回りをうろついてもだめだ。それより、ちゃんと食べろ」

　気持ちはとてもありがたいのだが、せめて下着だけは自分で洗いたい。

　それを何度訴うつたえてもヴィー並みにくどくど説教され、押し切られてしまう。怒おこりつつもやけに悲しそうな顔をするので、降参せずにはいられないのだ。

「カシカって強敵かも」

「冥華、ごまかすな！　食え。おい、口くち笛ぶえを吹ふいても愛あい想そ笑いを浮うかべても噓うそ泣なきしても逆上しても通用しない」

「き、きついぞ、カシカ！」

　こっちの攻こう撃げきパターンをすべて看破しているな。

「無心になって、ひたすら食え」

　笹良は家か畜ちくか？

「おまえ、急に瘦やせたみたいだぞ」

　皮肉の帝王ヴィーならここで「ますます貧ひん弱じやくに見える」などと意地の悪いことをちくちくと言いそうだ。ところがカシカの場合は、むっとしつつも不安そうな目をする。たちが悪いな！

「満腹」

「噓つけ」

　カシカの奇き麗れいな顔がはっきりと曇くもる。

「ほら、口を開けな」

　嫌いやだ。

　食べ物をすくった匙さじを差し出され、笹良はふいっと横を向いた。食べたくないのだ。

「我が儘ままを言うな」

　なにも言っていないぞ。無言の我が儘というやつだ。

「じゃあどういうものだったら、食べられそうなんだ？」

　質問されても困る。海賊料理の品名なんて知らない。

　つんっと逆方向に顔を背そむけたあと、もぞもぞと寝台に潜もぐり、クッションに寄りかかる。

「身体からだが怠だるいなー」

　世の中の女性は毎月この、下腹部を侵しん蝕しよくする不気味な怠さを味わっているのか。大変だ。

「あれ？」

　そういえば、カシカはこういう日ってどうしているんだろう？

　ちらっと様子を窺うかがうと、彼女は微び妙みように落ち込んだ表情を浮かべ、笹良の隣となりに力なく座り込む。言葉遣いは乱暴だけれど、根本的にとても素す直なおな性格の持ち主だ。

　無礼とは思いつつも、じいいっとカシカの胸むな元もとを凝ぎよう視ししてしまった。

「うーん、おかしい。胸が真っ平らに見える」

　布を巻いて隠かくしているんだとしても、多少は身体の線に柔らかさが滲にじむものじゃないか。

「なんだよ？」

　尋たずねたら怒られるだろうか。

「おまえの視線って、本当に考えていることがわかりやすいよな」

　慌あわてて両手で目を覆おおう。視線から感情がぼろぼろとこぼれ落ちているのか？

　必死に隠していると、ふうっと溜息をつく音が聞こえた。しゅるしゅると布をこするような音までする。

「なにをしてるの？」

　恐おそる恐る指の隙すき間まからカシカの様子を覗のぞき見する。

「ぎゃあっ!!」

「なんだよ」

「な、な、なんだよって、カシカ！　なぜ、脱ぬぐ！」

「見たほうが早いだろ」

「そういう問題じゃない！　っていうか、ええ!?」

　カシカが上着を脱ぎ、上半身を晒さらしている。

　混乱と驚おどろきで、飛び上がりそうになった。そしてなぜか微妙に胸が高鳴った。いや、違う、鼓こ動どうがはねた。

「む、胸がない！」

　目の錯覚だろうか。真しん剣けんにカシカの胸元を凝視する。

「なんで！　この前はちゃんと膨ふくらみがあった！」

　信じられないことに、彼女の胸は少年のように真っ平らだった。

「ありえない、どうして、人体の神秘！」

「喚わめくなって。説明するから」

　カシカは呆あきれた顔をすると、仰のけ反る笹良の額をつついた。

「……歓かん靡びの蛇じや輪りんをはめているんだ」

　低い声でそう告げ、身につけている首くび飾かざりのひとつを指先でとんとんと叩たたく。

　他ほかの首飾りと比べると古い作りで、黒っぽい石が中央に収まっている。

「かんびのじゃりん？」

　今、未知語が空中に漂ただよったぞ。

「昔々の話さ。とある愚ぐ劣れつで好色な王がな、町ひとつ分の後宮を作った。あらゆる世界から美男美女と謳うたわれる者を強制的に呼び集めて、囲ったんだ」

「なんて羨うらやましい。違う、なんて強欲なお馬ば鹿か王様」

「そこで登場するのがこの歓靡の蛇輪だ。当たり前の伽とぎに飽あいた愚王は、性別を変えて愉たのしみたいと考えた。時の魔術師に百人の処女の血を捧ささげ、性の律を歪ゆがめる呪じゆ具ぐを作らせた」

「ふぁんたじーだ」

　変態王の邪じや悪あくな願いを叶かなえるために、百人の乙女おとめが犠ぎ牲せいになったのか？　凄すさまじいぞ。

「もし笹良がその乙女で、生け贄にえの運命を押し付けられたら、絶対に心穏おだやかには成じよう仏ぶつできない！」

「……冥華？」

　恨うらみに恨んで悪あく霊りようと化し、世のため乙女たちのために、その王様にとりつくと思う。

「なら、そういう怪あやしい呪具をはめているカシカも？」

「歓靡の蛇輪を装備すれば、性別が変わる。内から異なる性へ変化するんだ」

「じゃあ歓靡の蛇輪をはめている間って、本当に少年なのか……」

　それを聞くと、本当の性別は女の子ってわかっていても、今のカシカに下着類を見られるのはかなり恥ずかしい。

「ただしこれは、慣れぬうちは身体に相当の負担を与あたえる。また、長期間使用し続ければ、肉体を歪める。ゆえに体調の悪い時などには一いつ旦たん外す。おまえと通路で出くわした時、俺は歓靡の蛇輪を外していたんだ。──王に制せい裁さいを受けた時から」

「なるほどー」

　笹良はある意味、もの凄すごいタイミングでカシカの秘密を知ってしまったというわけなのか。

「待って、長期間の使用は肉体を歪めるって？……ええと、身体、歪む、痛い？」

「さあね。具体的にどう歪むかは知らないよ」

　しつこく尋ねても、カシカは詳くわしいことを教えてくれなかった。言葉に詰つまる笹良を一いち瞥べつすると、素す早ばやく上着を整える。

「歓靡の蛇輪は、使用者の体内に眠ねむる力を糧かてとしている。つまり女から男へ、あるいは男から女へ変化する時、もとの性を食くらうのだと伝えられている」

「食らう？」

「おまえが聞きたかったのは、俺に月障期があるか否いなかということだろう？　歓靡の蛇輪を使用している間、俺の性は食われている。だから月障期は関係なくなるんだ」

　カシカは生理になったことがないって意味なんだと思う。

　それで笹良がなった時、対処法がわからなくてすごくうろたえていたのか。

　ううん、よく考えれば性別を偽いつわっている間に生理になったら大変だと思う。海賊たちってケダモノっぽいので、血の臭においにすぐさま気がつきそうだしさ。

「さあ、話してやったんだ。今度は俺の言うことをきいて、もう少し食べろ」

「海賊って、本当に取引とか得意だな……」

　しかもいつの間にか言いくるめられてしまうし。

　渋しぶ々しぶと匙を手に取り、食べ物を口に入れる。

「冥華」

　呼ばれて、匙を咥くわえつつ顔を上げた時。

「おまえな、そういう態度、やめろ」

　人の態度にけちをつけるとは何事だ！　と眼まな差ざしで威い嚇かくしてみた。

「無理しているのが丸わかりなんだよ、おまえの表情。俺を恨みたいなら恨めばいいじゃないか。泣きたいなら泣けばいい」

　視線を自分の手元に落とすカシカを見て、はっとする。

「理解できないんだろう、人をたったこれだけの理由で殺すなんて。見たこともないんだろうな。だったら、おまえみたいな子どもがなにも感じずに平然としていられるものか。本当は少しも納なつ得とくしていないんだ、あいつを殺したこと。責めればいい。俺は平気だ。いちいち他人の思いなどに振り回されたりはしない。無理して普通に振る舞まわれるほうが、不ふ愉ゆ快かいだ」

　心臓がひどくどきどきとしてきた。

「おまえだって十分に嫌な思いをしているだろう。今までどのような暮らしをしてきたのか知るよしもないが、見る限りでは、おそらく健すこやかに育ったんだろうな。なら不満があるだろう。許せぬことも、罵ののしりたいことも、無数にあるはずだ」

　カシカは顔を少し歪めて笑った。

　もしかすると、こっちの気持ちを楽にしてやろうと考えて、わざとそんな偽ぎ悪あく的態度を取っているのかもしれない。でも、やっぱりここで泣いてはいけないと思う。

　カシカは平気だって主張するけれど、少しも傷つかないなんて噓だ。

　程度は違えど、笹良にもこんな経験がある。仲のいい友達に知らないところで陰かげ口ぐちを叩かれ、それが発覚した時のこと。ごめんねって謝罪されたその瞬しゆん間かんは「大だい丈じよう夫ぶ、気にしてないよ」って笑ってごまかせた。それでも、悲しい気持ちの欠片かけらがことりと胸に落ちるのだ。

「黙だまってないで、なんとか言え」

　口調は乱暴なのに、彼女の姿は心細げにしか見えなかった。

　カシカは、笹良がひげもじゃ海賊よりも自分を必要としてくれたって信じている。……信じたいと、願っている。そんなふうに思える。

　それなら最後まで、選せん択たくに後悔はないっていう態度を貫こう。

　実際、カシカを助けたいと願ったのは事実なのだ。

「……仲間のひげもじゃ海賊を、手にかけなきゃいけなかったカシカのほうが、よっぽど苦しいよね？」

「誰がそのわけのわからん魔ま女じよ言葉で言えと？　おまえってやつはとことん生意気だな」

　むっと気難しげにへの字口をする彼女に、言われた通りのナマイキな笑え顔がおを向け、胸を張る。

　本当に笹良は、軽けい率そつな言動でとんでもない事態を招いてしまったのだ。仕し掛かけたのは非情な王様だとしても、回かい避ひする道だってあったはず。それを、見つけられなかった。

「叱しかってるのに、なんで笑ってるんだよ？」

　笑っていないと、うずくまって泣きそうだからだ。

　夜、眠る前に目を瞑つぶると、瞼まぶたの裏の闇やみに、恨みをまとったひげもじゃ海賊の首が浮かぶ。心臓が壊こわれそうなくらい音を立てる。カシカも眠る時、何回も何回も、絵に描かくより鮮せん明めいにひげもじゃ海賊の最さい期ごを瞼の裏に見ているんじゃないか。片手はまだ完治しておらず不自由だ。首を斬きり落とすのにきっと苦労したことだろう。血ち塗まみれになって、悪態をついて……。その恐ろしさに打たれ、飛び起きているんじゃないだろうか。

「おまえって……能天気なやつだなあ、もう」

　カシカはとうとう、つられたように苦く笑しようした。

　笹良が招いた結果だ。知らない間に、カシカの現実をも塗ぬり替かえてしまった。ここで謝っていいのかさえも判断できない。

「カシカー」

「なんだ？」

　匙を置いて、ぎゅうっとカシカの手を握にぎる。一人じゃとてもこの恐ろしさを抱かかえきれない。

「カシカ、無事、生きる」

　そうすればとても嬉うれしいような、救われた気持ちになるのだ。

「一緒、笑う。生きる……野や蛮ばんな海賊の中に咲さく可か憐れんな乙女じゃないか、笹良たちって！」

　厳かに、罪深く、どこまでも生きよう。

「馬鹿だろ？」

「どうして笹良が真ま面じ目めに答えると、皆みんな、馬鹿って言うんだ……」

　かなり虚むなしいぞ。別の意味で泣きたくなってきた。

　カシカがそっと手を握り返し、ふいに身を近づけた。こつっと軽く額を合わせてくる。

「ごめんな、助けられなくて」

「助けるって？」

　もしかして隠し部屋で、王様に卑ひ劣れつな真似をされ、名前を呼んだ時のことを謝っているんだろうか？

　カシカと友達になれるかな。なれたらいいな。

　合わせた額があたたかい。

「カシカ……」

　よし。笹良もここはひとつ、海賊ルールに基もとづいて取引を持ちかけよう。

　広い心で許してあげないこともない。その代わり。

「この食べ物、残す。いい？　でも林りん檎ご、ほしい」

　にやっと笑って反応を窺うと、カシカは虚きよをつかれたという表情を浮かべた。

「悪い知恵をつけやがって……本当、誰の影えい響きようだ？」

「海賊たち」

　カシカを指差すと、しみじみとした溜息を落とされてしまった。
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　翌日。薬をもらいに、サイシャの部屋までカシカと一緒に向かった時のことだ。

　心の壁を取り払はらったカシカとは、随分親しくなれた気がする。自然な笑顔も見せてくれるようになったし、軽い冗じよう談だんを言えるようにもなったし。いい感じだ。

　仲良く手を繫つないで医務室に入ると、いつものごとく怪しい薬品をいじっていたサイシャが複雑な表情を浮かべて出で迎むかえてくれた。

「薬ー」

　訴えると、サイシャは小さな包み紙に粉薬を選えり分け、渡わたしてくれた。その間、カシカがてきぱきと薬を飲むための水を用意してくれる。

「水、いいの？」

「騒そう々ぞうしいのは好きじゃないが、娼しよう船せんとの取引も悪いことばかりじゃない。新しん鮮せんな水みず樽だるを購あがなったんだ。だから少し余よ裕ゆうがある。水に溶とかして飲みな」

　カシカはそう言うと、片手で器用に古びた水差しと杯さかずきを差し出した。ずっとサイシャの手伝いをしていたというので、どこになにが保管されているのかおおよそは把は握あくしているらしい。てっきりゾイの従者として付きっきりだと思っていたのだが、そうじゃないんだなあ。

「今日、なんだか人が多いね？」

　医務室を見回して、それに気づいた。答えをくれたのは、丸椅い子すに腰こし掛かけて自分の義足の具合を確かく認にんしていたサイシャだ。

「ああ……娼船のやつらが来ているからな」

「どうして？　まだ女性、戻もどる、違う」

　約束の十日はまだすぎていないはず。なぜ娼船が迎えにくるんだろう。

「そりゃおめえ、女たちの入れ替えのために決まってるだろ」

「入れ替え？」

　サイシャは鼻を鳴らし、自じ慢まんのひげを撫なで付けて深々と頷うなずいた。笹良よりずっと年上なんだけれど、彼の仕草はどこかコミカルでかわいい。

「海賊船に男が何人いると思ってるんだ？　一度に来る女の数は十から二十の間だろうよ。たったそれだけで男たち全員のアレを咥えるにゃあ、さすがに無理が」

「サイシャ」

　カシカの静かな怒いかれる声に、サイシャはびくっとした。……弱いな、サイシャ。

「……ええ、まあ、そういうわけだ。女を交こう替たいさせるため、二、三日おきに船がやってくる」

「そ、そう」

「王は太っ腹だろう？　大勢の女を用意してくれるってんだからなあ。たまんねえなあ」

「サイシャ」

　カシカ再び。笹良も思わず睨にらんでしまったじゃないか。

「いや、なに、女ばかりじゃねえって。カシカも、新鮮な水樽を購ったって言ったろう。ちょっとした品も娼船には積んでるからな、まあ、通常の貿易船と比べると割高だから、娼船の品はこういう時しか買わねえが……その荷を運ぶためには男手がいる。荷の積み替えを終えた娼船の野郎たちがこっちで羽を伸ばしてるんだ。ちくしょう、俺の医務室でくつろぎやがって」

　サイシャは不満を吐はき出すと、嫌そうに室内を見み遣やった。

　船員の気持ちはわかる。というより、ここを頻ひん繁ぱんに利用する笹良がカシカの協力を得て、少しずつ小こ奇ぎ麗れいに変えたのだ。以前よりぐっと居い心地ごこちがいいだろう！

「しかしなあ、女が来てはしゃぎすぎたのか、この数日はやけに気を飛ばすやつが多い」

　気を飛ばす？

「妙みような案配だぜ、まったくよう」

　喜びのあまり、熱を出して倒たおれる者が後を絶たないって意味だろうか。医務室全体を見回す。

　グランもいたので、笹良は薬を飲んだあと、たかたかとそっちへ近づいた。

「グラン」

　傷の具合はどう？　と身み振ぶり手振りで尋ねてみる。

　彼の背の傷もまだまだ癒いえていない。せっかくなので手足を拭ふいてあげよう。カシカに頼んで小さな水みず桶おけを用意してもらう。水が使えるって素す晴ばらしい。

「腕、出して」

　グランは寝台から身を起こすと、困ったような色をひとつきりの目に浮かべ、笹良をじっと見つめた。彼の腕を勝手に取り、袖そでをまくって、濡ぬらした手しゆ巾きんで丁てい寧ねいに拭く。

　身体は自分で拭く、っていうように優やさしく手巾を奪うばわれた。その後、また笹良を見つめる。なにか言いたげだ。

「あ、急に華か美びなドレスばかり着ているせい？」

　変だなあと不ふ審しんに感じているのかもしれない。でもきっと、粗あら方かたの事情は把握しているだろう。笹良はちょっと笑って、ドレスの裾すそを軽く摘つまんでみた。

「似合う？」

　自分では正直なところ、服に着せられているという感が否いなめない。

　グランはなにも言わなかった。

「無口すぎる。褒めてほしい」

　裾を摘んだままくるりと回ってみる。どうだっ、可憐な姫ひめ君ぎみっぽいだろう！

　決め顔で振り向いた時だった。突とつ然ぜんぽむっと頭の上に手が載のった。

　恐る恐る視線を上げると、グランが穏やかに笹良を見つめていた。

「……」

　大きな手で労いたわるように撫でられる。なんでだろう、少し目め頭がしらが熱くなった。その曖あい昧まいな熱をごまかすために何度も何度も忙せわしなく瞬またたきをした。

「あぁ冥華、やっぱりここにいた」

　横から明るい声が響ひびき、笹良はきょとんと振り向いた。

「ジェルド？」

「ちょっと探したじゃないか」

　青ざめるサイシャの脇わきを軽快な足取りでジェルドが通り抜ぬけ、笹良の前で立ち止まる。

「ジェルド、その職人みたいな恰かつ好こうはどうしたの？」

「んー？　なんだって？」

「服」

「服がなんだい？　今日の冥華もかわいいよ。でもさあ、そういう黄色がかった緑じゃなくて、もっと深みのある緑のほうが冥華には似合うと思うんだよね。俺が見立ててやったらもっとよくなんのにさあ」

「違う、違う。笹良の服のことじゃなくて、ジェルドの」

　こだわり派なジェルドに少し笑ってしまった。

　彼の恰好自体は普ふ段だんと変わりないのだが、小こ汚ぎたない革かわ製の手て袋ぶくろをはめているし、前かけなのか作業着なのかよくわからない衣ころもを上に重ねている。おまけにゴーグルっぽいものを首からぶらさげている。

「服はともかく。笹良、用？」

「うん、これ。完成したんだ、結構力作なんだよね」

「力作？」

　などとなんの話か理解不能のまま、薄うす汚よごれた手袋をはめているジェルドに軽く引っ張られた。近くの空台に近づく。

　笹良たちの様子を、グランがじっと見守っていた。カシカなどはあからさまに心配そうな顔をしている。

　ある意味、唯ゆい我が独どく尊そん的なジェルドは周囲の懸け念ねんなんて一いつ切さい眼中になしという態度でにこにこと嬉しそうに笑うと、空台にぽてりと座った笹良の前に屈かがみ込んだ。

「ほら、これこれ」

　ジェルドは染しみと汚れが付着している怪しい色の作業着のポケットから、薄い奇麗な布の包みを取り出して、笹良の膝ひざにそっと置いた。

「開けてごらんよ」

「……。包みを開いた瞬間に、人間の欠片とか正体不明の骨とか虫の剝はく製せいとか飛び出てこないよね？　気絶するぞ」

「ええ？　わっかんないよ、冥華の言葉。いいから早く開けなって」

「危険物じゃありませんように……」

　あながち的外れとも言えない恐れを抱きつつ、催さい促そくされた通りに包みを開く。

「あっ、危険物じゃない」

「青あお珠たまの首飾り。夜通し作業したんだよね。どぉ？」

　ジェルドはお褒めの言葉を待つ飼かい犬のようにきらきらと瞳ひとみを輝かがやかせた。

　指先で、ジェルド特製青珠の首飾りを摘む。

　宝石類を鑑かん定ていできるような目はもっていないが、確かに──これは自慢してもいいくらい見事な出で来き映ばえだ。二連仕立ての繊せん細さいな首飾り。チェーン部分に不均等な間かん隔かくで、小さな石が飾られている。肝かん心じんの青珠は、トップにある大振りの石を引き立たせるための脇役に回っている。

「主役になっている中央の石って……、比石を加工したものじゃない？」

　よく見ればチェーン部分にちりばめられている小さな飾りにも、比石が使用されているようだ。もしかしてこの比石、笹良が奴ど隷れい部屋から無断で持ってきてしまったやつ？

「すっごくきらめいている！」

　これをコンクールに出品すれば、なにかしらの賞をもらえそうだ。

　その光景を想像し、笹良は悪わる巧だくみの人となりかけた。

「売れる、これは間違いなく高値で売り飛ばせる……」

「ねー、冥華ぁ、なに言ってんのか全然わかんないんだけど。褒めてくれないの？」

　焦じれたらしいジェルドが拗すねた顔でぼやいた。

　しまった、宝石の誘ゆう惑わくにまんまと踊おどらされ、製作者のジェルドの存在を忘れていた。

「ジェルド、凄い。器用。上手」

　とりあえず思い浮かんだ賞賛の言葉を口にし、ジェルドの髪をわさわさっと両手で撫でてみる。すると彼は、きゅっと目を細め、日なたを思わせるような笑えみを見せた。もっとやれ、というように、笹良の手に頭を押し付けてくる。

「偉い。奇麗。ジェルド最高」

「だろー？　我ながら上出来じゃないかって思うんだよな」

「うんうん、わんこ海賊だぞ」

　本当に人は見かけによらないものだ。日々適当、好みは乱らん闘とう、遊びに命を懸かけてます、といった軽けい薄はくそうな容姿なのに、美的センスがあり、こういう優すぐれた特技を隠しているとは。

「侮あなどれないな、海賊！」

「嬉しいかい？」

　さっきはつい狡こう猾かつな考えを巡めぐらせてしまったが、こんな高そうな物をもらっていいんだろうか。

「それに、奴隷の人たちが命を削けずって必死に磨みがいてくれた比石だよね……飾り物にしてもいいの？」

　煩はん悶もんが顔に出てしまったらしい。むっと、ジェルドが少女のように頰ほおを膨らませる。

「冥華って意外に生き真ま面じ目めというか頭が固いよなぁ。これ、他のやつに渡せば目の色を変えて喜ぶのに」

　少しずつジェルドの気分が下降し始めてしまったらしい。素直に感謝を伝えて喜んだほうが、彼にとっては嬉しいはずだ。

「女が船に来ているっていうのにさあ、そいつを放ほうり出して徹てつ夜やしたんだぞ」

「えっ、本当？」

　そこまでして仕上げた贈おくり物にけちをつけられたら、笹良だってきっと落らく胆たんすると思う。

　よし。ありがたく受け取ろう。この比石に関かんしては、心の中で皆に謝罪しとこうか。

　念のためにガルシアにも、もらっていいのか聞いておく。

「嬉しい。奇麗。ありがとう。ジェルド、職人！」

　笑顔を向けると、彼は気分をよくしたらしい。やっと表情を緩ゆるめ、笹良の膝に手を置いた。大型犬に懐なつかれた感じだな。

「で、それだけ？」

　笹良は首を傾かしげた。お礼を期待しているんだろうか。

「でもジェルドが喜びそうなものって、なにも持っていないよ」

　なにしろこっちの世界に迷い込んだ時、着の身着のままの状態だったのだ。ちなみにあのワンピースは、ちゃんと大切に保管している。

「物を求めているんじゃなくて、手伝ってほしいことがあるとか？」

　その可能性もあると気づき、眼差しで尋ねる。

　ジェルドは妖あやしい動きで自分の口元に指を置いた。

「普通こういう時はさぁ、娘むすめなら感謝のしるしに口づけくらいしてくれるんじゃないかなあ」

「なに？」

　じと目でジェルドを見てしまった。

「男心がわかってないねえ」

　そっちこそ乙女心を理解していないな。

「あのねえ冥華。俺はそんなに優しくないんだよ。わざわざ時間をかけて作った物を、めったに女には配らないんだけれどな」

　いきなり娘さん扱あつかいされても困るのだ。

　体調に変化はあったわけだけれど、内面は以前と少しも変わりがない。周囲の態度のほうがよっぽど変化してしまって、それでかなり戸と惑まどっているし、密かに怖さも感じている。

「だいいち、物をもらうたびに、相手に口づけなんか普通はしない！」

　言葉はわからずとも、批判的な空気を感じ取ったらしい。ジェルドは軽く眉を上げた。

「冥華の考えって、やっぱりお姫様だよなあ」

　違うぞ、キスというのは基本的に好きな人とするものだ。

「してよ」

　だめ！

「頑がん張ばったのになあ。お姫様のために」

「どうしてそう不ふ埒らちな企たくらみしか抱かない！」

　艶つやめいた笑みを見せるジェルドを睨み、腕を組む。清せい廉れんな心で首飾りを献けん上じようしようという気はないのか？

「……もういいでしょう、その辺で」

　様子を見かねたのか、カシカが緊きん張ちようした様子で口を挟はさんだ。

「はあ？　うるさいよ、おまえ」

　ジェルドは笑みを浮かべたまま、寒気のする視線をカシカに向けた。怖え！

「黙だまってろっての。おまえがゾイの子飼いでも、邪じや魔まするならぶちのめす」

　冷え冷えとした声こわ音ねだった。カシカとジェルドの立場は、明確に差があるようだ。

　ジェルドってば普段は本当にちゃらちゃらとしていて子どもっぽいのに、時折突つき抜けて残ざん酷こくな表情をする。

　カシカは一旦口を閉とざした。その直後、覚かく悟ごを決めた悲ひ壮そうな顔をしてこっちに近づいてこようとする。いけない、カシカ。その正義感と友情には頭が下がる思いだが、ここで彼を不用意に刺し激げきすると、またしても波乱の事態を招いてしまう。

「ジェルド！　心から感謝してるよ」

　笹良は慌ててジェルドの手を取った。

　おや？　というように彼は視線を戻し、楽しげに笹良を見つめる。

　悩なやみ抜いた末、彼の小汚い手袋を外す。

「なんだい、冥華」

　ジェルドに微笑ほほえみかけたあと、その指先にちょこりとキスをした。こ、これじゃ、だめ？

「……」

　予想外の行こう為いだったのか、彼は目を見開き、呆ぼう然ぜんとした。しばらく自分の指を見つめたあと、苦笑を作る。

「なんか、負けるなあ」

　思う存分負けてほしい。

「まあ、特別に許してあげるよ。俺、冥華を気に入っているからね」

　こう言っては悪いが、心の天てん秤びんが嬉しくないというほうに大きく傾かたむいたぞ。

　首飾りをつけてくれるジェルドを、複雑な思いで見つめる。

「似合うよ」

　笑い返しつつも、ジェルドにものを頼むのだけはやめよう、と笹良は深く誓ちかいを立てた。その後の展開が怖すぎる。誰かの命を寄よ越こせと言われかねない。

「せっかくだから王にも見てもらおうよ」

　無む邪じや気きに提案され、ぱきっと笹良は固まった。

「今？　えっと心の準備がまだできていないから、あとで……ガルシア、今、なし」

「いいのか？　もたもたしているとルーアに王を寝ね取とられるよ」

「下品な発言は禁止！」

　笹良は思わず手を伸ばし、むきゅっとジェルドの唇くちびるを摘んでしまった。ぎょっとするジェルドを見て、自分が無む謀ぼうな行動を取ったことに気づき、血の気が引く。

「本当に冥華って……面おも白しろいよな。こんな真似まねをされても、八つ裂ざきにしたくなんないもん」

　よ、よかった。怒っていないようだ。それにしても、八つ裂きか。

　無む垢くな乙女を装よそおうため上品に微笑み、ジェルドの出方を恐る恐る窺う。すると、我が慢まんできないといった様子で笑われてしまった。

「なにもしないから怯おびえるなって。ほら、行こうよ」

　立ち上がったジェルドに無理やり手を取られてしまう。

　カシカが止めに入ろうという素そ振ぶりを見せた。それに軽く首を振って、大丈夫と視線で伝える。ジェルドはカシカに顔すら向けず、徹てつ底てい的に無視している。

　たとえば相手がヴィーあたりなら、もっとリラックスして我が儘ままを言えたかもしれない。

　ジェルドは、だめだ。

「少し、わかってきた」

　一見、ジェルドのほうが社交的で柔じゆう軟なんな考えを持っていそうだが、実際は逆で、ひどく排はい他た的だ。かなりの人間嫌ぎらいで、そう容易く自分の領域に他人を立ち寄らせない気がする。

　できるならガルシアに会うのは先延ばしにしたかったけれど──。

「これもひとつの試練と思えば、大丈夫！」

「なんだって、冥華？」

「ううん、気にしないで。笹良、行く」

　ジェルドは満足そうに頷いた。この表情は、本物だろうか。ニセモノだろうか。それを考えながら彼のあとに続こうとした時。

「うあああっ！」

　集合寝台に横たわっていた船員の一人が突然がばっと立ち上がり、寝起きのためだろう、どこかぼんやりと濁にごった目をしてこっちに突とつ進しんしてきた。とっさの事態に、身体が動かない。

　真っ先に反応したのはジェルドだ。なぜか笹良たちの横を通り抜けて壁に突進しようとするその船員の顔を鷲わし摑づかみにし、その場に勢いよく転がす。

　船員はバネのように飛び起きて、また突っ込んでくる。それをジェルドは、素早く、正確な首への一いち撃げきだけで気絶させた。

「なんだぁ、こいつ？」

　ジェルドは頭を搔かき、気絶中の船員を怪け訝げんそうに見下ろした。

　そこでようやく、笹良は息を吐き出した。啞あ然ぜんとしていたカシカやサイシャたちも、ほうっと胸を撫で下ろしている。

「び、びっくりした！　この人、なに？　っていうか、ジェルド、強い！」

「……んー？　今、俺のことを褒めてくれた？」

「褒めた。男前！」

「やっぱり？　俺って男前だよな？」

　ジェルドは、ぱあっと明るく笑った。

「こいつ、鬱うつ陶とうしい真似をしたから海に落とそうかと思ったけど、冥華に免めんじて見み逃のがしてやる」

　笹良は凍こおり付いた。そうだ、女性がいる時に騒さわぎを起こしたら、どうなるか──。

「おいサイシャ、こいつ、もしかして発作持ちか？」

「……？」

「いるんだよなあ、長く海にいると、こういう謎なぞの病やまいに罹かかるやつが」

　その場に頽くずおれそうになるほど安心する。特定の誰かを意図的に襲おそったわけじゃない。突然起き上がって、走り出しただけだ。その上、大事になる前にジェルドが一いつ瞬しゆんで軽く伸のしてしまった。この間のような処しよ刑けい対象にはならないんだろう。

　笹良の目から見ても船員の様子はおかしかった。

　悪夢を見て飛び起き、逃にげ出そうとした、というような雰ふん囲い気き。その程度なら海上生活の中で誰でも一度や二度、経験しているはずだ。急に共感を覚える。

　笹良だって同じじゃないか。何度もひげもじゃ海賊の夢を見て、恐ろしさに毛布を蹴け飛とばし、跳はね起きている。

　もしかするとこの船員も、マストの横よこ桁げたにぶらさげられた首の夢を見たのかも。

「念のため、診みてやりな」

　ジェルドの素そっ気ない命令に、サイシャはこくこくと従順に頷いた。
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　病室にいたグランたちに手を振って別れの挨あい拶さつをし、多少寄り道をしたあと、笹良とカシカはジェルドの案内でガルシアが陣じん取どっているらしい部屋へと向かった。

　通りかかった仕事中の海賊たちがちらりと興味津しん々しんの視線を投げてくる。

「微妙な気分」

　ジェルドが今までになくやけに丁てい重ちような手つきで笹良をエスコートしてくれている。

「前のように、元気よく手を繫いだり、肩に乗っけてくれたほうが楽しいのになあ」

　確かに今履はいているきらきらな靴くつ、踵かかとがわずかに高くて、物が散乱する通つう廊ろうを歩くには不向きだ。歩調を緩めてくれて、助かってはいる。

「やっぱ着替えてよかったね。俺の見立てのほうが断然いいよな！」

　ジェルドの視線が笹良の全身を捉とらえた。

　わざわざ寄り道し、別のドレスに着替えさせられたのだ。

　今の恰好は、襟えりぐりが大きく開いた袖なしのワンピース型黒ドレス。ひらひらしているけれどボリュームがあるわけじゃない。

　これもハイウエスト仕立てで、帯と裾にレースをふんだんにあしらっている。同じレース素材のアームレットもある。豪ごう華かという雰囲気じゃなく、割合シンプルな形だ。ジェルドがつけてくれた手作りペンダントを引き立てる、質のいいドレスだった。

　彼の陽気なおしゃべりに付き合ううち、ガルシアがいるらしい娯ご楽らく室に到とう着ちやくした。

　中へ入った瞬間、もう逃げ出したくなった。片手をジェルドに預けていたため、できなかったが。

「……来なきゃよかった」

　深く後悔する。真っ先に目に飛び込んできたのは、ごろ寝ができるタイプの長椅い子すに横たわっているガルシアだった。端はしに座っているルーアの膝に頭を預けてだ。

「膝ひざ枕まくらしてる……」

「冥華様？」

　ルーアと目が合った。

　邪魔できない親密な雰囲気を敏びん感かんに察してしまって、気持ちがずぶずぶと沈しずんでいく。胸が締しめ付けられるような、きりっと捻ねじられたかのような、苦しい感情。

「王、寝てんの？」

「ええ、先ほどまではゾイ様方と航路の確認をされてましたが、疲つかれてしまわれたようで」

「ふうん……？　航路って──……」

　ジェルドたちの会話が少しずつ遠ざかる。

　笹良は自分の心に目を向け、全身に力を入れた。そうしないと栓せんが抜けたように身体から気力が消えて、へたへたっと座り込んでしまう恐れがあったのだ。

「おかしな、気持ち」

　口の中で呟く。誰かに危害を与えたり笹良をへこませたりしない限りは、ガルシアがどこでなにをしていようが関係ないはずなのにな。

　──そうとも、ひげもじゃ海賊の命を軽かろんじて、一切の罪悪感もなく処しよ罰ばつを決めた非情な王様なのに。

　処刑は海賊ルールのひとつで、彼らにとっては自分の身に降り掛かりさえしなければ、とりたてて非難することじゃないのだろう。笹良が今までの生活の中で培つちかった常識やルールを、正義のように振りかざして彼らに押し付けるのはきっと筋違いなのだ。

　それとは別に……ガルシアが、怖い。

　怖さの理由は比石みたいに角度によって色を変えている。だけどその色は、比石のように奇麗じゃない。サイシャの隠し部屋で嫌がる笹良を押さえつけ、破は廉れん恥ちな行為に及んだことは、もう許せないっていう思いを通り越こして、純じゆん粋すいに怖い。顔も見たくないほど嫌けん悪おし、憎にくみ抜いてもおかしくない。嫌わなくちゃ逆に変。

「なのに、なんで」

　二人が親しげに寄り添そっている場面を見ると、心が痛くてたまらなくなる。

「わけがわかんないや……」

　もしかすると、いつもかまってくれていた王様が他の女性と一緒にいるのを初めて目にしたから、再さい婚こん相手を連れてきた父親の娘のごとく複雑な心情になって動どう揺ようしたのかも。

　それに、ルーアも知らない人じゃないしね。

「うん、きっとそうだ」

　自分を無理に納得させた時、ふうっとガルシアが瞼を開いた。

　小声で会話していたルーアとジェルドが、ぴたっと口を閉ざす。

「あぁ、ササラか？　おいで」

　ガルシアの視線がこっちを向いた。拍ひよう子し抜けするほど普段通りの穏やかな呼びかけだった。他人の死や暴力を見慣れているガルシアにとっては、この数日の間に起きたことなんて些さ末まつな問題でしかなかったのだ。怒りよりも憂ゆう鬱うつ感が増していく。

「どうです、王。これを見せにきたんです。いい仕上がりでしょう？」

　ジェルドは自信溢あふれる顔をすると、笹良の手を引っ張り、ガルシアのそばへと近づいた。一緒に来ていたカシカは、門番のように扉とびらの脇に控ひかえた。寂さびしいからこっちに来てほしいのに。

　ガルシアがゆっくりと上半身を起こす。

　それが合図だったようにルーアが静かに立ち上がり、隣に置かれている低い椅子へ移動した。

　緊張しながらルーアの動きを真剣に見守っていると、もう一度視線が合ってしまった。にこりと微笑まれる。嫌いになれない奇麗で優しい人なのだ。

「上出来だな。美しい」

「ですよねえ」

　ジェルドは満足げに頷くと、滅め茶ちや苦く茶ちや嬉しいという顔をして笑った。そのあと、長椅子のすぐそばに片膝を立てて座り込む。ガルシアの忠実な番犬、という風ふ情ぜいだった。

　……ルーアとの時間を邪魔して、いいんだろうか？

　どうしていいのかわからず戸惑っていると、また横たわって肘ひじで頭を支えるガルシアに手招きをされた。近づいた途と端たんに腕を取られ、寝そべる彼の胸あたり──長椅子のちょっと空いている場所に座るよう、要求される。

　ガルシアは、思い切りくつろいでます、といった感じの吞のん気きな表情で笹良を見上げた。

「比石を使ったのか」

「はい、ヴィーの部屋に落ちていたから、ちょうどいいと思って」

　ジェルドの余計な説明に、笹良は内心で呻うめき声を漏もらした。密告は禁止だ！

　というかジェルド、人様の部屋にある物を無断で借用しちゃいけない。ヴィーもヴィーだ。

「弟を甘やかしてる」

　そもそもジェルドってば他人の部屋へ無断侵しん入にゆうしすぎだ。

「思い出した。この間も笹良のところにこそっと現れた。髪を一ひと房ふさ切り落としていった……！」

　自分も以前ヴィーの部屋を好き勝手に散らかしていたという事実は棚たなに上げ、怒りを込めてジェルドを見つめる。が、反省を知らないジェルドは「冥華の言葉、わかんないってー」と言い、華はなやかな笑顔を崩そうとしない。

「おまえは本当に見事な腕だな」

　ガルシアが感心した様子で呟き、ふと手を伸ばして笹良の首にぶら下がっているジェルド特製ペンダントに触れてきた。

「大陸の職人にも引けを取らぬ。ササラ、よかったな」

　彼の指がペンダントのトップを撫でた。

　その仕草にどきまぎしてしまって、ジェルドに靴を投げつけようかという内心の企みが跡あと形かたもなくぱっと弾はじけ飛んでしまう。

「その恰好も合っている。ジェルドの見立てか？」

「はい、王！　俺って凄いでしょう！」

「そうだな」

　ガルシアはくすっと笑った。

　やっぱり変だな。ガルシアなんて、すごく残ざん忍にんで冷れい酷こくな王様だと再さい認にん識しきしたばかりなのに。優しい振りして少しも優しくない。他人を一切大事にしないところや、腹黒い考え方とか、知るたびに言葉を失う。

　十分すぎるほどわかっているのに、それでもこんなに意識してしまうのはなぜなんだろう。

　また非情な真似をされるかもしれないという怯えのせいだろうか。

　ガルシアは甘い表情で、どんなに惨むごい仕打ちでも平然とやってのけるだろうから。

「ササラは随分大人しいな？」

「……別に」

　ぐっと唇を嚙かみ締め、ペンダントに触れるガルシアの手を見下ろす。

「冥華はねえ、拗ねているんですよ」

　ジェルドが揶や揄ゆの響きを滲ませて楽しそうに報告した。ガルシアが涼すずしげな眼差しを彼に向ける。

「へえ。なぜだ」

「そりゃ、王が女といたからですって」

　馬鹿ジェルド！　誤解だ、ありえない！

「だがな、それを言うならば、ササラのほうがよほど他の者に可愛かわいがられているだろう」

　ガルシアは苦笑してそう言った。

「……噓つき。ガルシアは嫉しつ妬となんかしないじゃないか」

「おや、責められている気がするな。しかし、実際おまえは俺より手て癖くせが悪い。ルーアまでも虜とりこにした。こうして海賊船に残り続けているんだからな」

　ガルシアの説明に驚いた。サイシャに聞いたばかりの話が頭をよぎる。数日置きの、女性の入れ替え。そうか、ルーアは初日から来ていた。本来なら新しい女性とバトンタッチしてとっくに娼船へ戻っている頃ころだ。

「あの……、笹良のため、残る？」

　体調の変化を迎えて不安定だった笹良を心配して船に残ってくれたのか、と尋ねたつもりだ。

　ルーアはかわいらしくはにかんだ。

　それを見て落ち着かない気分になり、ドレスを両手で握り締める。胸がじわっと、あたたかくなる。

「見ろ、ササラのこの素直な顔。俺には絶対見せぬ恥はじらいだ。信じられぬ」

　ガルシアはわざとらしくぐたっと全身の力を抜いて溜息をこぼした。

「ルーアもルーアで、ササラの話しかせぬ。自分が間男になった気分だぞ。そうまでササラが気に入ったか？」

　ガルシアの問いに、ルーアは柔らかな笑みを返した。

「はい。冥華様は可愛らしくて純粋な、偽りなきお方です」

「……そうか。俺の目がおかしいのか……別の姿に見えるが。意地っ張りですぐには懐かぬ暴れ馬としか」

　ガルシアの脇腹を無言でつねると、狙ねらった通りに口を噤つぐんでくれた。

「許されるのでしたら、お連れしたいくらいです」

「……？」

　突然の提案に驚いた。彼女の顔をまじまじと見てしまう。

　どこに連れて行くの？

「なんだ、冥華にも客を取らせるつもりか？」

　ジェルドは嘲笑混じりに言うと、ルーアの全身を無ぶ遠えん慮りよに眺ながめた。

「いいえ。そうではありません。一旦身をお預かりして、いずれ陸へと」

「ならぬ」

　ルーアの発言を、ガルシアが途中で遮さえぎった。

「冥めい界かいの娘──海神が寄越した娘を、陸へ預けてどうするのだ」

「笹良、違う」

　勝手に冥界の娘とやらにされては困る。きっぱり主張すると、ガルシアに笑顔で睨まれた。これだ、すぐに視線ひとつで従わせようとする！

「睨む、だめ！」

　ガルシアの不思議な色の瞳には他人を服従させる力がある。それが時々つらくなる。

　とっさに手を伸ばして、ガルシアの目を覆ってしまった。

「……ササラ」

　ガルシアの呆れ声に、はっと我に返り、照れ笑いを浮かべながら手を放す。

「まあ、いい。おまえ、身体の具合はどうだ」

　今の暴挙をさらっと水に流してくれたのはありがたいが、触れてほしくない話題をふってくるとは海賊王め、底意地が悪いな！

　サイシャがくれた薬のおかげで随分身体が楽だし、血の量も減ってきている。だがそんな説明、絶対にしてやるものか。

　ふいっと顔を背けた時、ガルシアのかすかな笑い声が耳に届いた。勝手に心しん拍ぱく数が上がる。

「まったく意地っ張りだが──美しく見えるよ、ササラ」
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　──その夜。

　カシカはいつも、笹良が眠りにつく時までそばにいてくれる。他愛たわいない話をして、笹良がうとうとし始めると静かに明かりを消してくれるのだ。

　今日は神経が高ぶっていて、すぐには眠れそうもない。

　ガルシアは今、ルーアといるのかな。想像するととても不安になる。柔らかいベッドが底なし沼ぬまに変わって、どこまでも沈んでいきそうな寄る辺ない感じ。

「冥華、疲れただろう？」

「平気、元気」

「噓つけ」

「うぬ」

　憤ふん慨がいすると、カシカは優しく苦笑した。もぞもぞと落ち着きなくベッドの上を徘はい徊かいする笹良を止めて、毛布をかけてくれる。そして自分は枕元に腰を下ろす。

「大丈夫だ、なにも心配はない」

　大丈夫、大丈夫。

　口の中で何度も繰り返す。

「王は誰にも心を預けたりはしない」

　慰なぐさめるために言ってくれたんだろうか。でもカシカ、本当に慰めるつもりなら普通は、「誰にも心移りなどしない」というべきなのだ。

「ちょっと待って」

　なんだかそれじゃあ、笹良がガルシアのことを好きみたいだ！

　寒気がして、毛布の中で勢いよく両腕をさする。

「海の水が全部砂に変わったとしても、それはない……！」

「冥華？　なぜいきなり呻いて転がるんだ」

「……。気にしないで。それよりカシカこそ！　自分はどうなの？」

　男の装いをしているというか、身体も男に変えてしまっているが、心は女の子じゃないか。それもお年頃な年齢。

「恋こいのひとつや二つ、しても不思議はない！」

　つい下世話な好奇心を膨らませ、にやにやと笑ってしまった。

「なんだよ、気持ち悪いな」

「カシカ、恋」

「はあ？」

「恋っ」

　カシカは、未知の言葉を耳にした、という呆あつ気けに取られた顔を浮かべている。笹良はさらに不気味な笑みを深めて、こそっと身を起こし、「ゾ、イ」と囁ささやいてみた。

　前から、結構怪しいんじゃないかと睨んでいたのだ。ゾイは海賊の中では真面目で、清せい潔けつだし、冷れい淡たんな面もあるけれど気配りができる。見た目も悪くない。

　反応をわくわくと待ってみた。

　かっきり一分、カシカは硬こう直ちよくし、呆ぼう然ぜんとした。

「息、している？」

　不安になって、カシカの顔の前でゆらゆらと手を振ってみた。すると彼女は催さい眠みん術から解放されたように目を見開き、次の瞬間──真っ赤になった。

「やったね、当たりだ！」

「なっ、な、な、な、なにを……！」

「つっかえすぎ」

「おまえっ、馬鹿なことを言うな！」

「ゾイー、ゾイー」

「冥華!!」

　おっかねえ！　本気で怒ど鳴なられてしまった。

「平気。秘密、守る。安心」

「誤解するな！　なにもない！」

「む。ない。ない」

「信じていないだろう！」

「それはやっぱりぃー、そんな真っ赤な顔で力説されてもぉー」

　声に大きく抑よく揚ようをつけて、にんまりしながらカシカをじっと見つめる。これぞ乙女の勘かん。カシカも真面目なタイプだから、ゾイに惹ひかれているんじゃないかなあと思っていたのだ。

「ゾイのほうはどうなのかなー、脈ありっぽい？」

「なんだ、なにを言った！」

　腕を組み、考える。ヴィーにからかわれた時、平然とかわしていたしなあ。その一方で過去にカシカを庇かばったこともある。

「うーん、心の読み取りにくい海賊だ。難なん攻こう不落だな、カシカ！」

「おまえのその顔が……っ、顔が！　ルーアのやつ、冥華のどこが可愛らしくて純粋だっていうんだ！　憎たらしいどころじゃないぞ、これ！」

「笹良、協力、やる。でもゾイ、強い。薬。眠る。さらう」

　まかせてよ。精せい一いつ杯ぱい、積極的に応おう援えんするぞ。サイシャに頼んで睡すい眠みん薬を用意し、いっそ既き成せい事実を……と乙女から遠く離れた犯罪的な作戦をカシカの耳に吹き込む。

「馬鹿、なにを考えているんだ！」

　怒りつつも、しっかりと目が泳いでいる。間違いなく惚ほれているな。

「そもそもあの人は俺のことなど見ていな──」

「認めたー！」

　しまった、というようにカシカは青ざめ、すぐさま顔を赤くした。

「命短し恋せよ乙女」

　ぽん、とカシカの肩を叩き、訳知り顔を作って日本語で言ってみた。

「今の言葉はどういう意味だ！」

「秘密」

「冥華っ」

　叫さけんだカシカと一緒に寝台の上を転がる。笑い声と怒った声も、部屋の中を転がった。

　嬉しくて、切ない。そういう気持ちが生まれ、胸がいっぱいになる。

　カシカと話をすると、生きてるってことを強く感じる。死んでしまったら、この時間も灰になるのかな。ひげもじゃ海賊の時間はどうなってしまうんだろう。

　悲しいことも、楽しいことも、この世にはたくさん。

　笑いながら嘆なげいたり、泣きながら喜んだり。矛む盾じゆんに満ちている人の思いは、花のようだ。奇麗に咲いて、時に枯かれる。

　今日はどんな感情を咲かせたのかな。明日はどんな色の感情が咲くのかな？　枯れないだろうか、むしり取られたりしないだろうか。心細い。明日が今日の延長であっても、今抱く気持ちは時間の経過とともに変わってしまうかもしれない。

　見知らぬ世界に来てしまって以来、こういうことをいつの間にかよく考えるようになった。

　泣きたい思いを心の底に沈めて、きゃっきゃと二人で仲良く戯たわむれていた時だ。

「そろそろ気がついてほしいのだが……」

　笹良たちは、ふいに響いた寂しげな声に、じゃれあっている体勢のまま固まった。

　誰かが寝台の横に屈んでいる。片手で頰ほお杖づえをつきながら、複雑そうな顔でこっちを見つめている青い髪の人。ガルシアだ。

　二人の世界に没ぼつ頭とうしていたため、声をかけられるまでわからなかったのだ。
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　ガルシアの登場に恐れをなしたのか、カシカはすぐに部屋を出て行ってしまった。

　そういえばカシカも個人部屋を持っているんだろうか。下したっ端ぱ海賊が寝起きしているハンモック部屋で生活しているのかな？

　カシカは去り際ぎわに一度振り向き、「大丈夫かな」という不安の目をこっちに向けた。

　心配ないぞ、もしもまたガルシアに非道な真似をされそうになったら、海賊船が大揺れするほどの悲鳴を上げて抵てい抗こうするつもりだ。

　ガルシアはカシカがいなくなると、くつろいだ態度で笹良の寝台に乗った。枕を背にし、だらりと半分寝そべるようなポーズで座る。

「ルーアと一緒だったんじゃないの？」

「うん？　ルーアがどうした？　おまえたちは本当に互たがいの話しかしないな」

　クッションを盾たてにしながら寝台の隅すみに丸まり、ガルシアの様子を慎しん重ちように窺う。

　よからぬ真似をされた場合を考え、すぐに飛び退のいて逃げられるよう一応は警けい戒かいの姿勢を取ったのだ。

「端に座っていたら、落ちるぞ」

　ガルシアの手招きに内心どきりとしたが、いつまでも意固地に拒きよ絶ぜつしているとそれこそ不ふ吉きつな事態を迎えてしまうかもしれない。渋々と中央に寄る。

「それにしてもまあ、すっかりおまえの色に染まったな、ここも。海賊船とは思えぬ」

　ガルシアは感心した様子で室内を見回した。

「できる範囲で清潔を心がけ、ついでに改造したよ」

　夜、胸が詰まって眠れない時、壁に花や太陽、星、月を描いたり、服を飾ったり。あとは、端は切ぎれでミニハート型ぬいぐるみの群れを作ったのだ。

　余談だが、壁に描いた星のいくつかは絵じゃなくて、以前、下っ端海賊にもらった奇麗な石をはりつけたものだったりする。下っ端の中には、結構気さくでいいやつもいるのだ。

　ガルシアは興味深げに、寝台の頭部側に並べていた香水の小こ瓶びんや容器を手に取った。

「これはどうした？　贈った覚えがないな」

「ルーア。笹良、宝物」

　ルーアにもらったものなのだ。宝物だから、奪っちゃいけない。

「おまえは、先を予測できぬ娘だな」

　ガルシアは呆れと驚きを半分ずつ目に浮かべた。

　香水の瓶を救出しようと奮ふん闘とうしながら、笹良は頭を悩ませた。

　どういう評価なのだ。いつもはこっちの感情なんか丸わかりだって侮っているくせに。

「返す、宝物」

　ガルシアの手から香水を奪い返すことに成功し、ほっと安あん堵どしたのも束つかの間、また取り上げられてしまった。

「なんの意地悪!?」

「奇き妙みようなものだな。おまえはとくに、自ら物がほしいと強く働きかけはせぬのに、気がつけば多くの者から施ほどこされている。首飾りも香もだな」

「……そうかな？」

「飢うえるがごとく求める者には与えられず、執しゆう着ちやくのない者には授さずけられる。奇き怪かいな話だ」

　あれ……、なんかそういう話、ヴィーもしていた気がする。なんだっけ、確か、望まない人には与えられて、願う人には与えられない、それが慈じ悲ひというものかって。

「どうしてそんな難しい話をガルシアもヴィーもするの」

「ヴィーと言ったか？　あいつからももらっているのか。ササラは大物だ」

　感心するガルシアの顔を見つめ、答えを探す。

　もしかして皆、口に出しては言わないけれど内心では笹良のことを、かなり深遠な思考力を持つ美少女だと正しく理解してくれているのか？

「女海賊にもなれるかな！」

「おまえはまったく、未知なる子だね。痛めつけられてもなぜそう笑えるのか」

　ガルシア、他人に対して半はん端ぱなく卑ひ劣れつな振る舞いをしているという自覚があるんじゃないか。

「俺にも多少の揺ゆらぎを与えるとは、大したものだ」

「え？」

　ミニハートシリーズを、一号、二号、三号……といった感じで、寝そべるガルシアの腹部にさりげなく積み重ねていると、そのひとつを人ひと質じちにとられてしまった。

　ガルシアはミニハートを両手で軽く押し潰つぶし、弄もてあそんでいる。それを見て、なんとも言えない気持ちになった。自分の心をガルシアに弄ばれている感じがする。

「ルーアはともかくも、ヴィヴィローズやゾイまで動かすとは。おまけにカシカだ。おまえは予想外に深いのだろうか」

　疑問も持たずに笑顔で恐きよう怖ふ政治を強しいるガルシアのほうが、笹良よりよっぽど不可解な危険人物に見える。もっといえば、船を浮かべるこの広大な青い海のほうがさらに強きよう烈れつで深い。

「俺に怯え、時に嫌悪するというのに、逃げぬ」

「逃げようとしても放してくれないじゃないか」

　まるきり執着なんてしていないのに、手て慰なぐさみレベルで束そく縛ばくしてる。

「なにも考えていない痴しれ者なのか、それともやはり女め神がみか」

　こらこら、なにげなく、痴れ者などと呟いて人を愚ぐ弄ろうするんじゃない。

「さあて、おまえの頭の中にはいったいなにが詰まっているのか」

　ガルシアが押し潰していたミニハートで、つむっと笹良の頭をつついた。

　どうして誰もかれも、自分の奇怪さは省かえりみずにこっちばかりを不審人物扱いするんだろうか。笹良はごく普通に、単純な考えを持っているにすぎない。

　いじめられればつらいし、痛い思いは心底したくないし、優しくされれば嬉しい。笑ってくれたら楽しくなる。これだけしかない。とても簡単なのに。

「おいで」

　ほら、また脱だつ走そうするより早く、捕つかまえられてしまう。

　笹良は厳しい目でガルシアを見つめた。

「まだ血の臭いがするな」

「ヘンタイッ！」

　彼の脇腹を数度攻撃した。デリカシーの実を一度、皿一杯食べたらどうなのだ。

「無む闇やみに暴れるな。おまえの思考は謎だね」

　うるさい。

「……ねえガルシア、なんだか様子がおかしいよ」

　もしかして落ち込んでいるのか？

　そうとも、たまには海底まで沈むほど深く反省するべきだ。

　いつもいつも誰かを傷つけるようなことを平然と繰り返してきた罰。他人の胸にある喜き怒ど哀あい楽らくを、刃やいばのような恐怖で操あやつるなんて最低なのだ。

　急に怒りと悲しみが膨れ上がり、抑おさえ切れなくなった。

「ササラ？」

　ぱちっと両手で軽くガルシアの頰を挟むようにして、叩く。こっちを静かに見み据すえているガルシアの顔が、溢れた涙で歪んだ。その涙を落とす前に瞼を強く閉ざし我慢する。

　もう一度きちんとガルシアを見た。カシカが隣にいないから、ようやく言える。

「ガルシア、ひどい、悪い。たくさん、悪い！　ひげ、いない!!」

　もう絶対にひげもじゃ海賊は戻ってこないんだぞ。思い知れ！

　笹良も嫌なことを色々とされたけれど、命の危険があるような行為じゃない。でもひげもじゃ海賊は違う。

「おまえ、俺を平気で叩くのだな」

　どこが平気なものか！

「乱暴な真似なんてしたくない。悲しいに決まってる！」

「わからぬよ。なぜ本気で嘆く必要があるのか。おまえには関かかわりのない命であったろうに。好かぬ者まで憐あわれみの対象にするのか」

「ガルシア、なぜ、わかる、ない？　笹良、好き、関係ない。でも、誰か、好き、悲しむ」

　片言の言葉で通じるだろうか。

　確かにひげもじゃ海賊のことは好きじゃない。けれど、笹良の知らない誰かはひげもじゃ海賊に好意を寄せ、必要としていて、その無む惨ざんな死に涙を落としているかもしれない。

　人の繫がりって、当事者同士しか見えない大切ななにかがきっとある。

「人、傷、与える、ガルシア。笹良、悲しい」

　簡単に他人を傷つけて虫けら扱いをするガルシアは嫌だ。

「こんなに曇りのない奇麗な目をしているのに、どうして冷たい場所しか見ないの？」

「俺に慈悲を説く気か、ササラ。見当違いも甚はなはだしい」

　整った笑みなのに、温ぬくもりの感じられない乾かわいた眼差し。

　見ているのがたまらなくなって、昼間みたいにまた手でガルシアの目元を覆ってしまった。なぜこの人のことを本気で嫌えないんだろう。

　全力で嫌いになろうと決意してもうまくいかなくて、つい彼の言葉に耳を傾けてしまう。

「なんの呪のろいだ？」

　呪い。そうか。

「魔ま法ほう」

「──今、なんと言った？」

　少しだけガルシアの声音が硬かたくなった気がした。それをぼんやりと不思議に思った。今のは異世界語で告げたのだから、伝わらなかったはずがない。

「……ガルシア、目。あたたかい、ない。熱、あげる」

「馬鹿な子だね」

　ガルシアは溜息をつくと、瞼に載せている笹良の手を無理やり外そうとした。抵抗して、また覆ってみる。

「おやめ」

　しつこいと感じたのか、わずかにガルシアが苛いら立だった声を上げる。

「ガルシアだって、嫌だと思うこと、ちゃんとあるじゃないか」

　両手を奪われてしまったので、なにもできなくなってしまった。すぐ間近にガルシアの冷めた瞳がある。なんて寂しい冷たさだろうと、ふと思った。

「寒い、つらい。あたたかい、嬉しい」

　なんだかまるで、甘いはからい、からいは甘いと囁く魔女みたいな気分になってきたが。

　ガルシアがゆっくりと瞬きした瞬間を見計らって、そっと瞼に息を吹きかけてみる。北風と太陽の話を思い出した。旅人の衣服を脱がせようと、冷たい息を吹きかける北風。でも逆に旅人は寒いと感じて、しっかりと服を着込んでしまう。太陽は光を注ぐ。旅人は衣服を脱ぐ。

　心を溶かすのはやっぱり、寒さじゃなくてあたたかさだと思う。

「おまえという子は」

　ガルシアに両腕を強く摑まれた。カシカの時のように暴力を振るうつもりだろうか。

　さすがに恐ろしくなる。まだ耐たえられると自分を励はげまし、じっとその不思議な色の目を見つめ返した。

　殴なぐられる前に、この際言いたい放題訴えさせてもらおう！

「奴隷、ひどい。か……かん……環かん境きよう、悪い。だめ。清潔、手当て、食べ物、いる」

「……」

　怒る気力が失うせたという顔をされてしまった。その間に、勝手にガルシアの手を奪い、指切りをして一方的な約束を取り付ける。

「なにをしている？……もう眠りなさい」

「嫌」

「ほら、ササラ」

　鼓こ膜まくに届く前に、耳たぶで言葉を蹴飛ばしてやる。

「我が儘を言うな」

　言うとも。

「歯向かわずに」

　スト中なのだ。

　肝心なことを忘れていた。ガルシアはなにをしにここへ来たんだろう？

　ほんの少しだけ、体調を心配して来てくれたのかと思ってしまったじゃないか。

「困った子だ」

　笹良は困らないもん。

　ガルシアは眉をひそめて吐と息いきを落とし、ベッドから下りる素振りを見せた。

　──あ、嫌だ。

「行かないで」

　とっさにガルシアの帯を引っ張ってしまった。少し驚いたように彼が視線をこちらへ向ける。

　動揺を隠すためにもぞりと動き、ガルシアの膝に頭を載せる。

「ササラ」

　苦笑する気配。髪を撫でる大きな手に、喜びを感じた。

『ガルシアばかり膝枕してもらってずるい』という思いのせいでこんな行動を取ってしまったんだ。そう自分に言い聞かせ、笹良は瞼を閉ざした。







　六章　すべてのことは海の中







　ひげもじゃ海かい賊ぞくの死は、意外なところで静かに波は紋もんを広げていた。

　夕方、カシカと手を繫つないで甲かん板ぱんを歩いていた時のこと。

　船頭のほうに数人の下したっ端ぱ海賊が集まっているのに気づいた。木箱の横に隠かくれるように座り込んで、なにかを熱心に話している。

「なにやってるんだ、あいつら……」

「密談？　犯罪計画？」

「こら冥華、そういう悪い言葉ばかりわざと選んで覚えているな？」

「違ちがう」

「違わないだろ。誰だれに習ったんだ？　王のはずはないな。ルーアでもない。ゾイさんは絶対ありえないし……ジェルドさんか？　そうだな？」

「可哀かわい想そうなジェルド。ゾイと違って信用ゼロだぞ。……まあ、実際ジェルドなんだけど」

　腰こしに手を当てて説教体勢に入ったカシカが、ふと木箱のほうへ視線を戻もどし、首を傾かしげた。

「……待て、向こうの様子がなにかおかしいな」

　足音を殺すカシカに倣ならい、笹良も忍しのび足でそっちへと近づく。確かに彼らの様子が奇き妙みようだ。木箱の陰かげに集まっているのは五人。前にこっそりと酒をプレゼントした海賊もいる。

　その中の一人が、なぜか真っ青な顔をしてぶるぶると震ふるえていた。どうやら皆みなで彼を慰なぐさめているらしい。しかしいったい、なにがあったんだろ。

「──夜中、やつが舷げん側に立っていたんだ、噓うそじゃない！」

「だから、やつって誰だよ」

「あれだろ、……吊つるされたじゃねえか、首がよ」

「ああ……」

　そこで一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。すぐに、蒼そう白はくな顔の海賊が声を上げる。

「うろついていたんだよ、本当に！　自分の首を探してさあ！」

「馬ば鹿かっ、声がでけえっての」

「はあっ？　自分の首って、じゃあなにか？　首なし死体が甲板を歩いてたっていうのか？」

「さっきからそう言ってるだろ！」

「おまえ、『草』でもやってんのか？　あるわけねえだろう」

「俺だけじゃない、エドも見たんだよ！」

「くだらねえ、『ネズミとり』の法ほ螺ら話を信じるのかよ」

　思わずカシカと顔を見合わせた。彼らはひょっとして、ひげもじゃ海賊の幽ゆう霊れいが、切断された頭部を探して夜な夜な甲板をさまよっている、という話をしているんじゃないか。

　カシカの顔色が急に悪くなった。苦しんでいるってわかるのに、慰めの言葉が出てこない。

　ひげもじゃ海賊を殺したのは、彼女だ。そしてそれを図はからずも後押ししたのは、笹良。

　両手がじわりと汗あせばむのがわかった。

　俯うつむいた時、カシカが身を寄せてきて笹良の耳に言葉を落とした。

「……かまわなくていい、人が死ぬたびに馬鹿な話をでっちあげて吹ふい聴ちようするやつらが出てくるんだ。そういう弱さを見せるから、『ネズミとり』以外になれないっていうのをわかっていない」

　ぎこちない微笑ほほえみしか返せないでいると、カシカはややぶっきらぼうに「行くぞ」と言って笹良の手を引っ張った。部屋に戻ろうとしている。

「船室を出て、ここに来たばかりなんだけど……」

　そもそも甲板に出てきたのは、運動のためだ。長く航海を続ける者たちの悩なやみの種のひとつが、慢まん性せい的な運動不足。足腰が萎なえないよう、工夫して身体からだを動かさなきゃだめだって。

　この数日、鬱うつ然ぜんと船内にこもりきりでいたら、その様子をカシカは見かねたらしく、少しだけでもいいから歩け、と連れ出してくれたのだ。

「もしもあいつらになにかされたら、必ず言えよ」

「うん」

　しんみりと頷うなずき、彼女と一いつ緒しよにその場を離はなれようとした時だった。

「──うるせえっ、俺も見たって言ってるだろ！」

　大声が甲板に響ひびいた。驚おどろきながら振ふり向くと、ひげもじゃ海賊の幽霊を見たと主張していた海賊が、業ごうを煮にやしたように立ち上がって、仰のけ反る仲間を見回していた。

「見たんだよ本当に！　見たんだ、見たんだ!!」

「おいっ、わかったから騒さわぐな！」

　騒ぎを聞きつけた海賊たちが、ちらほらと集まってくる。甲板は基本的に誰かがいる。夜にも必ず当直が置かれるので、完全に無人になる時はほとんどない。

　この時刻なら、まだたくさんの船員が甲板を行き来している。注目を集めて当然だった。

「呪のろわれているんだ、この船は!!　これからもっと人が死ぬぞ!!」

「馬鹿っ、やめろ！」

　仲間の制止を振り切って、その彼は喚わめいた。呪われている、という言葉を繰くり返し、ふらふらと千鳥足で歩き回る。なんかやばい雰ふん囲い気きに見えるけれど、大だい丈じよう夫ぶなのか？

「あっ」

　彼は突とつ然ぜん、別の方向を見て、恐きよう怖ふを顔に張り付けた。

　いかにもそっちにひげもじゃ幽霊がいるっていうように、震える指を突つきつける。

　全員がつられてそっちを振り向いた。笹良もだ。

　彼が指差したのは、マストだった。ひげもじゃ海賊の首が吊るされていたマストとは違うけれど、とっさにそれを連想してしまう。カシカも同じだったんだろう、こっちの手を摑つかむ手に力がこめられた。笹良はとっさにカシカにしがみついた。

「──えっ？」

　まさかの出来事を目にした。マストの後ろから、ぬらりと黒い影が現れたのだ。

　皆が思わず息を吞のんだ。赤い血が首からゆらゆらと宙に漂ただよっている──。

「冥華様？」

「って、ルーア!?」

　強い西日のせいで、すぐにはその影の正体がわからなかった。というか、おそらく全員がひげもじゃ海賊の幽霊が現れたと勘かん違ちがいしたと思う。

「どうされたんですか？」

　戸と惑まどうルーアを、言葉なく見つめる。間が悪すぎる！

　黒い影のように思えたのは深い紺こん色のドレスと逆光のせいだ。肩かたに下ろしている長い髪かみは、赤。風になびいている。今の心理状態なら、血が漂っているように見えても仕方ない。

「呪われたんだ、女なんかを船に乗せたから!!」

　幽霊を見たと騒いでいた例の海賊が余計な叫さけび声を上げた。

「こ、こら！　このタイミングでなんてことを言うんだ」

　慌あわてて振り向いた瞬しゆん間かん──どぽん、と彼が海に落ちた。

「……え？」

　一瞬の沈黙の後、船首は蜂はちの巣をつついたような騒ぎになった。ルーアは青ざめた表情で立ちつくしている。

「今……落ちた？　あの人、海に落ちたの!?」

「冥華、行くな！」

　例の海賊がいたはずの舷げん縁えんに駆かけ寄ろうとすると、血相を変えたカシカにとめられてしまった。

「だめだ！　『女』の冥華は関かかわるな」

　カシカの警告に、身が強こわ張ばる。女。

　──結局、波に飲まれたその海賊は、見つけることができなかった。

　異変が連続したのは、この日からだ。彼のように幽霊を見たと騒いで正気を失い倒たおれる者、虚うつろな目で甲板を練り歩く者が増え始めたのだ。
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　三度目の騒ぎが起きた時、ドルイの船が近づいてきた。

　女性たちの入れ替かえの日だ。義手のドルイは、泡あわを吹ふいて甲板に倒れている船員に気づくと、じろりと笹良たちを眺ながめ回した。この倒れている船員は、さっきまで意味不明な叫び声を上げて走り回っていたため、仲間の一人が仕方なく気絶させたのだ。

「こりゃあいけない、取り憑つかれてる。王の船にも『幽霊』が出ましたねえ」

　幽霊、の部分にドルイは力を入れた。ひげもじゃ海賊の一件を女性たちから聞いているんだろう。

「……こっちにまで幽霊がやってきかねない。女たちは全員引き上げさせますよ」

　ざわりと、海賊船に不満と恐おそれの声が満ちた。真っ先に拒きよ否ひの声を上げたのは、意外なことにルーアだった。

「いいえ、長おさ。わたくしは戻りません」

「ルーア、なにを言う」

「こちらの王と、わたくしたちの船は懇こん意いにさせていただいています。臆おく病びよう風に吹かれて逃にげ出すなど、海で生きる者にあってはいけません」

　凜り々りしいルーアの姿に、笹良は胸を弾はずませた。女海賊みたいだ！

　ドルイははっきりと苦い表情を見せた。ルーアの言葉に、何人かの女性が同意する。

　誇ほこりを持って仕事をする彼女たちが素す敵てきだ。そういうの、好きだぞ。

　結局、ルーアと、他ほか四名が海賊船に残ることになった。残りの女性たちは、ドルイの説得で娼しよう船せんへと戻ることが決まった。

「しかし王よ、女たちをお守りいただけますな？」

　ドルイは恨うらめしげにガルシアを見上げた。ガルシアは一瞬、冷え冷えとした視線をドルイに落とした。すぐに薄うすい笑えみを見せ、頷く。

　娼船が去った後の甲板は、異様な興こう奮ふんに包まれた。

「幽霊退治は得意じゃないんだけどなあ」

　億おつ劫くうそうにジェルドが呟つぶやき、頭の後ろで両手を組む。気になったのは、ガルシアの様子だ。考え深げな表情をしている。どうしたんだろう、ドルイに少しも言い返さなかったし。

　視線に気がついたらしい。彼は気軽な仕草で笹良の頰ほおを撫なでた。

「少しの間、大人しくしているように。『幽霊』を捕つかまえるまでな」

　そう言って、ゾイを呼ぶと、二人でさっと昇しよう降こう口に向かった。彼のあとを追うか迷った時、ルーアが笹良の肩に手を置いた。

「きっと王がなんとかしてくださいます。わたくしも冥華様をお守りしますわ」

「ルーア、恰好いい」

　途と端たんに恥はじらうルーアに笑いかけ、不安を押し殺す。幽霊。ひげもじゃ海賊の幽霊。本当に、いるのかもしれない。恨みが強くて天国に行けず、魂たましいがさまよっているのかも。

　そう考えた時、近くにいた船員たちの会話が耳に飛び込んできた。

「このところ、頭がいかれるやつが増えてるじゃねえか、『幽霊』の仕し業わざかよ」

「おい、やめろ、気味の悪いことを言うな」

「今は女も船にいる。災わざわいを呼びやすい──」

　憂ゆう鬱うつな気分になり、笹良は俯いた。彼らの言う『幽霊』って、普ふ通つうとはちょっと違う。もっとはっきりと害意のある存在っていうか……意外に迷めい信しん深い海賊たちは、本気でそれを信じている。

「冥華、船室に戻ろう」

　カシカの呼びかけに我に返った。素す直なおに従い、夜まで船室に引きこもる。

　寝しん台だいに潜もぐったあとで、やっぱり寝ね付つけず、笹良は身を起こした。

「もしも、本当にひげもじゃがいるなら」

　会ってみようか、と思った。このアルバシュナには、不思議がいっぱい存在する。死神のロンちゃんだっているのだ、幽霊が出たってなんの不思議もない。

「上に、行ってみようかな」

　寝台に入る前、カシカに「絶対に部屋を出るな」と言われている。それを思い出し、悩んだ時だ。突然、船室の扉とびらが開いた。

　カシカが様子を見にきてくれたのかと思いきや、顔を出したのは意外な人物だった。

「……ギスタ？」

　神かん巫なぎめいた雰囲気を持つ、ガルシアの側近の一人だ。彼が笹良に積極的に近づいてくることはなかったので、驚いてしまう。

「どうしたの？　笹良になにか用事？」

「行くか？」

「え？」

「行くのか？」

「えっと……どこ、なに？」

「行かないのか」

　ギスタは眉まゆをひそめた。待ってほしい、「行くか」という言葉しか言ってないぞ。

　いったいなんの話？　詳くわしく尋たずねようとして、思いとどまる。彼が、誰よりマイペースな海賊っていうのはわかっている。ここは余計な口出しをせず、ついていってみよう。

　そう決めて、こくりと頷き、彼の手を握にぎる。ギスタは無機質な眼まな差ざしを笹良に向けると、なにも言わず通つう廊ろうへと足を運んだ。唐とう突とつな動きについていけず、転びそうになる。

「なにをやってる」

　ギスタは迷めい惑わくそうに一言告げると、ひょいっと笹良を小こ脇わきに抱かかえた。すっげえ既き視し感かんがあるんだけれど、この状じよう況きよう。笹良って王の冥華のはずじゃなかったか？

「ねえギスタ、コミュニケーションって大事だと思うんだ。そのことをわからせてくれたのはギスタなのに、これってどういう……？」

　それにしても、この暗い中をランプもなしによく歩けるな。見た目通り、本当に神巫の力を持っていて、第三の目とかで闇やみを見通しているのかもしれない。

　悩むうちに、上甲板に到とう着ちやくした。どうやらここが目的地らしいけれど──。

「もしかして、笹良と一緒に幽霊探しをしたかった？……ギスタ、幽霊、探す？」

「幽霊？　なんの話だ」

　うん、ギスタはどこまでもギスタだ。日中の騒ぎの時にもいなかったし、自由気ままに生きているな。しかし、幽霊探しじゃないとしたら、どうしてわざわざ夜中に、笹良を甲板に連れてきたのか。今夜は大きな月が出ていて、甲板の様子がはっきり見える。

　ギスタは舷側まで近づくと、笹良をやっと降ろしてくれた。

「見ろ」

「海を？」

　おずおずと、海へ顔を向ける。

「……真っ暗だね」

「……見えないのか？」

　えーと、月を映す海面が奇き麗れいだね、ってことなのか？

　彼は「おかしいなあ」というように首を捻ひねった。笹良も真似をした。いや本当、ギスタの言動が謎なぞすぎて、なにを言いたいのかさっぱり意味を摑めない！

「わかった、もういい」

　どこか不ふ機き嫌げんな様子で去ろうとするギスタを慌てて呼び止める。

「待った！　なにを見せたかったのか、教えて！……海、なに？」

「鯨くじらだ」

「……鯨？」

　鸚おう鵡む返しに尋ねたあとで、笹良は舷側に身を乗り出した。

「鯨が近くで泳いでいるの!?……そば、いる!?」

「いる」

　海は苦手だけれど、鯨は好き！

「うー、わかんないよ！　どの辺？　まだこの近くにいる？」

「向こうだ」

　ギスタが隣となりに立ち、海面を指差す。月を映しているあたり。言われてみれば大きな影があるような……やっぱりよく見えない。

「おまえは異様な娘むすめだから、俺のように見えるのではと」

　彼のどこか落らく胆たんした声に、笹良は顔を上げた。その言葉に色々と突っ込みたい。笹良ってそこまで怪あやしい娘だと思われているのか。

「ギスタも自分を異様だと思っている？　って本当にギスタには鯨が見えているわけで、それをわざわざ知らせてくれて……、あっ、仲間意識を持ってくれてる！」

　海賊仲間って意味ではなく、異様カテゴリーなのがちょっと複雑だが、つまりこれってギスタの好意に違いない。「このところ、笹良が鬱うつ屈くつしていたから気晴らしさせてやろう」じゃなく、「鯨がいたから見せてやろう」っていう純じゆん粋すいな思いつきであることが、嬉うれしいのだ。

「ギスタ、アリガトウ！」

「見えぬのに礼を？」

　拗すねてる、拗ねてる。

「うちの海賊たちは残ざん酷こくなくせに、時々こういう可愛かわいさを見せるんだから！」

　これに参ってしまう。

「笹良が見えなくても、ギスタが様子を教えてくれたらそれで、十分。どんなふうに泳いでいるの？……鯨、大きい？」

　彼の手を握り、海を指差す。最近で、一番自然に笑うことができたかもしれない。ふとそう思った。心から喜んでいるのが伝わったらしい。ギスタは表情を和やわらげると、「そこ。大きい」と相変わらず淡々とした口調で説明した。

「鯨は守護者だ。魂がある」

　ギスタは笹良を舷側の上に座らせ、そう呟いた。落ちたくないから腕を離さないでほしい。

　どきまぎしながら彼と海面を眺めていた時だった。

　離れた場所から、誰かの言い争う声が響いてくる。

「ギスタ、今、音？」

「──ああ」

　彼は頷き、鬱うつ陶とうしげな顔を船首のほうに向けた。笹良たちがいるのは、船首寄りの中央甲板の舷側だ。

「放ほうっておいていいの？……あっち、行く？」

「興味がない」

　どこまでもギスタだな。それに感心した時、もう一度声がした。

　遅おそい時間なので、檣しよう楼ろうの当直と船せん尾び側には人がいるけれど、こっちには他に誰もいない。

　迷った末、念のために確かく認にんしに行くことにした。

「ギスタ、ここ、待つ。笹良、見てくる」

　鯨より騒そう動どうを優先するのか？　と脅おどすような目つきで睨にらまれた。

[image: ]

「すぐに戻ってくる」

　笑いながら彼の腕をぽぬりと叩たたき、声が聞こえたほうへと向かって甲板を走る。

　──来てよかった。声の主たちを見て、心底そう思った。

　一人の船員がルーアを海に突き落とそうとしていたのだ。

「ルーア！」

　笹良は全速力でそっちに駆け寄った。ぐったりしているルーアの身から船員の腕を引き剝はがし、突き飛ばす。

「なにしてるの！　こんな騒動を起こしたら、またひげもじゃ海賊みたいに首を……っ」

「女がいるせいだ、こいつは悪あく魔まなんだ、幽霊を呼んでいるんだ、あいつを黄泉よみから連れ戻してきたんだ……！」

　ぞくっとした。船員の目が正気を失い、濁にごっている。あの、海に消えた彼と同じ。

「見ろ、この赤毛！　憎にくし国の女王と同じ色だ、俺たちを呪ってるんだ、海に沈しずめねば!!」

　──女王？

　疑問に思ったのは一瞬で、すぐに我に返った。船員が再び飛びかかってきて、無抵てい抗こうのルーアを海に沈めようとする。

「やめて！　ルーア、悪い、ない！」

「うるせえっ、ああ、冥華、おまえも女だ、そうだ、おまえたちがこの船を狂くるわせたんだ」

　船員が笹良の腕を乱暴に摑んだ。指が肌はだに食いこむくらいの力だ。振り払はらえない。ルーアとともに笹良も海へ突き落とされてしまう。そう思った時だった。

　ごうっと、背後で凄すさまじい水音が響いた。驚きに目を見張る。

　波が立ち上がっていた。

　いや、違う。

「鯨」

　海の守護者──鯨が勢いよく、海面から飛び上がったのだ。

　飛び散る白い飛沫しぶき。船は波の勢いを受け、激しく揺ゆれた。そこで転ばずに踏ふん張れたのは奇き跡せきに近い。痛みを感じるほどの強さで、海水がざぶんと降ってくる。笹良はそれを全身に浴びた。同じように飛沫を浴びたルーアが意識を取り戻し、小さな悲鳴を上げて索さく具ぐにしがみつく。

　鯨が、再び海に沈む。

　白昼夢でも見たような心地ここちだった。でも夢じゃない、幻まぼろしでもない。

　海賊船ほどもありそうな、大きく、厳おごそかな夜の海の守護者が今、確かに出現した。

「──守られてる!!」

　考える前に、笹良は叫んでいた。

「船は守られている。守護者!!　船は狂わない!!」

　尻しり餅もちをついて啞あ然ぜんとしていた船員が、こっちに視線を戻す。

　これ以上ないっていうタイミングで、再びの轟ごう音おんが響き渡わたった。激しい縦揺れ。海賊船の向こう側で波が壁かべのように跳はね上がり、巨大な鯨が顔を出す。飛沫が全身を濡ぬらした。倒れないよう、片手でしっかりと索具を摑み、頰に張り付いた髪を払いのける。

「船、守る。あなた、静まる」

　放心している船員を見つめ、片言で訴うつたえる。異世界語、早くマスターしたい。

「──そう、船は守護者に守られている。冥めい界かいの女め神がみたる冥華が保証したのだから、間違いない」

　それを言ったのは、いつの間にかこっちに寄ってきたギスタだ。

「さあ、戻れ。おまえは幸運だった。守護者を見た日は敬意を払い、死を招くなかれと決められている。それに俺は諍いさかいに興味がない。今回だけは『幽霊』が見せた幻にしておいてやる」

　船員は慌ただしく立ち上がると、逃げるように走っていった。

　安あん堵どの息を落としたあとで、うずくまって震えているルーアに駆け寄る。

「無事だった!?　怪け我がは？」

「──甲板を歩いていたら、いきなり、彼が私の腕を摑んで、海に突き落とそうと。女は不ふ吉きつだ、災いを呼ぶ……」

「大丈夫！　笹良、ルーア、守る！　安心！」

　ぎゅっと彼女の手を握る。虚ろだった瞳ひとみに生気が戻り、それと同時に大きな涙なみだがこぼれた。

「冥華様……冥華様」

　ルーアは何度も呼び、震える身体を笹良に押し付けた。

　彼女の動どう揺ようがおさまるまで、必死にその背を撫で続ける。

「冥華は強運だな。守護者を味方につけるとは」

　背後に立ったギスタが感心したように呟いた。

「違う。ギスタのおかげ。……ギスタ、偉えらい」

「俺？」

　そうとも。ここに笹良を連れてきてくれたのは彼だ。鯨の存在を教えてくれたのも。

「笹良たち、すごい！」

　ぐっと拳こぶしを握ると、ギスタが思わずというように微笑んだ。

　鯨、また会えたらお礼を言おう！







　守護者が現れた、という話は最近神経が過か敏びんになっていた船員たちの心を慰めた。

　ルーアはこの一件以来、今まで以上に笹良と一緒にいるようになった。夜中、カシカを交えて三人でおしゃべりをするのが楽しい。閉とざされた三人だけの世界は、居心地がよかった。

　日中はサイシャの医務室に押し掛かけて、患かん者じやたちの世話を手伝う。これも三人で仲良くだ。それにしても、幻げん覚かくに悩まされて廃はい人じんのようにぼうっとする船員が急増している。これって本当に病気だろうか。

「皆、変、原因、わかった？」

　笹良は集合寝台を整えたあと、作業台に向かって薬草を練っているサイシャに尋ねた。彼は眼鏡めがねを外して振り向くと、肩を軽くほぐした。

「ああ、まあ、おおかた目星はついていたからなあ」

「そうなの？」

　驚く笹良に、サイシャは丸っこい手で作業台から乾かん燥そうした楕だ円えん形の物体を取り、見せてくれた。厚みのある葉、という感じだ。

「草さ」

　きょとんとする笹良の手に、彼はそれを置いた。

「少し前から大陸で流行している『酒さけ草ぐさ』の一種でな。これを齧かじると、酒を飲んだみたいに気持ちのいい酩めい酊てい感が得られるんだよ。煙管きせるの草にも少量使われる。ああ、王も使っているだろう。煙管の分量なら、まったく問題はないさ。料理にも使われる草だしなあ」

　ところがな、とサイシャは声を低くして、笹良の手にある草を見下ろした。

「ここにあるやつは、とんでもねえ粗そ悪あく品だ。改良され、幻覚を生む作用がある」

「どうして、それ、船？」

「馬鹿どもめ……、前に、ハディが草を持ち込んだろう？」

「ハディ！」

「そう、毒が混ざっているから全部捨てろって命じられたのによ、その一部を盗んだ船員がいるようだぜ。最初は娼船の女が持ち込んだかと思ってたんだがな……。とにかく今は、誰が隠し持っていたか、調査中だ」

「皆、治る？」

「おう、まかせときな。俺は戦いくさのほうはからきしだが、こっちがいいのよ、こっちが」

　サイシャは破顔すると、自分の頭を指先で軽くつついた。その姿に、笹良も自然と笑みが浮うかんだ。これでどうやら、幽霊事件は近いうちに解決がつきそうだった。
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　とうとう女性たちが帰ってしまう日が来た。

　海賊船とつかず離れず波間をゆらゆらと漂っていた娼船が近づいてきて、最初の時のように縄なわばしごが下ろされる。笹良も別れの挨あい拶さつを告げるために、甲板へ出向いていた。女の人が皆いなくなってしまうというのはなんだか寂さびしい。

　出で迎むかえに現れた不気味な雰囲気のドルイが、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいにガルシアたちへ頭を下げた。彼の肩には気き性しようの荒あらそうな極ごく彩さい色しきの鳥が乗っている。

「鳥に睨まれた。戦う気？」

　笹良と鳥が火花を散らして睨み合う間、彼らは声をひそめて話し合った。幽霊事件についてだろう。「奴ど隷れいを数日後に、また調達してくる」というようなことをドルイは言っていた。船員たちが回復するまで、奴隷を使うつもりらしい。少し暗い気持ちになる。

　その後、ゾイが重そうな中程度の宝箱をドルイに渡す。最初もそんな宝箱を用意していたな。

「なるほど、前金、後金かあ」

　鳥め、あっち行けと念じつつ、船に戻っていく女性たちに笹良は大きく手を振った。

　彼女らは去り際ぎわに小さなアクセサリーをくれたり、笑いかけてくれたりした。勿もち論ろん、つんと無視する人もいたけれどさ。すべての人から好意をもらえるはずがない。

「嫌きらわれるのは、ちょっと傷つくけど……」

　海賊たちは目に涙が浮かんでいてもおかしくないほど名残なごり惜おしそうに見送っていた。カシカあたりは、ようやくこれで静かな日々が戻る、というような安堵の表情を浮かべている。

「ルーア。またね」

　女性の中で一番別れがたいのはやっぱりルーアだ。世話になったし、励はげまされた。

「もうこのいい匂においに飛びつけなくなるのか……」

　ルーアにしがみつき、寂しく溜ため息いきを落とす。彼女は赤みを帯びた栗くり色の髪を指先で弄もてあそびながら、戸惑いの目で笹良を見下ろした。

「ルーア、どうしたの？」

　もしかして去りがたいと感じてくれているんだろうか。嬉しさと切なさが混ざった複雑な気持ちを覚える。そうなら、少し嬉しい。

「そうだルーア、船同士で連れん絡らくを取り合う方法ってないのかな。手紙とか、交こう換かんできない？」

　無理かなあ。ガルシアに聞いてみようか。そう思った時。

「王──お願いがございます」

　ルーアは近くに立っていた海賊王に視線を向けると、笹良の背に腕を回し、ぎゅうっと抱だきしめた。驚きとともにルーアの顔を見上げ、ついで周囲の人々を窺うかがう。

　欲望を昇しよう華かできて満足したのか、もう娼船には興味がないといった態度でヴィーの肩にべたりと寄りかかっていたジェルドが、呆あきれた顔をしてルーアを睨んだ。

「しつこいねえ。冥華は船から降ろさないって言われたろうに」

　彼の言葉にルーアは首を横に振った。なにやらひどく決心した様子でガルシアを見つめる。

「違うのです。望みは別にございます。月つき狩がりしてくださいませんか」

　おっ、と海賊たちの間にざわめきが広がった。

「月狩り？」

　意味がわからず、きょとんとしてしまう。『ツキイトメ』とどう違うんだろう。

「へえ。もしかしてさ、冥華のために船に残りたいのか？」

　面おも白しろそうに告げられたジェルドの言葉に、仰ぎよう天てんする。

「笹良のため？」

　月狩りって……つまり娼船に戻らずここにとどまりたいって言っているんだろうか。まさか昔でいうところの身み請うけ？

「そうなの？」

　確認する意味でルーアの服を軽く揺さぶると、さっきよりも強い力で抱きしめられた。

　あぁなんだか凄すごく嫌いやな予感がしてきた。

「娼しよう婦ふが海賊船に残ってどうする？　あんたができることってひとつしかないだろ」

　ジェルド、なんて物言いをするのだ！

「承知しております」

「ルーア！」

「いい度胸だなあ。あんた一人で仲間全員の相手をするつもりか。死ぬよ、そりゃ」

　ルーアは奇麗な顔を強張らせながらも、ジェルドの皮肉を否定せず、小さく頷いた。

　待ってよ、一人で海賊たちの相手って！

「わかってないねえ、俺たちがあんたをそれなりにでも丁てい重ちようにもてなしたのは、期限付きの商品だからさ。月狩りとなれば話は別だ。海賊船の一部となるんなら、どういった扱あつかいをされても文句は言えなくなるよ」

　娼船に籍せきを置く人だからこそ、手て荒あらな扱いをされずに守られていたという意味なのか？　けれど海賊船にとどまるというのなら、それは船員の一人になることと同じで、なにか問題が起きてしまった時、ルーアも処しよ罰ばつされる可能性が出てくる──。

「だめだ、そんなの！」

　カシカも本当は女の子だけれど、ルーアとは置かれている立場が違う。カシカは戦い方を知っているし、ずっと海賊船で暮らしていたため馴なれている部分がある。

　勿論、海賊の中には下品な考えを持つ者もいるから、不ふ埒らちな行こう為いを強要されそうになる危険が皆かい無むとは言えない。それでも味方がいる。

　なによりカシカは皆にきちんと「仲間」として認にん識しきされている。それは重要なことなのだ。

　ルーアは……こんな言い方はすごく嫌だけれど、最初から皆に娼婦って目で見られている。ここに残った場合、どれほどつらい思いをするか、簡単に想像できるではないか。それに海賊船は本来女によ人にん禁制だ。ちょっとした口論が発ほつ端たんとなって魔ま女じよ狩がりが起きてしまいかねない。

「──まったく、わからぬ」

　ぽつりと落とされた声。ガルシアだ。

　青ざめつつ視線をずらすと、ガルシアの不思議な色の瞳とぶつかった。

「わからぬことよな。ササラに毒されたか」

「人を毒扱いしない！」

　つい嚙かみ付きそうになった。

「これがもたらすぬるい慈いつくしみは命を懸かけるに値あたいするのか？　それほどに尊いと？」

　ガルシアは本当に疑問だという表情を浮かべ、笹良を見下ろした。今は無礼な発言に目を瞑つぶるとして、ガルシアがこんなふうに皆の前で本物の感情を覗のぞかせるのは珍めずらしい。

「王、人を動かすのは、本当に些さ細さいなことではありませんか。賞賛や、美しい宝石を多くいただけるのも嬉しいこと、ですが人としての喜びはもっと別の──わたくしを、わたくしとしてただひたすらに見てくださることではないですか。宝石の輝かがやきで身を飾かざってくださるのではなく、飾らぬ笑みで心に触ふれてくださることではないのですか」

　ルーアは泣きそうな目をして、笹良の両手を強く握り締しめた。

　──そんなふうに、思っていてくれたなんて。

　彼女に対して、なにかいいことをしてあげられたわけじゃない。逆に救われたのはこっちのほうだったのに。

「どうして」

　茫ぼう然ぜんと呟いた時、ガルシアが眉をひそめてルーアと笹良を見つめた。

「おまえも知っての通り、俺は女に執しゆう着ちやくせぬ。おまえが船にとどまり、いかなる目に遭あおうとも、興味はないのだ。面めん倒どう事ごとをもたらすならば斬きって捨てるのみ。それを理解してもなお、とどまるというか」

「はい──はい、王」

　だめだってば！

「ガルシア、認めないで！」

　こんなの絶対に間違っている。本音を言えば、ありがたい話だ。ルーアに船に残ってほしい。大人の女性がそばにいてくれるのって心強いし、安らかな気持ちにもなれる。

　彼女は優やさしいから、本当のお姉さんみたいに甘えさせてくれるだろう。

　でも、いけない。それを望めば、ルーアをいずれひどく傷つけることになる。

　もう嫌だ。誰かが犠ぎ牲せいになるの、嫌！

「ガルシアっ、お願い」

　ルーアの手を離し、ガルシアへと駆け寄って腰帯を引っ張る。

　もしもルーアが船にとどまるとして、ガルシアが守ると保証してくれるのなら心配はないと思う。けれどガルシアははっきりとその気はないと皆の前で宣言してしまった。

　今の言葉を、海賊たちは「船長のお許しが出た」と受け止めるんじゃないだろうか。

「どうするササラ。どちらを選ぶ？」

　ガルシアがふと身を屈かがめ、笹良の耳に唇くちびるを近づけた。

「──？」

「片方ならば叶かなえてやろう。奴隷の境きよう遇ぐうの改善か、それともルーアの安全か」

　信じられない言葉に、心が凍こおる。

「なんで!?　ひどい……、ひどい、あんまりだ！　どうして何度も笹良を試ためすの!?」

　異世界語を使う余よ裕ゆうはなかった。またしてもガルシアはむごい選せん択たくを迫せまる。

「どうしてなの、笹良がいったいなにをしたっていうのさっ。そりゃたくさん我が儘ままは言ったかもしれないけれど、でもガルシアに対して悪いことなんかしてないじゃないか。肝かん心じんなことはちゃんと従っているじゃないか！」

　怒いかりか悲しみかわからないけれど、身体が震えてくる。

「もう嫌だ、なんでこんなにつらいことばかり押し付けるんだようっ。笹良だって、好きでこの世界に来たんじゃないのに、あんまりっ……！」

「おまえの言葉は理解できぬ」

「見ればわかるじゃないか、笹良なんて女神でもなんでもないことくらい、すぐに気づいたでしょう。できないんだよ、皆みたいに役に立てないんだよ！」

　もう嫌、帰りたい！

　ガルシアのように不思議な魔ま法ほうの力があれば、こんな事態を招かずにすんだんだろうか。剣けんが使えて、強ければガルシアに結論を委ゆだねずにすんだの？　自分の手でルーアを危険や悲しいことから守れるんだろうか。

「でも笹良は魔法も剣も使えないよ」

　急に強くなんかなれない。都合のいい展開なんて、なにも起きてくれやしない。

「だいたいあなたたちもなんなの！　どうしてそう平然としていられるんだ。ちょっとはおかしいって考えないのか。他人を守ってやろうって紳しん士し的な思いを持てないのか！」

　怒りがむくむくと膨ふくれ上がり、言葉がとまらなくなった。口調も荒あれ始める。

「そんなに身体も大きくて強いのに、なんで人を傷つけることしか頭にないの！」

　大声を上げ、傍ぼう観かんしていた船員たちを睨みつける。彼らは「なぜこっちに矛ほこ先さきが」と驚いた顔で硬こう直ちよくしていた。ガルシアが囁ささやいた選択の言葉は誰の耳にも届かなかったらしいので、笹良が烈れつ火かのごとく怒おこり始めた理由がわからず戸惑っているんだろう。

「マジで呪うぞっ。毎日毎日、気づかれない場所に穴を開けて、船を沈めてやる！」

「冥華」

　ヴィーがこっちに近づこうとするのが見えた。

　逆上した笹良に理性を求めるのは間違いだ。乱暴に靴くつを脱ぬぎ、ヴィーとガルシアに片方ずつぶん投げた。その様子を見て、海賊たちが息を吞む。

「海に飛び込みでもすれば満足してくれるの？　笹良がいなくなれば全部解決する!?」

「冥華っ、やめろ！」

　舷側に駆け寄ろうとした笹良の身体を、カシカが後ろから抱きしめてとめた。

「離してよ！　こうでもしなきゃ、誰も本気で聞いてくれな──」

「ササラ、暴れ回るな。海に落ちるぞ」

　ガルシアの低い声とともに、突然身体が宙に浮かんだ。彼の手で猫ねこみたいに抱え上げられたのだ。

「触さわらないでよ、降ろしてっ」

　笹良はじたばたした。

「あんたみたいな人間、どんなに偉くても最低だ！」

「おまえの言葉はわからぬと言ったろう」

「うるさい、うるさい！」

「怒ど鳴なるな」

「ねえ、少しくらい誠意のあるところを見せてよ。嫌いたくないんだよ、ガルシアを憎にくみたくないのに、もう本当に許せなくなってきたよ」

　すべてが冷たい人だとは信じたくない。優しい面もあると信じたい。

　すとんと床ゆかに降ろされた。裸足はだしになってしまったなあ、とぼんやり思った。

「ではおまえからルーアに断れ。それで元通りだ」

「それが最大の譲じよう歩ほなの？」

　けれども、むごい選択は引っ込めてくれた。

　ガルシアがどうしてこんなに何度も笹良を試そうとするのか、見当すらつかないけれど、今回初めて選択を引っ込めてくれた。その些細な変化をどう受け止めればいいのか。

「ルーア」

　呼びかけたはいいものの、ルーアの優しい目を見つめられず、自分の足あし下もとばかりを睨んでしまう。奇麗で心のあたたかい優しいお姉さん。傷つけたくない。その瞳に涙を浮かばせたくない。ごめんねルーア。笹良も本当は、一緒にいたい。

「ルーア、帰る」

「冥華様！　なぜですか？　わたくしのこと、お嫌いですか」

　嫌いじゃないからだめなのだ。

　ルーアが腰を落とし、俯く笹良の顔を覗き込んで、必死に手を握ってくる。

「初めて人として、受け入れてもらえたと思ったのです。それはわたくしの思い違いでございますか。冥華様に、わたくしは必要なき者でございますか」

　切々と泣きそうな声で訴えるルーアがあんまり悲しくて、心の中に涙がたまっていったけれど、それを流してしまうわけにはいかなかった。ここで甘える素そ振ぶりを見せたら、ルーアをもっと辛つらいところへ追い込んでしまう。

　無条件で好意を向けてくれる人を振り払うことが、これほど苦しいなんて知らなかった。

「ルーア、だめ。戻る」

「冥華様」

「あなた、笹良、違う」

　そこでルーアがぐっと息を詰つめ、声を低くした。

「わかっておりますとも、ええ。わたくしの身を案じてそうおっしゃっているのですね」

　どきっとした。だめ、動揺しちゃだめ!!

　焦あせりが生まれ、背筋を冷たくする。どうしよう、ちょっとやそっとの拒きよ絶ぜつじゃ、ルーアを諦あきらめさせることができない……。

「ね、そうでしょう。わたくしにはわかります。冥華様は優しい方だわ。ですから」

「嫌!!」

「冥──」

　笹良は目を吊り上げ、両手で乱暴にルーアの肩を押した。その場に倒れ込んだ彼女は、「なにが起きたかわからない」という無防備な顔を見せた。その姿に、胸が切り刻まれたように痛くなる。

「嫌い!!　飽あきた！」

「え……飽きた……？」

「近づかないで。ルーア、もう嫌い！」

「冥華様！」

「ばっかみたい！　ちょっと優しくしたくらいで、勘違いしないでよ！」

　ああ嫌だ、嫌、言わせないで、言いたくない……。

「汚きたない手！　笹良に触る、嫌!!」

「──」

　自分の声が、ルーアの時間をとめたのがわかった。

「帰って。いらない、あなた」

　本音を口にすれば、ルーアは絶対に引き下がらない。笹良のために、それこそ命をかけて海賊船に残ろうと決意するんじゃないか。寒気がするような予感に、自然と自分の言葉が冷たくなった。ルーアの身体が小刻みに震え始める。

「……冥華様、違いますでしょう？　噓を言っていらっしゃる……、そうでしょう？」

「いい加減にして。立場、違うの。あなた、下」

「──なぜでございますか。では……では、偽いつわりだったのですか、わたくしを好きだと、そうおっしゃってくださったのは、ただの戯ざれ言だったのですか！」

　裏切ったのかと問うようなルーアの声に、ぎゅっと目を瞑る。胸が苦しい。違う、違うのに。

「ねえ、もうおやめください。冥華様は、そんなことをおっしゃらない……ええ、違う。わたくしは、なにかを望んでいるのではないのです。お世話をさせていただきたいだけなのです」

　あぁルーアは本当に優しい人なんだ。絶望のような確信を抱いだく。

「あなたは、可愛らしい方です。わたくしを傷つけない。そうですよね？」

　涙混じりに懇こん願がんする彼女に今すぐ抱きついてしまいたい。いつも穏おだやかに微び笑しようしているけれど、実際はとても孤こ独どくな人なのかもしれない。娼婦として求められることには慣れている反面、別の意味で他人に好かれた経験がなかったに違いない。

「お願いです、わたくしを拒絶しないで」

「知らない。しつこい！」

　ルーアが手を伸ばした。それを荒っぽく払いのける。頽くずおれるルーアは散った花のようだった。

　笹良が以前、無責任に放った「好き」という言葉は、抜ぬけない釘くぎのようにルーアの心に深く刺ささっている。今いま更さら気づいた。やっと、気づいた。

　それなのに笹良は、掌てのひらを返したような、非情な態度でルーアを拒絶せねばならないのだ。

　どれだけ、傷つけるだろう。

　もしかしたらルーア本人でさえ気がついていなかった心の空くう洞どうを、以前よりもっと大きくしてしまうんじゃないだろうか。それでも、ここに残せない。

　必ずルーアを苦痛の中で死なせてしまうはめになる。

「帰る、戻る」

「冥華様」

　愕がく然ぜんとした彼女の独白に、頭がぐらぐらした。今間違いなく、ルーアの心にひびをいれた。

「ひどい……ひどい方、冥華様。なんて、むごい方なの」

　掠かすれた声こわ音ねでルーアが呟き、ふらりと身を起こした。魂が抜けたような危なげな動作だ。見ていられなかった。言葉を全部取り消して、飛びつきたい。一瞬、本当にそうしてしまおうかと思った。でも彼女の顔を見て、動けなくなった。

　次々と新しい涙を落とすルーアの瞳。光が消えていく。優しさに満ちていた心が、闇の中に転がっていくように。彼女の瞳は絶望から激しく燃える憎ぞう悪おへと変化した。

「ルーア」

　二度と誰も信じないと、声なく叫ばれた気がした。

　どうしてこんなことに。

　笹良がルーアの心を殺した。違うのに、守りたかっただけなのに、それを言えない！

「お騒がせしました」

　抑よく揚ようのない声で謝罪したルーアが頭を下げ、身を翻ひるがえした。もう言葉をかけられなかった。

　ルーアは一度も振り向くことなく、ドルイたちとともに娼船へ戻っていった。







「冥華？」

　ジェルドが普ふ段だん通りの軽い口調で顔を覗き込み、笹良の肩に手を置こうとした。

「触らないで！」

　彼の手を力いっぱい振り払う。

「放っておいてよ！」

　あんなに優しかった人を傷つけた。カシカを苦しめて、グランを巻き込んで、奴隷を選んで比石の部屋に追いやり、海賊の一人を死なせて、今、ルーアの心を叩き壊こわした。こんなにも誰かを容よう赦しやなく犠牲にする自分って、なんなの？

「傷つけるだけじゃないか……っ」

　自分自身への嫌悪で心が黒く染まる。奇麗な服なんてもう着たくない。少しも自分につり合っていない！

　感情が暴走してとまらなくなった。耳飾りを投げ捨て、ドレスのリボンを引きちぎり、ひらひらな裾すそも破ろうとした時、ガルシアに腕を摑まれた。

「もう嫌だ、帰りたい帰りたい帰りたい！」

「ササラ」

　叫んで暴れても、ガルシアは腕を放してくれなかった。強ごう引いんに抱き上げられ、髪を何度か撫でられたけれど、一いつ旦たん乱れた感情は静まるどころかブルドーザーで大地を引っ搔かいたように荒れていく。ちぎれそうなほど首を振り、髪に触れるガルシアの手を拒絶した。

「どうして、どうしてなの……！」

　しんと静まり返った甲板に笹良の悲鳴だけが飛び散っていた。ガルシアは答えをくれなかった。笹良を丁てい寧ねいな仕草で抱え直して昇降口に向かい、いつも使用している船室を目指す。

「ガルシアのせいだ、全部、ガルシアが！」

　船室に入って寝台に降ろされたあとも、なお喚き、ガルシアを責め続けた。自分一人じゃもう背負いきれない。八つ当たりだろうがなんだろうが無関係に、見境なく吐はき出さずにはいられなかった。

「ササラ、叫ぶな」

「殺したいなら殺せばいいじゃないか、邪じや魔まなら海にでも投げ捨てればいいじゃないか、笹良はガルシアの退たい屈くつしのぎのために生きているんじゃない！　どうしてこんなに苦しめるの、それなのになんで優しくするの、考えていることなんてなにひとつわからない！」

「落ち着け」

　背をさすろうとする彼の手を振り払い、うずくまって自分の身体をぎゅっと抱きしめる。

「──俺の名など、呼ばねばよかったのだ」

　ぽつりと感情のこもらない声でガルシアが呟いた。

「ならばすぐさま、安らかな死を与あたえてやったのに」

「なにそれ。なんなの」

「俺の前に現れねばよかった。意味を見せつけるように、俺の目に、姿を映さねばよかったものを」

　苦しい思いで顔を上げると、彼は発した声通りの、感情が欠落したような表情でこっちを見下ろしていた。急に怒りが萎しぼんでしまう。ガルシア自身の静けさが、笹良の熱をさましていく。その代わり、胸が震えた。ガルシアがやけに、孤独に思えたからだ。

「おまえはわずかなりとも、俺の目にかなった。まったく価値なき者でいればよかったのだ」

「ガルシアぁ」

「ほら、おまえは呼ぶだろう」

　ガルシアの言葉の真意が摑めない。普段は窺うかがわせない彼の繊せん細さいさが、伏ふせられた瞼まぶたの上にあらわになっている。

「おまえは幼い。そのくせ、深い」

　視線を上げたガルシアが、笹良の頰を包んだ。

「わからぬよ、なぜ今更、おまえのような者が俺の前に現れるのだろう」

　涙は出なくて、それなのに嗚お咽えつのようにひくひくと喉のどが鳴った。

「謝罪はせぬさ、俺は邪よこしまな罪悪の王」

　無情と虚きよ偽ぎの果てを目指すのみ、とガルシアが心にしみこむような低い声音で言った。

　ひどく穏やかに笹良を腕の中へ引き寄せ、あやすような手つきで肩を撫でてくる。

　ずるい王様だ。嫌いになりたいのに、それを許してくれない。

「ガルシア」

「なのにおまえが呼ぶと、俺の名に、没したはずの熱情を呼び覚ます。聖に属する欲望を植え付ける。おまえは陸の香かおりをまとう。魂の美を謳うたっている。おまえの目に、この海は花はな園ぞのとして映るのか。月が波間に飲まれ抗あらがうすべもなく沈みゆくさまを、優ゆう雅びな束つかの間の微睡まどろみと受けとめるのか。太陽は失意と血に塗まみれては見えないか、輝ける意志でこの世を支配していると？　夜明けにも黄昏たそがれにも、おまえは熟した果実のごとく瑞みず々みずしい希望を見るのか」

　淡々と紡つむがれる謎めいた問いかけは、こっちの返答を求めるものじゃない気がした。そっと労いたわるように背を叩かれる。子守唄うたを意識させるような、静かな仕草だった。

　あたたかい腕。ぬくもりを感じているのに、裸はだかで荒こう野やを歩いているかのように心細い。

　ぽすりとガルシアの胸に顔を埋うずめてしがみつく。邪じや悪あくな嵐あらしから守ってくれるみたいに、深く抱きとめてくれる。果てのない海の上で、二人きりのような錯さつ覚かくに陥る。どこへ向かっていいかわからず、針路を見失った船の中に、二人きり。

「俺がおまえの名を、呼ばねばよかったのだろうかね？」




　　　　[image: ]




　それから拍ひよう子し抜けするほど穏やかに数日が過ぎた。

　初めての生理も終わり、体調も戻っている。幸か不幸か、次々と発生した騒動のおかげで乗り切れたようだ。相変わらず着せ替え人形のように奇麗なドレスをあてがわれる。海賊たちがこんな女物のドレスを必要とするはずがないのに、なぜ船にたくさんあるんだろう。

「わからないことばかりだ。一緒にいても、笹良は仲間じゃない……」

　前と同じようには海賊たちのことを見られなくなり、自然と口数も減ってしまう。ジェルドなんかは相変わらず陽気な態度で話しかけてくるけれど、あんなに一緒にいたヴィーとはほとんど接することがなくなった。ギスタやゾイとはもともとそれほど親しくしてなかったので顔を見る機会はあっても言葉をかわしはしなかった。

　カシカは笹良の面倒を見てくれていたから、もっとも話をしたように思う。

　うん、カシカとはたくさん言葉をかわした。他愛たわいない出来事についてや、海賊たちのちょっとした癖くせとかね。ただ、彼女はあまりこの世界の仕組み──つまり海賊船がこれまでなにをしてきて、どこへ向かっているのか、といった具体的なことを知ってほしくないようだった。それに気づいた時、笹良は質問を封ふうじた。彼女も、海賊の一人だ。最終的には笹良を選ばない。

　誰が味方で、誰が一番噓つきなのか、時々、寝台の中で静かに考える。

　一人、夜の底に深く落ちていきながら、皆には言えない疑惑の数々をひとつひとつ確認し、心の箱にしまいこんで朝を迎える。

「一番の噓つきは、笹良だ」
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　その日、笹良は、海賊王の揺り椅い子すの下でぼんやりと空を眺めていた。

　日差しが強い。残暑を迎えつつあるんだろうか。

　触ったら気持ち良さそうな、ふわふわした白い雲が浮かぶ晴れた空。

　洗せん濯たく物を干せばよく乾かわきそうな気温だ。現に張り巡めぐらされたロープの至るところに、下っ端海賊が洗った衣類や布が干されている。

　ついでに海中へ落としていた漁ぎよ猟りよう用の網あみでつり上げたらしい奇妙な魚もぶら下がっている。

「……ゾイはこれ、嫌がっているんだよね。海賊の威い信しんがなくなるって」

　料理長とその助手らしい船員がせっせと魚を運び、今日の夕食の準備に取りかかっていた。色々と役割が決まっている。船医がいて、航海術に精通している者がいて、調理場をまかされている者がいて、天文学に詳しい者がいる。

　一見ばらばらのようでいて、統とう率そつがちゃんと取れている。

　ロープに吊るされた魚から視線を逸そらし、別の方向を見ると、そこではギスタとジェルドが船員と剣の稽けい古こをしていた。法則性のない攻こう撃げきを繰り出すジェルドと、的確に鋭するどく動くギスタに誰も勝てないでいる。たった二人で何人もの相手をしているというのに、甲板に倒れるのは彼らじゃなかった。年若いジェルドよりずっと屈くつ強きようそうに見える船員だっているのに、一度たりとも降参の声を上げさせることができないでいる。

「完かん璧ぺき、実力主義なんだ」

　殺し合いをしているわけじゃないので、笹良は大人しくその光景を眺めた。威勢のいい船員のかけ声や、剣を弾はじく硬こう質しつな音がひっきりなしに響いている。

　ぼうっとしていると、頭の上にぽぬりと重みが載のった。ちらりと視線を上げると、ガルシアが微笑を浮かべて笹良の頭に手を置いていた。

「不思議だなあ」

「なに？　フシギ？」

　何度も憎みたくなるようなひどい真似をされているのに、こうしてそばに寄り添そっている。ガルシアも以前通りの穏やかな微笑を見せてくれる。

　結局、笹良一人が喚いたところで現実はなにも変わらないってことか。

　さらり、さらりと髪を撫でてくれる大きな手。笹良はことんと彼の脚あしに寄りかかった。ガルシアは笹良の髪を撫でながら、いつもの甘い匂いがする煙管を楽しみ、煙けむりをくゆらせていた。

　これは、平和な時間なんだろうか？

　──笹良って、なにをしているの。帰るための努力は？

　心の中で焦りが広がる。ガルシアに頼たのまないと。お願いがあるの、陸へ向かってくれない？　帰るためのヒントを探したい……。その言葉をどうしても言えないでいる。

「ガルシア、剣、しない？」

　ちゃぽんと船体に海水がはねる音が耳につき、嫌気が差した。気分を変えたい。

「そうだな、せぬよ。手を抜くのが面倒なのでな」

　随ずい分ぶんな自信だ。呆れたが、その気負いのない表情を見て、事実なんだろうと悟さとった。

「笹良、やる」

　じっとしているとどんどん心が薄うすっぺらになって、不条理さえも当たり前のように受け入れてしまうかも。身体を思い切り動かしたい。気合いを入れて身を起こす。

　ガルシアの腰にさしてある剣をぐいぐいと引っ張った。

「剣、貸す。笹良、稽古」

「おまえが？」

　ガルシアが目を見張り、剣を奪うばおうとする笹良の顔を覗き込んだ。なんだ、その表情は。

「持てるのか、剣を。重いぞ」

「平気！」

　寄よ越こせ、寄越せと目を怒らせてしつこく催さい促そくすると、根負けしたのか、複雑そうにしながらもガルシアは、留め具を外して鞘さやごとベルトの剣を抜いた。笹良にはかなり大きい。

　手渡された剣を恰好よく受け取ろうとして、うっと口の中で呻うめき、冷や汗をかく。重い！

　日本刀も真剣って結構重いと聞いた覚えがある。

「鉄アレイを持ち上げている気分……」

「ふらついているよ、おまえ」

　からかいまじりに指し摘てきされ、むかっとしたがそれは無視しておく。

　心を落ち着かせ、見よう見まねで鞘から剣を抜こうとした。

「ふぬ」

　重さに耐たえて、剣を途と中ちゆうまで抜くのには成功した。ところが、剣と自分の腕の長さの問題を忘れていた。片手では抜き切ることができない。端はたから見ると、きっと間抜けなポーズだろう。

　しばしその体勢のまま硬直した。波の音と、近くで稽古している海賊たちの激しい剣の音が虚むなしく響く。

「おまえは、本当になぁ」

　などとわけのわからない感想を漏もらして、ガルシアは噴ふき出した。

「怒るな。あぁカシカ。おまえの剣をササラに貸してやれ。俺のでは扱えまい」

「だったら最初からカシカに頼んでくれればいいじゃないか……！」

　海賊王、笹良の反応を面白がってる。

　後方に控ひかえていたカシカがもの凄く不安そうに剣を渡してくれる。よかった、ガルシアの剣よりは短いし、軽い。

「ガルシア、戦う。相手」

　今度こそ、さっと剣を抜き、彼の正面に立つ。

「俺？　俺が相手か？」

　自分の剣をベルトに戻そうとしていたガルシアが、珍しくも本気で驚いた顔をしてこっちを見下ろした。厳かに頷き、背を伸ばして剣先をガルシアに向ける。勝負だ。

　──遊びで剣を向けたわけじゃない。

　知りたかったのだ。人殺しの道具を当たり前のように持ち歩く彼ら。その凶きよう器きの感かん触しよくと、相手に刃やいばを向けた時どういう気持ちになるのかも確かめたかった。恐ろしさだろうか、征せい服ふく欲が生まれるだろうか。それとも本当はやりきれなさをひた隠しにして敵の血を流しているのか。

「言っただろう、俺は手を抜くのが面倒なのだと」

「手抜き、いらない。いざ尋じん常じように勝負だ！」

　日本語で答えてしまったが、雰囲気で伝わっただろうと思う。

　もし、ガルシアが手を抜かず本気で向かってきたら、数秒も経たたないうちに笹良はあっさり斬り殺されるだろう。けれども、加減してくれた場合──。

「優しい気持ちを持っているって、信じられる」

　気き紛まぐれで残酷な海賊王。その人が、たとえ遊びであっても、剣を取りながら相手を殺さないということ。どう出るだろう、ガルシアは。なんの感かん慨がいもなく、笹良を殺す？

「相手にならぬよ、おやめ」

　言うと思った。

「引く気なんてない！」

　自分を鼓こ舞ぶするためにも声を張り上げ、えーい！　とガルシアに向かって剣を振り下ろす。

「冥華！」

　カシカの悲鳴のような声が聞こえた。きっと蒼そう白はくになっているんだろうな、王様に斬り掛かったんだから。

　勿論、このままガルシアが斬られるなんて思っていない。彼はベルトの留め具に戻しかけていた自分の剣で、軽く笹良の攻撃を防いだ。動きはしなやかでよどみがなかったが、こっちを見つめる不思議な色合いの瞳には、さっきまでとは別の輝きが宿っている。

　カシカの叫びで稽古していた海賊たちが皆、手をとめたらしく、甲板上に静けさが満ちた。周囲をわざわざ確かめずとも、彼らが全員緊きん張ちようしているのがわかる。

「おやめと言ったのが聞こえなかったか。怪我をしたくなくば、下がれ」

「嫌だ！　戦うっ」

　さすがに扱い慣れていないため、片手では剣をうまく振り回せない。両手でしっかりと柄つかを握り、もう一度、今度は斜ななめに切り込んでみる。船員の稽古を思い出し、真似しただけだ。

「まったく、この子は」

　ガルシアが鞘をはめたままの剣でまた簡単に攻撃を押し返した。溜息とともに紡がれた言葉は穏やかな声音だったけれど、淡あわい苛いら立だちが含ふくまれている気がした。

「ガルシア、好きなように。斬りたければ手を抜かずにそうすればいい。笹良のこと、簡単に殺せるでしょう？」

　日本語で言って、次は勢いよく踏み込み、横よこ殴なぐりの要領で剣を水平に閃ひらめかせる。間合いの取り方なんて知らないから、やみくもに突き進むしかない。ガルシアはそれもあっさりとかわした。その目の色が冷たさをたたえ始める。

　手首を摑まれたらおしまいだ。慌てて数歩後退し、両手で剣をかまえ直す。

「冥華、やめろ」

　カシカが掠れた声でそう訴えてきた。

「ここで逃げたりしない！」

「ササラ、なんのつもりだ？」

　ガルシアの口調が静かながらも低い。その瞳をしばらくの間、じいっと見つめる。死にたいわけじゃないけれど、本当に殺される危険があるので、これが見納めとなるかもしれない。

「目、ガルシア。あたためる、できなかった？」

　彼の目をあたためようとしたことがある。笹良の力じゃ王様の心を包めなかったんだ。こんなに、しみ入るほど奇麗な瞳なのにな。奇麗だから冷たくなってしまうのかな。

　もう一度。一息吐いて、ガルシアに剣を振り下ろした。







　剣が交わる、いい音がした。

　笹良が振り下ろすと同時に、彼は自分の剣の鞘を抜き捨て、真正面から受けとめた。

　これが力の差だろうか、ガルシアは片手で、しかも全力をこめているわけじゃないだろうけれど、こっちは電流が走ったようにぴりぴりと腕が痺しびれた。

　剣を正面で合わせたまま、笹良の身体を押し潰つぶすようにガルシアが力を入れる。

　とても押し返せない。その場にへたり込んでしまった。覆おおい被かぶさるような体勢でガルシアが見下ろしてくる。殺されるかもしれない。間近で見てもやっぱり奇麗な瞳だ。

　剣を握って振り回しても、笹良にはまだ、人を殺す時に抱く感情や意味がわからなかった。弱すぎるせいなんだろうか。

「いいよ、ガルシア」

　震える腕で剣を受け止めながら、しっかりとその瞳を見つめ返す。

「笹良、殺す？」

　ガルシアは目を細めた。けだものの輝きがある。もうだめだ、凄い力。堪えられない。

　覚かく悟ごを決めた時、突然一気に圧力が去った。驚く間もなく腕を摑まれ、立たされる。

「腰が逃げているな、ササラ」

「え……」

　向き直ったガルシアの顔には、穏やかな微笑が浮かんでいた。

「そら、練習相手になってほしいのだろう？　遊んでやろうよ」

　ガルシアが、かわした。ざわざわと鳥とり肌はだが立つ。いつものおふざけにすり替えたのだ。

　その事実をどう受け止めればいいんだろう。

「しかしな、おまえ、せめて片手で持てないか？」

　硬直して成り行きを見守っていたらしいカシカが安堵の息を落としている。

　なんだろう、この気持ち。嬉しいのか泣きたいのか。

　ガルシア……殺さないんだね？

「それにしても、おまえに剣は似合わぬなぁ」

　いいんだろうか、ガルシアを信じても？

「その構えも、どうもな」

　ふふっとガルシアが笑い、放心している笹良の頭を撫でる。あたたかい手のひら。どうしよう、胸に広がる大きな気持ち、これって喜びだろうか。

　王様に凶器を向けたのに。笹良、許されている。殺されずにいる。

　この思いを、どう言えばいい？
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　海賊たちが見守る中、再度ガルシアと剣を交えたけれど、すぐに腕が痛くなってきた。全身疲ひ労ろう困こん憊ぱい状態だ。三十分もやっていないだろう。ガルシアは自分からは攻撃を仕掛けず、こっちが振り回す剣を的確に受け止めるだけだった。

　笹良の腕前なんて初心者レベルにすら達していないお粗そ末まつなものだったから、手抜きが面倒といったガルシアにとっては違う意味で疲つかれる時間だったんじゃないか。

　それでも、こっちがやめると降参するまで、投げ出さずにつき合ってくれた。

　笹良は肩で息をしつつ、甲板にぺしゃりと腰を落として体力の回復をはかった。

「ひ弱だな、おまえ」

　ひ弱ではない、か弱いと言え。

「あの程度の動きで、立ち上がれぬほど疲労したのか？」

　底なしの体力を持つ海賊と比べないでほしい。

「ほら、こんな場所で潰れるな。運んでやるから、船室で休め」

　運んでくれるのはいいのだが、潰れる、ってどういう表現なのだ。

　反論できるほど回復していなかったので、視線で強く訴えると、ガルシアは苦く笑しようし、軽い仕草で抱き上げてくれた。

「ああ、この靴で動いていたのか。赤くなっているな」

　そうなのだ、実に動きにくい繊細な靴で戦っていたのだぞ。踵かかとがこすれて痛い。

「薬を持ってきましょうか」

　カシカが気を回してくれたけれど、王様は笑え顔がおひとつで振り切り、肩の上に乗せた笹良を一いち瞥べつした。

「いらぬだろう。俺が休ませる。おまえは下がっていてよい」

　そうしてさっさと笹良を担かついだまま、船室へ向かう。

　汗を随分かいたから、身体を拭ぬぐいたいなあとぼんやり思った。

　ガルシアは無言でいつも笹良が使っている船室に入り、ふとこっちを見た。その目の色を見て、呼吸が一瞬、とまりそうになる。さっきまでの穏やかな表情は、仮面だったんだ。

　名前を呼ぼうとした瞬間、乱暴にというより冷れい淡たんな態度で、寝台に落とされた。

　身構える暇ひまもなかった。身体が大きくはね、その振しん動どうで寝台に載せていたミニハートがひとつ、二つ弾み、床に落ちる。

　剣を交えていた時には感じなかった恐怖が生まれ、息を吞んだ時だった。

「あぅ」

　押し潰すようにして、片手で喉を摑まれた。

「俺を試すか、ササラ！」

　怒っている──ガルシアが。

「面白いことをしてくれる。なあ？」

「んぁっ」

　苦しい。息、できない！

　両足をばたつかせ、ガルシアの腕を叩いても、ちっとも力を緩ゆるめてくれなかった。

　本気で腹を立てている。ガルシアの目が鋭い。体重をかけるようにして寝台に乗り上げ、もがく笹良の腹部に片膝ひざを置く。

「い、痛……!!」

　痛みを与える目的なんだろう、腹部に体重を乗せられる。呼吸もままならなくて、次し第だいに視界が曇くもり始めた。

「どうした、殺してもかまわぬとおまえは、先ほど言ったな」

「ん、ん、んぅ」

　息ができず、涙が滲にじみ、全身が鈍にぶく痺れ始めた。顔がひどく熱くなり、意思に関係なく手足が痙けい攣れんしてくる。やっぱりガルシアは歯向かう者を許してくれないんだ。

　唾だ液えきが喉に詰まり、ごぽっと嫌な音が身体の中で響く。目の前が赤くなったり黒くなったりして、思考も乱れ始める。

「おまえを殺あやめるなど、獣けものの首をひねるより容易たやすい」

　嘲あざけりが含まれた容赦のない暴言が、耳に突き刺さる。

「よくも俺を苛立たせてくれる。褒ほめてやろうか」

「んん！」

「死にたくないのか？　どうだ、ササラ。俺が与える寵ちようなど所しよ詮せんこの程度だ」

　ガルシア。

　もう言葉が出ない。腹部を強く圧あつ迫ぱくされているせいか、急激に吐き気がこみ上げてくる。

「期待していたのだろう、おまえを殺さぬと。そうさ、あの場では手を出さなかったとも、お前の願望通りに。愚おろかな娘、この俺に信しん頼らいを寄せようとする」

　全身に冷たい汗が噴き出した。苦しい、もう楽になりたいって気持ちが芽生える。窒ちつ息そくするまでの時間ってどのくらい必要なんだろう。

「なんて脆ぜい弱じやくな抗い。己おのれの命さえ守れぬ」

　低く笑う声。でも、嬉しそうじゃない。暗い場所へ落ちていく意識の中で、悲しく思った。

　もう、だめだ。

　観念して目を閉じると、身体の力が抜け、抵抗する気も失うせた。どうしてこんな目に、と嘆なげく気持ちより、こういうふうに死ぬのかという驚きのほうが大きかった。自分が殺されかけているという不思議さに、胸を打たれた気分だったのだ。その瞬間、ふっと意識が絶えた。

「──」

　ぱしん、という小気味いい音が耳元で響き、再び意識が浮ふ上じようした。頰が異様に熱かった。それが痛みだとはすぐに気がつかず、波のように揺れる視界に、ぼんやりとした違和感を抱く。こっちの顔を覗き込む青い瞳をようやく認識した瞬間、呼吸が戻り、陸りく揚あげされた魚みたいに大きく身体がはねた。すごく、苦しい！

　吐くような勢いで何度も激しく咳せき込み、身を縮めて空気を貪むさぼる。

　脳に無数の針を刺されたかのように鋭い痛みが走り、手足が細かく震えた。

　しゃっくりのような喘あえぎ声が自分の口から漏れ始める。このわずかな間で、衣服が身体にはりつくほどの多量の汗をかいていた。押さえつけられていた時よりも色濃こい恐ろしさを抱き、熱の塊のような涙が目に浮かぶ。怖こわい、自分の身体が言うことを聞いてくれない。

「まったく、脆もろい」

　投げ遣やりな声が響くと同時に、もう一度、頰に衝しよう撃げきを受けた。

　再び叩かれたのだと気づいた。意図した暴行だったのか、痛みと驚きでパニックがおさまり、じわじわと緩やかに現実が舞まい戻ってくる。呼吸もまだまだ乱れていたものの、少しはましになっていた。ただ、身体の強張りは未いまだ取れずにいる。

　ガルシアに叩かれた。

　殺されかけたことよりも、そっちのほうがよっぽどショックで、心が砕くだけそうになる。だってガルシアは偽りだったとしても、扱いだけはいつも優しかったのに。

「ふ、ぁ……」

　だめだ、だめだめ、胸がずきずきするほど、悲しい！

　ガルシアって残酷！　一息には楽にしてくれない。痛みを繰り返し植え付けて、心をへし曲げようとする。

「つまらぬ考えを抱くのが悪い。俺を飼かい馴らしたくば、従順に隣で笑っていればいいものを。さあ、ササラ。可愛がってほしいだろう？　ならば、おまえはただ、遊ゆう戯ぎの域を出ぬように笑っていろ」

　呼吸が整わず、身体も心も苦痛に呻いているのに、無理やり上半身を抱きかかえられた。自分の身から骨が全部抜き取られてしまったようだ。上体がぐにゃりと頼たよりなく揺れる。支えきれずにガルシアの肩にもたれてしまう。

「そうだとも、俺は初めに殺さぬと言ったはず。愛らしい我が儘だけを演じていればよい」

　汗で濡れている笹良の髪を、ガルシアは首を絞しめていたその手で丁寧に梳すいた。

　悲しいっていう言葉が、千も、万も、身体中に満ちていく。

　残ざん忍にんで、気紛れで、悲しい人だ。

「──ササラ」

　それでも、どうしてだろう。やっぱり本気では嫌えない。

　嫌うことと憎むことは同じじゃないんだ。

　動けないほどぐったりしているはずなのに、勝手に腕が持ち上がった。震えている自分の指が、ガルシアの瞼に触れた。

「目、悲しい」

　この目にぬくもりを宿すことはできないんだろうか。月を映す夜の海のように凍こごえた瞳。一いつ滴てき分の光を、落としたい。

「おまえ」

「あたたかい、ない、寂しい」

「おまえという子は」

　笹良の指を摑み、ガルシアが厳しい表情を浮かべて独白した。

「笹良、笑う、嬉しい？」

　意味がわからないというように眉をひそめられた。

「ガルシア、笑う、笹良、嬉しい。同じ？」

　たとえ人形のようにでも、隣で笑っていれば、ガルシアは嬉しいんだろうか。定さだまらない意識の中で考える。

「ガルシア、海」

　深い、深い、海をその身に宿す海賊王。

　ガルシアは口を閉ざし、瞬またたきもせずにこっちを見つめた。冷たい海をあたためたくて、必死に腕を伸ばす。ずっと抱きかかえていれば、いつかあたたまるかもしれない。そういう馬鹿みたいな祈いのりを抱く。青い髪はさらさらと水の流れのように滑なめらかで気持ちがよかった。

　ぎゅっと両腕でガルシアの頭を抱きかかえる。ガルシアは抗わずに、好きにさせてくれた。それに勇気を得て、意識が完全に落ちるまでの短い間、青い海を両腕の中に閉じ込めた。

　今は、笹良だけの、青い海。
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　翌朝の海賊船はてんてこ舞いだった。

　船員の三分の一近くが、例の不可解な幻覚に悩まされ、ほとんど使い物にならない状態だったからだ。これは奇妙なことだった。サイシャが手当てをしたはずなのに、病人は減るどころか増えている。船尾の揺り椅子に腰掛けているガルシアは、難しい顔で船内を眺めている。

　彼の足元に座っている笹良もそれを真似て、甲板の様子を確認した。

　作業にあたっている船員たちは、明らかに覇は気きがない。

「こりゃあまずいですよ、王。船が動かせねえや」

　笹良の横にどっかと胡座あぐらをかいているジェルドが、頭をがしがしと搔きながらぼやいた。ガルシアの周りには、彼の他にヴィーやギスタ、ゾイなどの側近たちが集まっている。

「今日あたり娼船が来るでしょう。奴隷を多く購あがない、それで対処をするしか」

　木箱のひとつに腰掛けているゾイが、海をのぞみながらそう言った。彼の隣で小さなナイフをいじっていたヴィーが、全員を見回して口を開く。

「しかし、こうなった原因を取り除かなきゃあ、意味がねえ。あいにく俺は幽霊なんぞを信じるような繊細さは持ち合わせてないんでね。一人や二人がいかれるんなら偶ぐう然ぜんで片付けられるだろうが、この人数ならもはや必然の域だ」

「じゃあ、その必然をぶちのめせばいいのか？」

　ジェルドが笹良の肩にこてんと頭を載せてじゃれつきながら尋ねた。重い。

　冷たい目でジェルドを見み据すえていたゾイが、ふとガルシアに顔を向ける。

「幽霊ではなく、粗悪な酒草による幻覚が原因だ。誰も彼もが暗示をかけられたように怯おびえている。サイシャの話では、船員たちが隠し持っていた草は、すべて取り上げたはずだと。しかしこの様子を見るに、まだ草が隠されているようだ。──王の考えは？」

　ガルシアは足を組み直し、肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついた。

「なあ、ササラ、おまえはどう思う？」

　突然話を振られて驚く。見上げると、ガルシアはマストを眺めていた。昨日の稽古やその後のやりとりなど頭にもないようだ。無関心さに、胸が痛む。叩かれた頰も、腹部も、じくじくと痛みを訴え始める。……いや、今はそんな感傷に浸ひたっている場合じゃない。

「事が起きたのなら、必ず原因がある。では、その始まりの地点はどこか」

　憂鬱な思いを振り払い、ガルシアの言葉を必死に考える。それは、やっぱり──船内で起きているんだから、当然この船の中に始まりの地点があるんだよね？

「……ん？　ってことは、人じん為い的？　誰かがそう仕掛けた？」

　ガルシアの視線が笹良を捉とらえた。

「どこだと思う、その始まりの場は」

「え……と」

　心臓が嫌な具合にどきどきとしてきた。

　全員の視線がこっちに集中する。ガルシアの話って要するに……船員たちをぼろぼろにしようと企たくらんだ者が船内にいるってことにならない？

「──王！　娼船が来ました！」

　中央甲板のほうからカシカが駆けつけてきて、大声を上げた。その瞬間、ガルシアは機き敏びんに立ち上がった。つられたように全員が身を起こす。

　ゾイが近づいてきて、なにも言わずガルシアに単眼鏡を差し出した。

　それをガルシアが素す早ばやく覗き込む。

「……馬鹿なやつめ、見み逃のがしてやってもいいと思っていたのに」

　ガルシアの冷えきった独白が聞こえた。どういう意味？　見逃すって、娼船を？　なぜ？

「ヴィー、威い嚇かく弾だんの準備」

　ガルシアの平へい淡たんな命令に、ヴィーはすぐさま船首へと駆けていった。

　船首には小口径の砲ほう台だいが設けられている。ヴィーの怒鳴り声が聞こえた。船員たちに指示を飛ばしているらしかった。

「ガルシア、どうして娼船に」

　あの船にはルーアがまだ乗っているかもしれない。

「あ……始まりの場って、この船じゃなくて、娼船だったの？」

　そういえば、ドルイの娼船が来てから船員たちがおかしくなり始めた。

　肉眼でも娼船の影を捉えられるようになった時だった。砲台が火を噴いた。遅おくれて轟音が響く。弾たまが海面に衝しよう突とつし、真っ白い巨大な水柱を上げる。

　ガルシアはそれを見て、次々と指示を出した。風をうまく利用し、詰め開きで船を帆はん走そうさせる。船が揺れた。笹良は慌ててガルシアの腰にしがみついた。砲台が再び唸うなる。弾はまた、海面に落ちた。最初はなにをしているかわからなかった。娼船の進路が少しずつ変わっているのにふと気づき、そこでようやく思い至る。

　威嚇弾で娼船を追いつめながら、風上に立とうとしてる！

「王、待ってくれ──」

　ふいにギスタが舷側から身を乗り出した。彼は単眼鏡を使わず、じっと海面に目をこらす。

　その横に立ったジェルドが、にやりと笑った。

「見てくださいよ、王。白旗を上げてやがる」

「待て。そうじゃない……誘ゆう導どうされたのはこちらだ。後ろに騎き士し団だん船がある。三隻せきだ」

　ギスタが鋭く忠告した。三隻。

「撤てつ退たいを」

「いや、進め。速度を落とすな」

　ガルシアは唇を歪ゆがめて笑った。彼が海賊らしい不敵な表情を見せるのは、めったにない。

「今回は、引かぬ」

「王！」

　ギスタは眉をひそめ、反論の声を上げた。ガルシアは眼差しのみで訴えを退けた。舷側に片手を置き、風になびく髪にも頓とん着ちやくせず、獲え物ものを狙ねらう目で海をのぞむ。

「大方、ドルイの船に騎士を乗せて、騎士団船とともに切り込みを決行するつもりだったんだろう。ドルイとはそれなりに付き合いがある。──もしもあいつがこちらへ近づいてこなければ、それは裏切りをやめた証あかし。目を瞑ってやろうと思ったが、ならぬな」

　笹良は急いで彼の言葉の意味を考えた。ガルシアは、ドルイが海賊を裏切って騎士団船をつれてきたと思っている？

「ここで引けば今後もつけこまれる。我らがいかに粗そ野やで野や蛮ばんなけだものか、見せてやろう」

「そうこなくっちゃ、王！　好き！」

　ジェルドが飛び上がりそうな勢いではしゃいだ。緊きん迫ぱくした雰囲気が台無しだぞ、ジェルド。

「さあ、船を走らせろ、海賊ども」

　ガルシアの命令に、海賊たちが高こう揚ようし、「アイ！」と叫ぶ。不思議なもので、それまでずっと覇気がなかった船員たちまでが霧きりを払ったように、目を輝かせた。

　ガルシアの強さと無む謀ぼうさが、彼らの気持ちをひとつにしている。

　その様子を、複雑な思いで見つめた。悪党なのはどう考えても海賊船だ。それなのに、笹良までもがときめくなんて、本当どうかしている。

　密ひそかに拳を握りしめた時だった。

「──!?」

　突然、昇降口からどっと虚ろな目の船員たちが駆け上がってきた。一瞬、ゾンビを連想してしまい、背筋が冷えた。いや、さすがにそれは、ない。

「な、ないはずだよね!?」

　あった。まさかの事態だ。虚ろな目の船員たちが、甲板にいる者に勢いよく突とつ進しんし始めたのだ。ゾイたちは顔を強張らせた。数が多すぎる。彼らの邪魔が入ると索具を操あやつれず、船を動かせない。

「誰かがこいつらに草を嚙ませたな。下に煽せん動どうしているやつが──」

「それどころじゃねえ、あいつらの動きをとめるのが先だろ！」

　ゾイの言葉を遮さえぎって、ジェルドがゾンビめいた船員の群れに突っ込んでいく。

　──煽動しているやつ……この船の中に裏切り者がいる!?

　今は犯人を探している場合じゃない。船が舵かじを取れなくなれば、騎士団船に襲おそわれる──。

　でもどうやって、幻覚の中に落ちた船員たちをとめればいい？　やきもきする。早くなんとかしないと！　ジェルドたちがどれほど強くても、こうも分散されると戦いにくいはず。なにか、彼らの注意を引く方法は！

「──笹良、女!!」

　思わず叫んでしまった。ゾイや、船員の一人を蹴けり倒したジェルドが驚きの顔で振り向く。

「女、ここ!!」

　なに言ってるの笹良。まずい、これはまずい！　でも幻覚を見ている者たちが反応するのは、災いを呼ぶ『女』だ。それは、ルーアが襲われた時のことでわかっている。

「も、もう、なるようになれー！」

　これまでの葛かつ藤とうが、この瞬間だけ奇麗に吹き飛んだ。頭の中にあるのは、海賊船を死守することのみだ。木箱に飛び乗り、そこでドレスの裾を軽く持ち上げて、ふわっと回る。お気に入りの歌も高らかにうたってみる。女がいると、見せつけるために。

「め、冥華ぁ？」

「馬鹿ちびが!!」

　素すっ頓とん狂きようなジェルドの声と、こっちに駆け寄ってきたヴィーの声が重なった瞬間。

「ぎゃあああっ!!　怖こええええ!!　っていうか早く帆ほを張ってよぉっ!!」

　一いつ斉せいに、幻覚を見ている船員たちが呻き声を上げてこっちへ突進してきた。正気を保っている他の船員たちは、顔を見合わせた直後、ばばっと索具に飛びつき、帆を動かした。

　やばい、死ぬ。これ。押し寄せる船員たちを見つめて、冷や汗をかいた時だ。

　血相を変えたヴィーに、笹良はかっさらわれた。

「……すげえ」

　ゾンビ船員たちが全員、面白い具合に笹良を抱えて走るヴィーのあとをついてくる。それをジェルドが嬉き々きとして横から攻撃し、少しずつ気絶させていく。なにこの危険で壮そう大だいな鬼おにごっこ！

　ガルシアの笑い声が聞こえた。

「ササラ、いい子だ！」

「うるさーい!!」

　ヴィーの首にしがみつきながら、笹良は怒鳴った。明るい声で笑う海賊王が再び海を見み遣やる。

「荒れ狂え、力よ」

　彼の声とともに、波が突然、壁のごとく高くなった。鯨が現れた時のように。

「えっ、本当に鯨……!?」

　叫んだあとで違うと気づく。本物じゃない。ガルシアが持つ、不思議な力で作られた海水製の巨大な鯨。それが騎士団船へと泳いでいく。途中で姿が崩れ、ひたすら巨大な波に変わった。横に針路を変えていた娼船はなんとか逃れたようだけれど、騎士団船は回頭が間に合わず、正面から波を被っていた。

　海賊王の手前まで近づいたヴィーは、舌打ちとともに笹良の身をぽいっと放り投げた。

　受け止めてくれたのは海賊王と、彼の隣にいたゾイだ。

「えっ、ヴィー？」

「王、ここで馬鹿どもを昏こん倒とうさせるので、気になさらず」

　ヴィーが笹良たちを庇かばうように前に立った。盾たてになるつもりらしい。ガルシアはくすっと笑って笹良を抱え直したあと、海へと視線を戻した。

「おや、意外と転てん覆ぷくせぬな。一隻だけしか仕留められなかったか」

「……吞のん気き！」

「だが、運は尽つきていない──見ろ、ササラ、向こうに船がある」

　ガルシアは左側を指差すと、笹良の手に単眼鏡を押し付けた。慌ててそれを覗き込む。新手の騎士団船か？

「……灰色の、海賊船？」

「そう、海賊船だ。あの地点にとどまって、こちらを窺っている。つまり──そうすることで、騎士団船を牽けん制せいしてくれているな」

　どこの船だろう？　騎士団船を牽制してくれているってことは、味方の海賊？

「彼らに敬意を示さねば。手のあいている者は、海賊旗を立てろ！……まったく仕方がない。あんな古めかしい無ぶ粋すいな旗など立てたくはないのだが、礼を欠くわけにはいかぬ」

　ガルシアの嘆たん息そくを耳にしたゾイは、同意するように嫌な顔をしながらも、命令に従うべく駆けていった。途中、幻覚を見ている船員を蹴り飛ばしてだ。

　ぽかんとするうちに、海賊旗が翻る。

　黒い船に、青い旗。鮮あざやかな薔薇ばらと髑どく髏ろの模様。知らず知らず、胸が躍おどった。

「本物の海賊旗だ！」

　感動する笹良の耳に、ふと言葉が落ちてきた。

「──いいだろう？　この海賊旗。本当は好きなのだがな、ゾイが嫌がるので秘密だぞ」

　ガルシアの企みを秘めた楽しげな笑顔を、至近距きよ離りで見つめる。

　──最後までどうしても、嫌いにならせてくれない困った王様だ。

「王、騎士団船が去っていく」

　ゾンビ船員を蹴け散ちらしていたヴィーがふいに声を上げた。海を見遣れば、彼の言葉通りに騎士団船が離れていくのがわかった。早い撤てつ退たいだ。二対二では、分が悪いと判断したらしい。

　そして、灰色の旗を立てていた海賊船もゆっくりと離れていく。笹良は思わずその船に向かって両手を振った。感謝だ。

　いつかあの船の持ち主と、会えるのかな。
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　その後のことだ。昏倒している船員の世話はサイシャや手のあいている者たちにまかせることになった。笹良は、ガルシアやヴィー、ジェルドとともに、船の『底』──奴隷部屋へと向かった。理由は聞かされていない。なんとなく聞ける雰囲気じゃなかった。

　目的の場所に到着し、中へ入る。相変わらずの薄うす暗ぐらさと異い臭しゆう。黙もく々もくと比石を削けずる奴隷たち。あの白髪やウェーブヘアもいる。挨拶しようとする笹良を、ガルシアが制した。彼は静かな足取りで奴隷たちの間を歩いた。笹良もそっとあとに続く。

　ガルシアは一人の奴隷の前で足をとめた。誰だろう？

「騎士団船は去ったぞ」
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「──」

　その奴隷はしばらくの間、なにも聞こえないといった態度で手を動かしていたけれど、観念したように顔を上げた。一瞬、誰かわからなかった。髭ひげがなく、髪も真っ黒だったからだ。

　目が合った時、ようやく正体に気づいた。

「ハディ？」

　彼の顔には苦い笑いが浮かんでいた。

　──どうしてハディがここに!?

「王、私の負けだ」

「そのようだな」

　ガルシアは微笑んだ。けだものの目をしながら、誰よりも上品に。獲物を狩り、引き裂さいて、転がすその瞳。

　ハディが土下座でもするかのように、深く項うな垂だれた。それをガルシアは静かに見下ろす。印象的な光景だった。誰にも邪魔できないような、彼らだけの時間。

　二人をぼうっと見つめていると、ふいに後ろから腕を引かれた。ヴィーだ。

「おまえはもう上に行け」

　返事をする前に身体を抱えられ、奴隷部屋から連れ出される。笹良は振り向いた。比石を削る音だけが響く、暗い部屋。扉がゆっくりと閉ざされる。

　ガルシアたちを置き去りにして、ヴィーは薄暗い通廊を進んだ。

　笹良は頭が混乱していた。ハディがどうして……どうやって、この船に潜り込んだの。

「ヴィー、降ろして。部屋、行く」

　もう一回底に戻りたい。そう訴えると、ヴィーは溜息を落とした。

「なにを知りたいんだ？　俺が答えてやるから」

「全部」

「……船員が正気を失ったのは、ハディの持ち込んだ草が原因だ」

「草……？　おかしい、草。捨てる、した」

「改めて持ち込んだんだ」

　幽霊でもあるまいし、知らない間に海賊船に乗り込んで、草を隠すことなんてできるはずが──。そこまで考えて、閃いた。

「娼船？……そういえば前にサイシャが、水を購ったって言ってた」

　水みず樽だるなどと一緒に、娼船の使用人に変装したハディがこっちへ運び込んだんだ。

「ああ。そのままあいつは底に隠れていたってわけだ。心の弱い『ネズミとり』をまず言い包くるめて、じわじわと船員たちの魂を腐くさらせていったのさ。内側から崩ほう壊かいさせて船を乗っ取るつもりだったんだろうよ」

　笹良たちを襲おうとしたあのゾンビ系船員も、ハディが酒草を嚙ませたってことか。

　とくに、女を襲うように暗示をかけて。……彼の誘さそいを断った、『冥華』を襲うように？

「あいつは騎士団と繫がっていただろ。だが一度、王の暗殺に失敗している。次に失敗すれば、今度は騎士団から責任を取らされる。死しに物もの狂ぐるいで潜せん入にゆうしたはずだ」

「ドルイは？」

「裏切ったかどうかは正直、微び妙みようなところだな。ドルイは『海賊』のハディに協力を頼まれただけかもしれねえ。別にドルイは王の家来じゃない。儲もうけになれば、どんな海賊とも取引をする。それは、黙もく認にんせねばならん」

「そう……」

　それならルーアはきっと安全だろう。今回のゾンビ系船員たちも、たぶん重い罰は受けるだろうけれど、殺されはしないはずだ。人数が多すぎるし、反感も呼んでしまう。

　もしかすると、あのひげもじゃ海賊も草を嚙んでいたのかもしれない。もっと早くにその可能性に気づいていれば、なにかを変えられただろうか？

「ねえ、これからハディはどうなって──」

「冥華」

「なに？」

　灯あかりがないので、ヴィーの顔の輪りん郭かくが曖あい昧まいだ。目をこらし、頰に指を伸ばす。

「褒めたくはないが……よくやった」

　そんな言葉が耳に飛び込んできた。彼に、初めて──仲間だって認められた気がした。喜んじゃいけないのに、胸が激しく揺さぶられてしまう。

　このままじゃ、だめだ。急いで日本に戻らないと、心が海に、海賊たちに、奪われる。







　翌日の夜。

　笹良は一人、こっそりと鯨を探しに甲板へと来ていた。ギスタが教えてくれた鯨がまだ近くにいるかも。そんな期待を込めて。

　もしかすると、あの鯨が笹良の『銀河鉄道』なんじゃないか。そう思ったためだ。船尾へと向かい、そこで足をとめる。

「……？」

　どうやら鯨を探すのは無理のようだった。遅い時間を狙ってきたのに、甲板にはたくさんの船員がいる。彼らの視線の先には、主たる幹部たち。揺り椅子に腰掛ける海賊王。

　ガルシア、ヴィー、ジェルド、ゾイ、ギスタ。宴うたげを始めるという雰囲気じゃない。

「戒かいを破る者には死を。裏切り者には死を」

　ジェルドが歌うように言う。以前もその言葉を聞いた。どきっとする。彼の手には、真っ白い頭ず蓋がい骨こつがあった。笹良は吸い寄せられるように、そっちへとふらふら近づいた。

　幽霊船に転がっていたような、古い骨じゃない。新しい、人骨。……本物なの？

「それ、まさか──ハ」

　思わず声を出してしまう。

　ガルシアたちの視線が一斉に、こっちを向いた。まるでここに来ることがわかっていたように、ガルシアは静かに笹良を見据えた。形のいい唇が動く。

「死者には、弔とむらいを」

　ガルシアは妖よう艶えんと言いたくなるような微笑みを浮かべた。

「骨は好きだぜ。俺に従順だから」

　ジェルドがうっとりと頭蓋骨を見つめ、恋人にするように愛いとおしげに口付けた。彼の手からゆっくりと、ヴィーが頭蓋骨を奪う。そしてヴィーも、口付けた。ゾイも、ギスタも。

　全身が総毛立つ。邪悪な夜だ、目にしちゃいけなかった、悪い夜。

　野蛮で残酷な海賊たち。容赦がなく、慈じ悲ひもなく、だからこそ魅み力りよく的な──。

「けだものは、けだものらしく。なあ、冥華？」

　海賊王が、密ひそやかに笑う。獲物を嬲なぶる、その瞳。

　優美な海の覇は者しやもまた、甘く優しく、頭蓋骨に唇を落とした。
















糸森 環（いともり　たまき）

東京都出身。８５０万アクセスの大人気ＷＥＢサイト「27時09分の地図」（http://ash-map767.riric.jp/index.htm（２０１４年11月現在））でｉａイア名義でオリジナル小説を公開中。２０１２年ペンネームを糸森環と改め、『花術師』（双葉社）でデビュー。「花神遊戯伝」シリーズ、「Ｆ」シリーズ（角川ビーンズ文庫）、「恋と悪魔と黙示録」シリーズ（一迅社文庫アイリス）を刊行する。
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sheシー &アンド seaシー　海かい上じようの覇は者しやと愚ぐ者しや








糸いと森もり 環たまき
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